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新型コロナウイルス感染症が全世界的に猛威を振るい、政治・経済・社会のすべての分野に大きな

影響を与え、我が国も例外ではなくその脅威の下にさらされました。学校教育においても、当時の安

倍晋三首相から２０２０（令和２）年２月２７日に「全国一斉臨時休業」の要請が出され、２月２８

日には藤原誠文部事務次官名で３月２日から春季休業前までの全国一斉休校が通知されました。その

後の更なる感染拡大に伴い、「緊急事態宣言」の発出などもあってほぼ５月末までこの未曽有の状況

が続きました。この間、学校教育は大きな混乱をきたすこととなりましたが、重要な教育活動の一環

である修学旅行も、例年とは全く異なる様相を示すこととなりました。 
この「コロナ禍」と呼ばれる異常事態・混乱を受け、「安全性の確保」「経済性の公正」「教育性の

充実」を設立理念としている当協会は、関係各方面（各地区校長会、文部科学省・観光庁・財務省、

日本旅行業協会 JATA、JR 各社等）と密接な連携を取り、情報提供、要望書提出、実施手引き書作

成等を行ってきました。又、２０２０（令和２）年６月には宣言文「修学旅行の灯を消さないで」を

発出し各学校の修学旅行実施を支援していきました。しかしながら、この年の海外への修学旅行は全

面実施不可能となり、国内修学旅行も延期や変更、あるいは中止を余儀なくされる事態が全国各地で

数多く発生しました。 
 
一方、この「コロナ禍」においては、修学旅行についての次のような点を改めて確認することにな

りました。 
まず第１点は、文部科学省から、修学旅行は大切な教育活動であるから安易に中止することなく変

更等の方途を探り実施の方向で検討されたい、という通知が再三にわたって出されたことです。異例

ともいえる文部科学省の通知でしたが、このことによって、修学旅行の重要性と教育的意義が再認識

されました。２点目は、修学旅行は他国にも例を見ない日本の特色ある教育活動であるとともに、日

本人の旅の原点でもあり文化そのものであるという点です。日本人のほぼ全てが経験する共通の文化

体験であり、それゆえに自分も経験したように我が子にも修学旅行を経験させたいという保護者の思

いが強く出されました。そして第３点目、それは、修学旅行は運動会や文化祭のような学校単独では

決して実施できない、旅行会社・交通機関・宿泊施設・見学地等々の様々な組織や人々によって支え

られている特別かつ総合的な教育活動である、ということです。修学旅行は経済活動の側面を持つ教

育活動であり、日本社会に確固たる地位を築いていることが改めて確認されました。 
 
この「コロナ禍」における修学旅行についての実態を正確に調査・把握し記録しておくことは非常

に大切なことです。幸い当協会では、関係各方面の協力を得て、毎年高等学校の海外修学旅行の実施

状況調査をほぼ悉皆に近い形で実施しており、併せて公立高等学校と公立中学校の修学旅行全般の調

査をしております。奇しくもこの調査が「コロナ禍」における修学旅行の実態を余すところなく示す

こととなってしまいました。 
この「コロナ禍」の異常事態の収束はまだ見えませんが、当協会のこの冊子を有効活用していただ

き、今後の修学旅行の在り方を考える一助になればそれに優る喜びはありません。 
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Ⅰ　調査の概要

１１．．調調査査のの方方法法とと内内容容

２２．．集集計計方方法法

　〇 データは各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各道府県私立学校所管部署からのデータ

　　 を集計し、一部本協会の調査データを加えた。

　〇 方面別実施状況は、クラス別･班別及び課程別での実施や複数方面にまたがる場合も１校として

　　 集計のため、設置校数・生徒数と一致しない。

　　 県によって人数のデータが把握ができていないところは、文部科学省学校基本調査のデータを

　　 基に参考数値として集計した。

　〇 私立校の、修学旅行方面別実施状況調査は、今年度が初めてのため、前（令和元）年度との

　　 比較表は作成していない。また、所管部署で国内修学旅行の集計や取り纏めを行っているとこ

　　 ろは少なく「把握できている範囲」の回答を掲載した。

３３．．２２００２２００((令令和和２２))年年度度  全全国国高高等等学学校校・・中中学学校校のの概概要要

［高等学校］

　〇 学校数は4,874校(本校4,783校、分校91校)で、前年度より13校減少(本校17減、分校4増)している。

　　・公立の学校数は3,537校で、前年度より13校減少(本校17減、分校4増)している。

　　・国立の学校数は15校で、前年度と同数である。

　　・私立の学校数は1,322校で、前年度と同数である。

　　　生徒数は約309万人で前年度より約8万人減少している。(中等教育学校を含むと約310万人)

　〇 中等教育学校数は56校(国立4校、公立33校、私立19校)で、2校増加した。

　〇 修学旅行対象学年(全日制2年、定時制3年、専科、別科、中等教育後期課程)の生徒数は、

　 　約103万5千人で前年度より約2万人減少している。

［中学校］

　〇 学校数は10,142校(本校10,063校、分校79校)で、前年度より80校減少(本校78減、分校2減)している。

　　・公立の学校数は9,291校で、前年度より80校減少している。

　　・国立の学校数は69校で、前年度より1校減少している。

　　・私立の学校数は782校で、前年度より1校増加している。

　　　生徒数は約321万人で前年度とほぼ同数である。

　〇 修学旅行対象学年(3年生基準)の生徒数は、約105万1千人で前年度より約3万5千人減少している。

(資料：令和2年度文部科学省学校基本調査) 

[　調査の概要　]

　中学校の修学旅行の実施状況等について調査を依頼し、以下のとおりまとめた。

　　各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各都道府県私立学校担当部署に、所管する高等学校、

　(1) 調査の期日　2021(令和3)年5月1日現在

　(2) 調査対象　　各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各都道府県私立学校所管部署

　　　　　　　　　ニ．2021（令和3）年度修学旅行実施基準

　　　　　　　　　ハ．修学旅行中止に伴う「代替行事」

　行った。愛知県の私立学校に関しては、愛知県私立中学高等学校協会の協力を得た。

　　　　　　　　　ロ．2020（令和2）年度国内航空機利用修学旅行の実施状況

　　なお、一部実施状況ならびに実施内容を把握できていない箇所については、本協会で独自調査を

　　　　　　　　　ホ．資料（新型コロナウイルス関連事項、文部科学省発出文書等）

　(3) 調査内容　　イ．2020（令和2）年度修学旅行方面別実施状況（校数・実施率、参加生徒数・参加率）

－1－

［　調査の概要　］



[　全国公私立高等学校・中学校修学旅行実施状況（公私立高等学校）　]

校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数

滋賀 46 9,862 32 6,548 69.6 66.4 11 2,640 5 609 45.5 23.1 37 7,157

京都 69 11,973 42 5,213 60.9 43.5 40 10,534 6 607 15.0 5.8 48 5,820

大阪 159 39,911 83 19,239 52.2 48.2 98 30,430 55 11,456 56.1 37.6 138 30,695

兵庫 154 32,816 38 6,292 24.7 19.2 52 11,091 12 2,450 23.1 22.1 50 8,742

奈良 38 7,987 9 1,625 23.7 20.3 17 3,438 14 1,698 82.4 49.4 23 3,323

和歌山 38 6,650 13 1,699 34.2 25.5 9 1,500 5 727 55.6 48.5 18 2,426

小計 504 109,199 217 40,616 43.1 37.2 227 59,633 97 17,547 42.7 29.4 314 58,163

鳥取 24 3,685 8 1,301 33.3 35.3 8 1,160 3 611 37.5 52.7 11 1,912

島根 37 4,542 2 94 5.4 2.1 10 1,275 0 0 0.0 0.0 2 94

岡山 64 11,829 0 0 0.0 0.0 24 5,415 6 181 25.0 3.3 6 181

広島 93 15,331 26 3,641 28.0 23.7 36 7,574 6 1,884 16.7 24.9 32 5,525

山口 60 7,509 27 2,436 45.0 32.4 20 3,380 5 278 25.0 8.2 32 2,714

徳島 35 5,692 4 432 11.4 7.6 3 275 0 0 0.0 0.0 4 432

香川 30 6,372 13 2,553 43.3 40.1 10 2,145 2 304 20.0 14.2 15 2,857

愛媛 56 8,490 5 540 8.9 6.4 15 3,132 0 0 0.0 0.0 5 540

高知 37 4,160 2 256 5.4 6.2 9 1,835 0 0 0.0 0.0 2 256

小計 436 67,610 87 11,253 20.0 16.6 135 26,191 22 3,258 16.3 12.4 109 14,511

福岡 106 24,307 29 4,598 27.4 18.9 60 17,757 6 641 10.0 3.6 35 5,239

佐賀 37 5,719 3 275 8.1 4.8 9 2,059 1 231 11.1 11.2 4 506

長崎 57 7,885 20 2,500 35.1 31.7 22 4,028 4 153 18.2 3.8 24 2,653

熊本 52 9,483 4 149 7.7 1.6 21 5,856 1 362 4.8 6.2 5 511

大分 41 7,027 21 2,967 51.2 42.2 14 3,297 5 1,101 35.7 33.4 26 4,068

宮崎 38 6,920 9 2,053 23.7 29.7 16 3,143 2 68 12.5 2.2 11 2,121

鹿児島 68 9,815 42 3,999 61.8 40.7 21 5,619 6 611 28.6 10.9 48 4,610

沖縄 60 13,631 3 518 5.0 3.8 4 984 0 0 0.0 0.0 3 518

小計 459 84,787 131 17,059 28.5 20.1 167 42,743 25 3,167 15.0 7.4 156 20,226

合　計 3,570 691,147 1,195 196,277 33.5 28.4 1,342 341,349 340 56,542 25.3 16.6 1,535 252,819

1）「対象」欄の学校数・生徒数は、文部科学省 令２年度学校基本調査 高等学校(全日制・定時制・中等教育学校)による。

2）「対象」欄の生徒数は、全日制第２学年と定時制第３学年及び専攻科・別科、中等教育学校後期課程第２学年の生徒数を表示した。

3）同一校で複数方面の実施(課程別・クラス別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、校数は、設置校数とは一致しない。

生徒数は延べ人数を表示。

4）実施率=実施校数÷該当地方学校数、参加率=実施校参加生徒数÷該当地方生徒数 

5）政令指定都市の校数・生徒数は道府県別に含む。

6）年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

（２）－１ 政令指定都市の実施状況（再掲）
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[　全国公私立高等学校・中学校修学旅行実施状況（公私立高等学校）　]

Ⅱ．２０２０（令和２）年度 全国公私立高等学校・中学校修学旅行実施状況

（全国の動向）

○令和元年12月中国・武漢市で確認された原因不明の肺炎は「COVID-19」（新型コロナウイルス感染症）
　と名付けられ、現在も世界中に影響を与え続けている。
　その新型コロナウイルス感染症が、教育現場に与えた影響として、令和2年度の修学旅行の実施状況に
　ついて全国調査を実施しここに纏めた。

○全国高等学校の修学旅行実施校数は、1,535校。　実施率は31.3％。
　公立高等学校の修学旅行実施校数は、1,195校で、実施率は33.5％。私立高等学校の修学旅行実施校数
　は、340校で、実施率は25.3％であった。
　全国で、252,819人（公立196,277人、私立56,542人）の生徒が参加した。参加率は24.5％であった。

○全国中学校の修学旅行実施校は、5,636校。　実施率は56.0％。
　公立中学校の修学旅行実施校数は、5,435校で、実施率は58.5％。私立中学校の修学旅行実施校数は、
　201校で、実施率は25.7％であった。
　全国で、529,146人（公立511,698人、私立17,373人）の生徒が参加した。参加率は50.7％であった。

○実施率に比べ、参加率が低いのは、修学旅行が実施されてもコロナ禍での参加については、各家庭の
　考え方があり、参加に”同意できない”との事情があったことも推察される。

１.　高等学校

（１）実施校数・実施率／参加生徒数・参加率 （校、人、％）

（２）都道府県別実施状況

校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数
北海道 北海道 227 30,305 155 15,909 68.3 52.5 51 10,103 28 5,274 54.9 52.2 183 21,183
 

青森 60 7,977 2 25 3.3 0.3 17 2,814 0 0 0.0 0.0 2 25

岩手 66 8,294 8 454 12.1 5.5 13 2,227 0 0 0.0 0.0 8 454

宮城 77 13,882 18 2,338 23.4 16.8 19 5,337 0 0 0.0 0.0 18 2,338

秋田 49 6,629 7 677 14.3 10.2 5 677 0 0 0.0 0.0 7 677

山形 47 6,364 35 3,678 74.5 57.8 14 3,020 6 1,581 42.9 52.4 41 5,259

福島 92 12,471 38 6,202 41.3 49.7 18 3,604 8 757 44.4 21.0 46 6,959

小計 391 55,617 108 13,374 27.6 24.0 86 17,679 14 2,338 16.3 13.2 122 15,712

茨城 99 18,159 12 1,694 12.1 9.3 26 6,871 2 319 7.7 4.6 14 2,013

栃木 61 11,961 54 7,342 88.5 61.4 15 5,002 5 1,211 33.3 24.2 59 8,553

群馬 68 12,516 5 1,051 7.4 8.4 13 4,378 5 163 38.5 3.7 10 1,214

埼玉 145 37,795 21 6,096 14.5 16.1 48 17,834 5 968 10.4 5.4 26 7,064

千葉 128 32,498 16 4,861 12.5 15.0 55 15,873 7 1,409 12.7 8.9 23 6,270

東京 191 43,769 0 0 0.0 0.0 237 57,642 23 4,146 9.7 7.2 23 4,146

神奈川 154 43,934 29 7,021 18.8 16.0 82 23,518 15 1,622 18.3 6.9 44 8,643

山梨 32 5,670 10 1,585 31.3 28.0 11 2,126 3 295 27.3 13.9 13 1,880

新潟 93 13,815 14 2,264 15.1 16.4 16 4,474 7 1,172 43.8 26.2 21 3,436

小計 971 220,117 161 31,914 16.6 14.5 503 137,718 72 11,305 14.3 8.2 233 43,219

長野 83 14,529 19 3,594 22.9 24.7 18 3,489 6 1,247 33.3 35.7 25 4,841

富山 43 7,149 3 122 7.0 1.7 10 1,891 3 564 30.0 29.8 6 686

石川 45 7,259 21 2,331 46.7 32.1 10 2,972 1 174 10.0 5.9 22 2,505

福井 28 4,928 5 982 17.9 19.9 7 2,060 5 879 71.4 42.7 10 1,861

岐阜 66 13,890 30 6,697 45.5 48.2 15 3,568 3 612 20.0 17.2 33 7,309

静岡 95 21,048 110 17,622 115.8 83.7 43 10,066 34 3,406 79.1 33.8 144 21,028

愛知 165 42,894 127 30,159 77.0 70.3 56 19,916 23 6,042 41.1 30.3 150 36,201

三重 57 11,815 21 4,645 36.8 39.3 14 3,320 7 729 50.0 22.0 28 5,374

小計 582 123,512 336 66,152 57.7 53.6 173 47,282 82 13,653 47.4 28.9 418 79,805

関
　
　
東

（校、人、％）

実施状況 対象 実施状況

私立高等学校

中
　
　
部

地
方

都道
府県

対象
合計

公立高等学校

実施率 対象生徒数 参加率

33.5 691,147 28.4

25.3 341,349 16.6

31.3 1,032,496 24.5

区　分

公　立

実施校数

1,195

1,535合　計

私　立 340

196,277

252,819

56,542

参加生徒数対象校数

1,342

4,912

3,570

－2－
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[　全国公私立高等学校・中学校修学旅行実施状況（公私立高等学校）　]

校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数

滋賀 46 9,862 32 6,548 69.6 66.4 11 2,640 5 609 45.5 23.1 37 7,157

京都 69 11,973 42 5,213 60.9 43.5 40 10,534 6 607 15.0 5.8 48 5,820

大阪 159 39,911 83 19,239 52.2 48.2 98 30,430 55 11,456 56.1 37.6 138 30,695

兵庫 154 32,816 38 6,292 24.7 19.2 52 11,091 12 2,450 23.1 22.1 50 8,742

奈良 38 7,987 9 1,625 23.7 20.3 17 3,438 14 1,698 82.4 49.4 23 3,323

和歌山 38 6,650 13 1,699 34.2 25.5 9 1,500 5 727 55.6 48.5 18 2,426

小計 504 109,199 217 40,616 43.1 37.2 227 59,633 97 17,547 42.7 29.4 314 58,163

鳥取 24 3,685 8 1,301 33.3 35.3 8 1,160 3 611 37.5 52.7 11 1,912

島根 37 4,542 2 94 5.4 2.1 10 1,275 0 0 0.0 0.0 2 94

岡山 64 11,829 0 0 0.0 0.0 24 5,415 6 181 25.0 3.3 6 181

広島 93 15,331 26 3,641 28.0 23.7 36 7,574 6 1,884 16.7 24.9 32 5,525

山口 60 7,509 27 2,436 45.0 32.4 20 3,380 5 278 25.0 8.2 32 2,714

徳島 35 5,692 4 432 11.4 7.6 3 275 0 0 0.0 0.0 4 432

香川 30 6,372 13 2,553 43.3 40.1 10 2,145 2 304 20.0 14.2 15 2,857

愛媛 56 8,490 5 540 8.9 6.4 15 3,132 0 0 0.0 0.0 5 540

高知 37 4,160 2 256 5.4 6.2 9 1,835 0 0 0.0 0.0 2 256

小計 436 67,610 87 11,253 20.0 16.6 135 26,191 22 3,258 16.3 12.4 109 14,511

福岡 106 24,307 29 4,598 27.4 18.9 60 17,757 6 641 10.0 3.6 35 5,239

佐賀 37 5,719 3 275 8.1 4.8 9 2,059 1 231 11.1 11.2 4 506

長崎 57 7,885 20 2,500 35.1 31.7 22 4,028 4 153 18.2 3.8 24 2,653

熊本 52 9,483 4 149 7.7 1.6 21 5,856 1 362 4.8 6.2 5 511

大分 41 7,027 21 2,967 51.2 42.2 14 3,297 5 1,101 35.7 33.4 26 4,068

宮崎 38 6,920 9 2,053 23.7 29.7 16 3,143 2 68 12.5 2.2 11 2,121

鹿児島 68 9,815 42 3,999 61.8 40.7 21 5,619 6 611 28.6 10.9 48 4,610

沖縄 60 13,631 3 518 5.0 3.8 4 984 0 0 0.0 0.0 3 518

小計 459 84,787 131 17,059 28.5 20.1 167 42,743 25 3,167 15.0 7.4 156 20,226

合　計 3,570 691,147 1,195 196,277 33.5 28.4 1,342 341,349 340 56,542 25.3 16.6 1,535 252,819

1）「対象」欄の学校数・生徒数は、文部科学省 令２年度学校基本調査 高等学校(全日制・定時制・中等教育学校)による。

2）「対象」欄の生徒数は、全日制第２学年と定時制第３学年及び専攻科・別科、中等教育学校後期課程第２学年の生徒数を表示した。

3）同一校で複数方面の実施(課程別・クラス別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、校数は、設置校数とは一致しない。

生徒数は延べ人数を表示。

4）実施率=実施校数÷該当地方学校数、参加率=実施校参加生徒数÷該当地方生徒数 

5）政令指定都市の校数・生徒数は道府県別に含む。

6）年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

（２）－１ 政令指定都市の実施状況（再掲）

中
国
・
四
国

近
　
　
畿

合計
対象 実施状況 対象

地
方

都道
府県

公立高等学校 私立高等学校

九
　
　
州

実施状況

合　　計

2

12

6

2

0

0

1

5

2,282

0

 政令指定
都市

札幌市

浜松市

名古屋市

公立高等学校

5

校数

897

1

2

10,544

396

0

0

110

320

298

2,072

210

31

0

605

0

1,149

382

大阪市

仙台市

さいたま市

新潟市

京都市

川崎市

横浜市

相模原市

千葉市

静岡市

1

11

岡山市

64

0

5

0

6

北九州市

熊本市

福岡市

堺市

神戸市

広島市

0

1

298

生徒数

4

266

1,228

－3－
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[　全国公私立高等学校・中学校修学旅行実施状況（公私立中学校）　]

２.　中学校

（１）実施校数・実施率／参加生徒数・参加率 （校、人、％）

（２）都道府県別実施状況

校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数
北海道 北海道 566 39,332 539 35,333 95.2 89.8 16 939 7 497 43.8 52.9 546 35,830

青森 153 9,749 76 4,560 49.7 46.8 5 155 2 86 40.0 55.5 78 4,646

岩手 151 9,788 109 6,447 72.2 65.9 3 98 0 0 0.0 0.0 109 6,447

宮城 199 18,423 147 11,503 73.9 62.4 7 459 0 0 0.0 0.0 147 11,503

秋田 110 7,236 62 3,896 56.4 53.8 1 - 0 0 62 3,896

山形 96 8,929 71 6,001 74.0 67.2 - 0 0 0 71 6,001

福島 218 15,442 183 12,129 83.9 78.5 8 248 3 120 37.5 48.4 186 12,249

小計 927 69,567 648 44,536 69.9 64.0 24 960 5 206 20.8 21.5 653 44,742

茨城 215 22,672 15 1,495 7.0 6.6 12 1,180 8 1,269 66.7 107.5 23 2,764

栃木 155 16,628 128 15,651 82.6 94.1 7 433 5 261 71.4 60.3 133 15,912

群馬 161 16,401 41 2,688 25.5 16.4 6 425 1 85 16.7 20.0 42 2,773

埼玉 416 57,979 93 10,813 22.4 18.6 31 3,009 1 119 3.2 4.0 94 10,932

千葉 369 47,905 69 8,851 18.7 18.5 25 3,239 4 413 16.0 12.8 73 9,264

東京 609 72,736 119 11,311 19.5 15.6 188 24,504 25 2,729 13.3 11.1 144 14,040

神奈川 407 64,917 93 16,234 22.9 25.0 64 8,234 16 895 25.0 10.9 109 17,129

山梨 84 6,648 70 4,697 83.3 70.7 8 322 1 19 12.5 5.9 71 4,716

新潟 223 17,148 75 5,755 33.6 33.6 4 209 1 20 25.0 9.6 76 5,775

小計 2,639 323,034 703 77,495 26.6 24.0 345 41,555 62 5,810 18.0 14.0 765 83,305

長野 186 17,727 150 14,250 80.6 80.4 7 327 7 277 100.0 84.7 157 14,527

富山 76 8,747 68 7,973 89.5 91.2 1 65 0 0 0.0 0.0 68 7,973

石川 85 9,576 8 462 9.4 4.8 3 101 1 28 33.3 27.7 9 490

福井 78 6,902 75 6,212 96.2 90.0 4 118 4 129 100.0 109.3 79 6,341

岐阜 176 17,520 167 15,334 94.9 87.5 9 480 2 128 22.2 26.7 169 15,462

静岡 262 30,052 101 10,786 38.5 35.9 28 1,661 12 609 42.9 36.7 113 11,395

愛知 415 63,776 416 63,764 100.2 100.0 22 3,212 10 1,446 45.5 45.0 426 65,210

三重 158 14,733 168 16,090 106.3 109.2 9 735 5 316 55.6 43.0 173 16,406

小計 1,436 169,033 1,153 134,871 80.3 79.8 83 6,699 41 2,933 49.4 43.8 1,194 137,804

滋賀 96 12,643 77 8,158 80.2 64.5 6 492 1 53 16.7 10.8 78 8,211

京都 163 18,684 130 13,413 79.8 71.8 26 2,890 4 254 15.4 8.8 134 13,667

大阪 453 64,975 352 46,053 77.7 70.9 63 6,951 25 1,247 39.7 17.9 377 47,300

兵庫 339 42,540 374 43,411 110.3 102.0 43 3,968 12 1,917 27.9 48.3 386 45,328

奈良 98 10,284 72 6,586 73.5 64.0 11 1,432 4 422 36.4 29.5 76 7,008

和歌山 120 6,929 117 6,598 97.5 95.2 7 777 5 639 71.4 82.2 122 7,237

小計 1,269 156,055 1,122 124,219 88.4 79.6 156 16,510 51 4,532 32.7 27.5 1,173 128,751

鳥取 54 4,609 23 2,415 42.6 52.4 3 99 0 0 0.0 0.0 23 2,415

島根 94 5,429 38 3,074 40.4 56.6 3 85 2 44 66.7 51.8 40 3,118

岡山 154 15,708 9 143 5.8 0.9 10 705 4 403 40.0 57.2 13 546

広島 234 21,610 64 5,933 27.4 27.5 29 2,375 4 800 13.8 33.7 68 6,733

山口 154 10,504 83 4,443 53.9 42.3 8 371 2 126 25.0 34.0 85 4,569

徳島 85 5,474 31 2,522 36.5 46.1 2 135 1 29 50.0 21.5 32 2,551

香川 69 7,978 28 4,028 40.6 50.5 5 304 1 98 20.0 32.2 29 4,126

愛媛 129 10,373 93 7,736 72.1 74.6 4 313 2 121 50.0 38.7 95 7,857

高知 119 4,525 41 1,710 34.5 37.8 8 1,015 3 316 37.5 31.1 44 2,026

小計 1,092 86,210 410 32,004 37.5 37.1 72 5,402 19 1,937 26.4 35.9 429 33,941

中
国
・
四
国

関
　
　
東

近
　
　
畿

東
 
 
北

地
方

都道
府県

中
　
　
部

対象
合計

（校、人、％）

公立中学校

実施状況

私立中学校

対象 実施状況

実施率 参加率

58.5 53.0

25.7 22.2

56.0 50.7

区　分

公　立

実施校数

合　計

私　立

5,435

201

511,698

529,071

17,373782

10,073

964,663

78,081

1,042,744

参加生徒数対象校数

9,291

5,636

対象生徒数

－4－
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[　全国公私立高等学校・中学校修学旅行実施状況（公私立中学校）　]

校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数 校数 生徒数 実施率 参加率 校数 生徒数

福岡 332 41,353 229 28,611 69.0 69.2 27 2,321 2 485 7.4 20.9 231 29,096

佐賀 85 7,007 48 3,408 56.5 48.6 6 400 1 98 16.7 24.5 49 3,506

長崎 171 11,030 92 5,702 53.8 51.7 16 636 5 515 31.3 81.0 97 6,217

熊本 162 15,073 125 12,200 77.2 80.9 8 457 0 0 0.0 0.0 125 12,200

大分 125 9,134 80 6,729 64.0 73.7 4 222 3 144 75.0 64.9 83 6,873

宮崎 127 8,974 45 2,300 35.4 25.6 9 625 1 62 11.1 9.9 46 2,362

鹿児島 215 13,916 181 不明 84.2 不明 10 651 4 154 40.0 23.7 185 不明

沖縄 145 14,945 60 4,290 41.4 28.7 6 704 0 0 0.0 0.0 60 4,290

小計 1,362 121,432 860 63,240 63.1 52.1 86 6,016 16 1,458 18.6 24.2 876 64,698

合　計 9,291 964,663 5,435 511,698 58.5 53.0 782 78,081 201 17,373 25.7 22.2 5,636 529,071

1）「対象」欄の学校数・生徒数は、文部科学省 令和２年度学校基本調査 中学校による。

2）「対象」欄の生徒数は、３学年の生徒数を表示した。

3）同一校で複数方面の実施、複数県にまたがる周遊等による重複があり、校数は、設置校数とは一致しない。

生徒数は延べ人数を表示。（実施率、参加率が100％を超えることがある）

4）実施率=実施校数÷該当地方学校数、参加率=実施校参加生徒数÷該当地方生徒数 

5）政令指定都市の校数・生徒数は道府県別に含む。

6）年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

（２）－１ 政令指定都市の実施状況（再掲）

九
　
　
州

都道
府県

地
方

公立中学校

対象 実施状況

私立中学校
合計

実施状況対象

合　　計

 政令指定
都市

札幌市

浜松市

141,699

6,434

0

6,513

11,899

2,951

2,883

16,026

6,665

15,556

0

4,350

7,400

生徒数

70

120

34

55

17,558

0

名古屋市

大阪市

仙台市

さいたま市

新潟市

京都市

岡山市

横浜市

相模原市

千葉市

1,063

43

72

62

17

0

122

51

128

福岡市

堺市

神戸市

広島市

熊本市

静岡市

北九州市

川崎市

公立中学校

101

校数

31

35

0

26

52

13,641

4,725

0

44

2,581

3,636

10,291

8,590
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（公立高等学校）　]

１．公立高等学校

(１)　実施校数（政令指定都市含む）

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 次次年年度度

北海道 北海道 42 15 3 1 45 13 3 25 8 0 7777 2244 256

青森 1 1 0 4488 1111 61

岩手 8 0 4411 2244 73

宮城 3 5 3 1 2 1 1 2 0 6611 33 82

秋田 7 0 3377 55 49

山形 4 25 1 3 2 0 55 2222 62

福島 7 18 3 1 2 1 2 1 1 2 0 5522 22 92

小　計 15 64 7 1 6 1 4 1 2 5 2 0 224444 6677 419

茨城 1 1 1 1 2 1 2 3 0 8899 11 102

栃木 5 21 7 3 7 8 2 1 0 4411 11 96

群馬 1 1 1 2 0 6611 99 75

埼玉 3 3 5 2 8 0 111122 2200 153

千葉 1 2 1 12 0 9999 1144 129

東京 0 111199 1100 129

神奈川 3 1 1 6 3 1 14 0 7788 4400 147

小　計 10 27 9 2 8 1 33 12 2 7 26 0 559999 9955 831

山梨 1 2 2 1 3 1 0 1144 66 30

新潟 3 2 7 1 1 0 6622 66 82

長野 1 7 7 2 2 0 6622 00 81

小　計 0 4 5 16 9 2 3 0 0 2 2 0 113388 1122 193

富山 1 2 0 0 1100 00 13

石川 2 4 2 3 3 2 2 2 1 0 2222 1100 53

福井 1 4 0 2222 11 28

小　計 2 1 0 7 6 3 3 2 2 2 1 0 5544 1111 94

岐阜 30 0 1122 3322 74

静岡 7 2 3 13 6 15 6 20 13 23 2 0 4411 1100 161

愛知 7 2 2 2 2 3 38 44 8 16 3 0 9999 226

三重 1 4 2 2 1 10 1 0 55 3388 64

小　計 14 4 5 15 9 52 46 66 22 49 6 0 115577 8800 525

滋賀 3 1 15 2 2 6 3 0 66 1166 54

京都 2 2 1 6 10 6 5 8 2 0 2244 1177 83

大阪 17 4 3 7 12 5 7 14 14 0 110044 4411 228

*兵庫 3 1 2 2 2 3 2 1 11 11 0 6688 2255 131

奈良 1 2 1 2 3 0 2233 00 32

和歌山 9 2 2 0 1199 1155 47

小　計 23 3 0 10 6 15 51 18 19 42 30 0 224444 111144 575

鳥取 8 0 22 33 13

島根 2 0 55 00 7

岡山 0 5511 22 53

広島 1 1 6 4 7 7 0 6633 1144 103

山口 1 16 2 8 0 5555 1122 94

小　計 2 0 0 0 0 0 1 32 6 15 7 0 117766 3311 270

徳島 2 1 1 0 3388 22 44

*香川 1 5 4 3 0 55 00 18

愛媛 3 2 0 2200 4466 71

高知 1 1 0 1177 1166 35

小　計 1 0 0 0 0 7 5 5 4 2 0 0 8800 6644 168

福岡 2 1 2 3 3 1 15 2 0 6688 3388 135

佐賀 1 2 0 2299 55 37

長崎 1 1 1 1 2 14 0 5511 88 79

熊本 1 1 2 0 2222 2299 55

大分 3 1 3 1 13 0 1177 66 44

宮崎 9 0 2288 37

鹿児島 1 41 0 1122 88 62

沖縄 3 0 4466 22 51

小　計 2 2 0 6 1 2 5 9 3 96 5 0 227733 9966 500

合　計 111 120 29 57 45 84 196 158 63 245 87 0 22,,004422 559944 3,831

構成比 2.9 3.1 0.8 1.5 1.2 2.2 5.1 4.1 1.6 6.4 2.3 0.0 5533..33 1155..55 100.0

近
畿

合計

九
州

(校、％)

都道府県

東
北

ⅢⅢ．．２２００２２００（（令令和和２２））年年度度　　全全国国公公私私立立高高等等学学校校のの修修学学旅旅行行方方面面別別実実施施状状況況

関
東

北
陸

東
海

甲
信
越

旅行方面
中中止止

次次年年度度
へへ延延期期

地
方

四
国

中
国
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（公立高等学校）　]

(１)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲）

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 2 1 1 1 22 22 9

仙台 1 1 1 1 22 6

さいたま 33 3

千葉 2 2

川崎 1 4 5

横浜 1 88 11 10

相模原 0

新潟 2 11 3

静岡 1 11 2

浜松 1 1 1 1 1 1 6

名古屋 2 4 6 12

京都 2 55 66 13

大阪 4 2 4 1 11 1111 23

堺 1 1

神戸 1 55 11 7

岡山 11 1

広島 2 1 2 1 22 8

北九州 11 1

福岡 5 66 11
熊本 11 1

合　計 3 1 2 3 1 4 11 10 5 15 9 0 3366 2244 124

1) 特別支援学校を含む。

2) 同一校で複数方面の実施(課程別・クラス別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、設置校数とは一致しない。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
旅行方面別 実施校数構成 旅行方面別 実施校数

合計
旅行方面

中中止止

政
令
指
定
都
市

(校)

政令指
定都市

次次年年度度
へへ延延期期

沖縄
2.3% 近畿

5.1%
関東
0.8% 北海道
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4.1%
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1.5%
九州

6.4%

東北

3.1%
四国

1.6%
東海

2.2%
北陸

1.2%海外

0.0%

中止

53.3%

次年度

へ延期

15.5%

旅旅行行方方面面別別 実実施施校校数数構構成成

111 

120 

29 

57 

45 

84 

196 

158 

63 

245 

87 

0 

2,042 
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（公立高等学校）　]

(１)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲）

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 2 1 1 1 22 22 9

仙台 1 1 1 1 22 6

さいたま 33 3

千葉 2 2

川崎 1 4 5

横浜 1 88 11 10

相模原 0

新潟 2 11 3

静岡 1 11 2

浜松 1 1 1 1 1 1 6

名古屋 2 4 6 12

京都 2 55 66 13

大阪 4 2 4 1 11 1111 23

堺 1 1

神戸 1 55 11 7

岡山 11 1

広島 2 1 2 1 22 8

北九州 11 1

福岡 5 66 11
熊本 11 1

合　計 3 1 2 3 1 4 11 10 5 15 9 0 3366 2244 124

1) 特別支援学校を含む。

2) 同一校で複数方面の実施(課程別・クラス別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、設置校数とは一致しない。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
旅行方面別 実施校数構成 旅行方面別 実施校数

合計
旅行方面

中中止止

政
令
指
定
都
市

(校)

政令指
定都市

次次年年度度
へへ延延期期

沖縄
2.3% 近畿

5.1%
関東
0.8% 北海道

2.9%
中国

4.1%
甲信越

1.5%
九州

6.4%

東北

3.1%
四国

1.6%
東海

2.2%
北陸

1.2%海外

0.0%

中止

53.3%

次年度

へ延期

15.5%

旅旅行行方方面面別別 実実施施校校数数構構成成
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（公立高等学校）　]

(２)　参加生徒数（政令指定都市含む）

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 中中止止 次次年年度度へへ延延期期

北海道 北海道 2,915 941 138 49 6,392 1,186 141 3,036 1,111 0 1111,,550077 11,,555588 28,974

青森 10 15 77,,003366 777711 7,832

岩手 454 55,,229900 33,,333355 9,079

宮城 710 786 68 38 431 32 33 240 1100,,112255 339977 12,860

秋田 677 55,,007755 440011 6,153

山形 618 2,373 20 586 81 556611 22,,118833 6,422

福島 1,163 3,140 450 184 187 120 284 268 16 390 77,,224422 7799 13,523

小　計 2,501 7,445 538 184 811 120 715 268 48 504 240 0 3355,,332299 77,,116666 55,869

茨城 267 114 140 140 114 79 120 720 1177,,225588 3300 18,982

栃木 749 2,220 105 704 1,629 1,693 234 8 66,,888888 33 14,233

群馬 126 150 273 502 1100,,771122 11,,447766 13,239

埼玉 1,027 934 1,283 562 2,290 2255,,222244 44,,334433 35,663

千葉 10 555 317 3,979 2233,,664422 22,,331199 30,822

東京 2277,,773344 22,,333399 30,073

神奈川 859 220 10 1,348 813 1,286 2,485 2200,,333388 1122,,336688 39,727

小　計 1,885 3,707 395 150 2,193 317 8,626 2,585 234 2,470 5,503 0 113311,,779966 2222,,887788 182,739

山梨 164 380 124 79 645 193 22,,558822 997755 5,142

新潟 535 318 1,020 148 243 99,,775544 550000 12,518

長野 279 1,333 1,383 273 326 1100,,775500 00 14,344

小　計 0 699 977 2,477 1,610 273 645 0 0 326 436 0 2233,,008866 11,,447755 32,004

富山 26 96 771111 00 833

石川 145 426 117 404 355 179 179 222 304 33,,996600 11,,334400 7,631

福井 323 659 33,,663366 114499 4,767

小　計 145 26 0 845 776 404 355 179 179 222 304 0 88,,330077 11,,448899 13,231

岐阜 6,697 11,,991199 55,,220033 13,819

静岡 1,347 196 403 2,182 636 2,788 939 3,432 1,780 3,777 142 0 77,,227777 11,,669966 26,595

愛知 1,298 438 93 497 307 9,206 11,555 2,430 4,161 174 1111,,118811 41,340

三重 13 842 410 372 154 2,654 200 112299 66,,661100 11,384

小　計 2,645 634 403 2,275 1,146 10,634 10,555 15,359 4,364 10,592 516 0 2200,,550066 1133,,550099 93,138

*滋賀 412 72 3,716 267 526 1,026 529 885588 22,,228888 9,694

京都 259 339 57 838 1,239 663 458 1,222 138 44,,225566 44,,004400 13,509

大阪 4,356 882 875 1,291 2,688 513 1,185 3,310 4,139 77,,663366 11,,449955 28,370

*兵庫 897 38 562 340 253 293 271 244 1,329 2,065 1144,,996688 55,,448888 26,748

奈良 7 700 32 158 728 44,,996677 00 6,592

和歌山 880 428 391 33,,004477 22,,441199 7,165

小　計 5,665 297 0 1,862 1,272 2,382 9,516 2,174 2,962 7,615 6,871 0 3355,,773322 1155,,773300 92,078

鳥取 1,301 446666 333377 2,104

島根 94 221100 304

岡山 1100,,883399 332200 11,159

広島 237 114 821 398 1,161 910 99,,006644 11,,774411 14,446

山口 38 1,069 227 1,102 55,,008844 886699 8,389

小　計 275 0 0 0 0 0 114 3,285 625 2,263 910 0 2255,,666633 33,,226677 36,402

徳島 301 126 5 55,,446666 220011 6,099

*香川 275 993 748 537 993333 3,486

愛媛 381 159 994477 66,,000099 7,496

高知 9 247 11,,885588 11,,664444 3,758

小　計 275 0 0 0 0 1,294 874 551 628 159 0 0 99,,220044 77,,885544 20,839

福岡 556 389 385 55 594 235 2,297 87 1122,,335500 66,,330088 23,256

佐賀 11 264 44,,773399 559955 5,609

長崎 228 229 80 22 376 1,565 11,,882299 4,329

熊本 31 41 77 77,,228877 66,,336600 13,796

大分 325 36 202 68 2,336 33,,226688 888800 7,115

宮崎 2,053 2,053

鹿児島 39 3,960 3,999

沖縄 518 66,,999911 7799 7,588

小　計 556 617 0 741 229 116 116 1,183 344 12,552 605 0 3366,,446644 1144,,222222 67,745

合  計 16,862 14,366 2,451 8,534 8,037 15,589 37,908 26,770 9,525 39,739 16,496 0 333377,,559944 8899,,114488 623,019

構成比 2.7 2.3 0.4 1.4 1.3 2.5 6.1 4.3 1.5 6.4 2.6 0.0 5544..22 1144..33 100.0

四
国

九
州

関
東

中中止止

東
海

次次年年度度
へへ延延期期

甲
信
越

北
陸

東
北

近
畿

中
国

(人、％)

合計
地
方

都道府県
旅行方面
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［　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況　（公立高等学校）　］



[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（公立高等学校）　]

(２)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲）

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 279 311 269 38 664400 556600 2,097

仙台 200 32 33 33 551199 00 817

さいたま 995566 00 956

千葉 396 00 00 396

川崎 216 1,012 00 00 1,228

*横浜 266 11,,775500 331144 2,330

相模原 0

新潟 298 110000 398

静岡 320 228800 600

浜松 116 112 112 81 81 103 605

名古屋 52 806 1,424 2,282

京都 382 886644 11,,009988 2,344

大阪 731 105 958 278 7766 11,,449955 3,643

堺 210 210

神戸 31 11,,333333 9933 1,457

岡山 114488 148

広島 352 40 435 322 447700 1,619

北九州 222200 220

福岡 110 11,,225533 1,363
熊本 440000 400

合　計 489 116 0 462 112 731 2,311 1,888 258 2,228 1,949 0 88,,113399 44,,443300 23,113

1) 特別支援学校を含む。

2) 同一校で複数方面の実施(クラス別・課程別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、人数は延べ人数。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
旅行方面別 参加人数構成 旅行方面別 参加人数

中中止止
次次年年度度
へへ延延期期

政
令
指
定
都
市

旅行方面
合計

政令指
定都市

(人)

沖縄
2.6%

近畿
6.1%

関東
0.4%

北海道
2.7%
中国
4.3%甲信越

1.4%

九州
6.4%

四国
1.5%

東北
2.3%
北陸
1.3%

東海
2.5%

海外
0.0%

中止
54.2%

次年度へ

延期
14.3%

旅旅行行方方面面別別 参参加加人人数数構構成成

16,862 

14,366 

2,451 

8,534 

8,037 

15,589 

37,908 

26,770 
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39,739 

16,496 

0 

337,594 

89,148 
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旅旅行行方方面面別別 参参加加人人数数

沖縄
25.4%

近畿
18.2%

関東
13.9%

北海道
8.5%

中国
7.6%

甲信越
5.8%

九州
6.6%

四国
1.2%

東北
1.5%

北陸
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（公立高等学校）　]

(２)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲）

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 279 311 269 38 640 560 2,097

仙台 200 32 33 33 519 0 817

さいたま 956 0 956

千葉 396 0 0 396

川崎 216 1,012 0 0 1,228

*横浜 266 1,750 314 2,330

相模原 0

新潟 298 100 398

静岡 320 280 600

浜松 116 112 112 81 81 103 605

名古屋 52 806 1,424 2,282

京都 382 864 1,098 2,344

大阪 731 105 958 278 76 1,495 3,643

堺 210 210

神戸 31 1,333 93 1,457

岡山 148 148

広島 352 40 435 322 470 1,619

北九州 220 220

福岡 110 1,253 1,363
熊本 400 400

合　計 489 116 0 462 112 731 2,311 1,888 258 2,228 1,949 0 8,139 4,430 23,113

1) 特別支援学校を含む。

2) 同一校で複数方面の実施(クラス別・課程別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、人数は延べ人数。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
旅行方面別 参加人数構成 旅行方面別 参加人数

中止
次年度
へ延期

政
令
指
定
都
市

旅行方面
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定都市
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0.4%

北海道
2.7%
中国
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0.0%
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14.3%

旅旅行行方方面面別別 参参加加人人数数構構成成
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旅旅行行方方面面別別 参参加加人人数数
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

○新型コロナウイルスの国内全域への感染拡大は、修学旅行の旅行方面にも影響を与えた。
　修学旅行実施については、感染予防、感染拡大防止の観点から、移動時間短縮、旅行期間短縮、３密回避等
　の対応をした上での実施となり、自県内完結或いは、近隣県での実施、３泊４日の予定であった旅行期間を
　２泊３日や１泊２日、若しくは日帰り旅行へ変更、公共交通機関を利用せず、貸切バスで移動し、極力人と
　の接触を避ける等の工夫がされた。

○ここでは各都道府県別に、旅行方面の前（令和元）年度との比較を表した。殆どの地域で方面の構成比は大
　きく変わり、地元、隣接地での修学旅行が行われたことが分かる。
　「中止」の選択が圧倒的な割合を占めるが、公立高等学校は第２学年時に修学旅行を実施することが多いた
　め、「次年度へ延期」した学校も相当数あった。

　当然のことながら、海外への修学旅行の実施はなかった。

＜北海道＞

＜青森県＞

＜岩手県＞

＜宮城県＞

((３３))　　都都道道府府県県別別旅旅行行方方面面のの変変容容（（令令和和元元年年度度ととのの比比較較））　　
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

○新型コロナウイルスの国内全域への感染拡大は、修学旅行の旅行方面にも影響を与えた。
　修学旅行実施については、感染予防、感染拡大防止の観点から、移動時間短縮、旅行期間短縮、３密回避等
　の対応をした上での実施となり、自県内完結或いは、近隣県での実施、３泊４日の予定であった旅行期間を
　２泊３日や１泊２日、若しくは日帰り旅行へ変更、公共交通機関を利用せず、貸切バスで移動し、極力人と
　の接触を避ける等の工夫がされた。

○ここでは各都道府県別に、旅行方面の前（令和元）年度との比較を表した。殆どの地域で方面の構成比は大
　きく変わり、地元、隣接地での修学旅行が行われたことが分かる。
　「中止」の選択が圧倒的な割合を占めるが、公立高等学校は第２学年時に修学旅行を実施することが多いた
　め、「次年度へ延期」した学校も相当数あった。

　当然のことながら、海外への修学旅行の実施はなかった。

＜北海道＞

＜青森県＞

＜岩手県＞

＜宮城県＞

((３３))　　都都道道府府県県別別旅旅行行方方面面のの変変容容（（令令和和元元年年度度ととのの比比較較））　　
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜秋田県＞

＜山形県＞

＜福島県＞
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＜栃木県＞
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

○新型コロナウイルスの国内全域への感染拡大は、修学旅行の旅行方面にも影響を与えた。
　修学旅行実施については、感染予防、感染拡大防止の観点から、移動時間短縮、旅行期間短縮、３密回避等
　の対応をした上での実施となり、自県内完結或いは、近隣県での実施、３泊４日の予定であった旅行期間を
　２泊３日や１泊２日、若しくは日帰り旅行へ変更、公共交通機関を利用せず、貸切バスで移動し、極力人と
　の接触を避ける等の工夫がされた。

○ここでは各都道府県別に、旅行方面の前（令和元）年度との比較を表した。殆どの地域で方面の構成比は大
　きく変わり、地元、隣接地での修学旅行が行われたことが分かる。
　「中止」の選択が圧倒的な割合を占めるが、公立高等学校は第２学年時に修学旅行を実施することが多いた
　め、「次年度へ延期」した学校も相当数あった。

　当然のことながら、海外への修学旅行の実施はなかった。

＜北海道＞

＜青森県＞

＜岩手県＞

＜宮城県＞

((３３))　　都都道道府府県県別別旅旅行行方方面面のの変変容容（（令令和和元元年年度度ととのの比比較較））　　
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜群馬県＞
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜山梨県＞

＜新潟県＞

＜長野県＞

＜富山県＞

＜石川県＞
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜福井県＞

＜岐阜県＞

＜静岡県＞

＜愛知県＞

＜三重県＞
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四国
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0.0%
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次年度へ延期
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〔〔令令和和２２年年度度〕〕
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甲信越
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九州
30.3%沖縄
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0.0%
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＜滋賀県＞

＜京都府＞

＜大阪府＞

＜兵庫県＞

＜奈良県＞
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜山口県＞

＜徳島県＞

＜香川県＞

＜愛媛県＞

＜高知県＞

北海道
1.1%

中国
17.0%

四国
2.1%

九州
8.5%

海外
0.0%

中止
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〔〔令令和和元元年年度度〕〕

東海
4.5%

近畿
2.3%

中国
2.3%

海外
0.0%

中止
86.4%

次年度へ延期
4.5%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

北海道
5.6%

東海
27.8%

近畿
22.2%

中国
16.7%

海外
0.0%

中止
27.8%

次年度へ延期
0.0%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

四国
4.2%

九州
2.8%

海外
0.0%

中止
28.2%次年度へ延期

64.8%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜和歌山県＞

＜鳥取県＞

＜島根県＞

＜岡山県＞

＜広島県＞
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四国
4.3%

海外
0.0%

中止
40.4%

次年度へ延期
31.9%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

北海道
2.9% 関東

2.9%

甲信越
40.0%

近畿
2.9%

中国
5.7%

九州
2.9%

沖縄
40.0%

海外
2.9%
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北海道
5.3%
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海外
10.5%
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜山口県＞

＜徳島県＞

＜香川県＞

＜愛媛県＞

＜高知県＞

北海道
1.1%

中国
17.0%

四国
2.1%

九州
8.5%

海外
0.0%

中止
58.5%

次年度へ延期
12.8%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

北海道
13.5%

関東
61.8%

甲信越
10.1%

東海
0.0%

近畿
7.9%

沖縄
2.2%

海外
4.5%

〔〔令令和和元元年年度度〕〕

東海
4.5%

近畿
2.3%

中国
2.3%

海外
0.0%

中止
86.4%

次年度へ延期
4.5%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

北海道
5.6%

東海
27.8%

近畿
22.2%

中国
16.7%

海外
0.0%

中止
27.8%

次年度へ延期
0.0%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

四国
4.2%

九州
2.8%

海外
0.0%

中止
28.2%次年度へ延期

64.8%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

中国
2.9%

四国
2.9%

海外
0.0%

中止
48.6%

次年度へ延期
45.7%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

北海道
45.0%

関東
52.5%

中国
2.5%

海外
0.0%

〔〔令令和和元元年年度度〕〕

北海道
69.2%東北

3.8%

関東
15.4%

海外
11.5%

〔〔令令和和元元年年度度〕〕

北海道
19.1%

関東
46.1%

北陸
0.9%

近畿
1.7%

沖縄
10.4% 海外

21.7%

〔〔令令和和元元年年度度〕〕

北海道
1.5%

関東
46.2%甲信越

36.9%

東海
3.1%

近畿
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中国
3.1%

九州
1.5%

海外
1.5%

〔〔令令和和元元年年度度〕〕
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜宮崎県＞

＜鹿児島県＞

＜沖縄県＞

○全国で、2,042校（53.3％）の公立高校が修学旅行を中止した。中止という結論に至るまでには、新型コロナ
　ウイルスの感染状況を注視し、幾度となく実施時期や旅行方面の変更を検討し、苦渋の決断を余儀なくされた
　ものと推察する。
　全国337,594人の当該学年生徒が修学旅行の経験を失った。しかし、後述で触れるが、生徒たちの心情を思い、
　多くの学校が様々な「代替行事」を実施した。

○旅行方面としては、修学旅行の旅行先として人気の沖縄県、京都・奈良を中心とした近畿地区、首都東京を中
　心とした関東地区が激減した。旅行先として避けられた理由には、人口の多い関東・近畿は人との接触リスク
　の回避であり、沖縄県は移動手段が航空機のみという有事の際の対応への不安などが挙げられる。

○冒頭述べた、３密回避のための自県内、近隣県での修学旅行実施への移行により、例年、旅行先としては多く
　なかった、東北、四国、東海、北陸地区の構成比が増えた。
　一つ新しい考え方としては、代替地として選んだ旅行先で「ここに、こんな素晴らしい学習素材があった」
　「知らなかった」という発見により、Withコロナ、Afterコロナでの新しい修学旅行を考える機会になったと
　も言えるのではないだろうか。

九州
24.3%

海外
0.0%

中止
75.7%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

近畿
1.6%

九州
66.1%

海外
0.0%

中止
19.4%

次年度へ延期
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〔〔令令和和２２年年度度〕〕

沖縄
5.9%

海外
0.0%
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甲信越
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〔〔令令和和元元年年度度〕〕

東北
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＜福岡県＞

＜佐賀県＞

＜長崎県＞

＜熊本県＞

＜大分県＞
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜宮崎県＞

＜鹿児島県＞

＜沖縄県＞

○全国で、2,042校（53.3％）の公立高校が修学旅行を中止した。中止という結論に至るまでには、新型コロナ
　ウイルスの感染状況を注視し、幾度となく実施時期や旅行方面の変更を検討し、苦渋の決断を余儀なくされた
　ものと推察する。
　全国337,594人の当該学年生徒が修学旅行の経験を失った。しかし、後述で触れるが、生徒たちの心情を思い、
　多くの学校が様々な「代替行事」を実施した。

○旅行方面としては、修学旅行の旅行先として人気の沖縄県、京都・奈良を中心とした近畿地区、首都東京を中
　心とした関東地区が激減した。旅行先として避けられた理由には、人口の多い関東・近畿は人との接触リスク
　の回避であり、沖縄県は移動手段が航空機のみという有事の際の対応への不安などが挙げられる。

○冒頭述べた、３密回避のための自県内、近隣県での修学旅行実施への移行により、例年、旅行先としては多く
　なかった、東北、四国、東海、北陸地区の構成比が増えた。
　一つ新しい考え方としては、代替地として選んだ旅行先で「ここに、こんな素晴らしい学習素材があった」
　「知らなかった」という発見により、Withコロナ、Afterコロナでの新しい修学旅行を考える機会になったと
　も言えるのではないだろうか。
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海外
0.0%

中止
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〔〔令令和和２２年年度度〕〕
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜宮崎県＞

＜鹿児島県＞

＜沖縄県＞

○全国で、2,042校（53.3％）の公立高校が修学旅行を中止した。中止という結論に至るまでには、新型コロナ
　ウイルスの感染状況を注視し、幾度となく実施時期や旅行方面の変更を検討し、苦渋の決断を余儀なくされた
　ものと推察する。
　全国337,594人の当該学年生徒が修学旅行の経験を失った。しかし、後述で触れるが、生徒たちの心情を思い、
　多くの学校が様々な「代替行事」を実施した。

○旅行方面としては、修学旅行の旅行先として人気の沖縄県、京都・奈良を中心とした近畿地区、首都東京を中
　心とした関東地区が激減した。旅行先として避けられた理由には、人口の多い関東・近畿は人との接触リスク
　の回避であり、沖縄県は移動手段が航空機のみという有事の際の対応への不安などが挙げられる。

○冒頭述べた、３密回避のための自県内、近隣県での修学旅行実施への移行により、例年、旅行先としては多く
　なかった、東北、四国、東海、北陸地区の構成比が増えた。
　一つ新しい考え方としては、代替地として選んだ旅行先で「ここに、こんな素晴らしい学習素材があった」
　「知らなかった」という発見により、Withコロナ、Afterコロナでの新しい修学旅行を考える機会になったと
　も言えるのではないだろうか。
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[　都道府県別旅行方面の変容（公立高等学校）　]

＜宮崎県＞

＜鹿児島県＞

＜沖縄県＞

○全国で、2,042校（53.3％）の公立高校が修学旅行を中止した。中止という結論に至るまでには、新型コロナ
　ウイルスの感染状況を注視し、幾度となく実施時期や旅行方面の変更を検討し、苦渋の決断を余儀なくされた
　ものと推察する。
　全国337,594人の当該学年生徒が修学旅行の経験を失った。しかし、後述で触れるが、生徒たちの心情を思い、
　多くの学校が様々な「代替行事」を実施した。

○旅行方面としては、修学旅行の旅行先として人気の沖縄県、京都・奈良を中心とした近畿地区、首都東京を中
　心とした関東地区が激減した。旅行先として避けられた理由には、人口の多い関東・近畿は人との接触リスク
　の回避であり、沖縄県は移動手段が航空機のみという有事の際の対応への不安などが挙げられる。

○冒頭述べた、３密回避のための自県内、近隣県での修学旅行実施への移行により、例年、旅行先としては多く
　なかった、東北、四国、東海、北陸地区の構成比が増えた。
　一つ新しい考え方としては、代替地として選んだ旅行先で「ここに、こんな素晴らしい学習素材があった」
　「知らなかった」という発見により、Withコロナ、Afterコロナでの新しい修学旅行を考える機会になったと
　も言えるのではないだろうか。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立高等学校）　]

(２)　参加生徒数

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 中中止止 次次年年度度へへ延延期期

北海道 北海道 1,250 362 1,341 514 868 939 44,,882299 10,103

青森 22,,885500 220011 3,051

岩手 22,,114411 111199 2,260

宮城 11,,110022 116611 1,263

秋田 664466 00 646

山形 508 307 260 188 318 11,,440000 00 2,981

福島 463 242 52 11,,880066 229944 2,857

小　計 0 971 242 359 260 0 0 0 188 318 0 0 99,,994455 777755 13,058

茨城 319 44,,005511 881177 5,187

栃木 371 76 76 688 22,,555544 995500 4,715

*群馬 5 41 41 38 38 557700 733

*埼玉 20 20 928 66,,990022 7,870

千葉 105 105 133 291 466 309 99,,557722 885566 11,837

*東京 97 43 43 320 43 612 418 1,199 1,371 0 2244,,770044 11,,662288 30,478

神奈川 230 66 30 30 66 66 593 541 2200,,009977 00 21,719

小　計 332 626 508 350 176 30 999 542 142 2,296 3,837 0 6688,,445500 44,,225511 82,539

山梨 112 155 28 11,,555544 1,849

新潟 84 869 219 33,,115500 6688 4,390

長野 1,247 11,,116677 113344 2,548

小　計 112 84 0 2,271 219 0 0 0 0 28 0 0 55,,887711 220022 8,787

富山 66 498 11,,111177 9955 1,776

石川 174 11,,669966 11,,334400 3,210

福井 182 309 309 79 885588 448811 2,218

小　計 0 0 0 66 854 0 0 309 309 79 0 0 33,,667711 11,,991166 7,204

岐阜 612 612

静岡 178 272 460 150 485 437 548 356 333 187 33,,226622 11,,440000 8,068

*愛知 388 120 24 24 1,557 1,276 400 1,086 1,167 99,,992255 44,,001122 19,979

三重 153 32 285 259 116600 889

小　計 566 392 0 460 174 1,274 2,026 1,824 756 1,704 1,613 0 1133,,118877 55,,557722 29,548

滋賀 77 21 330 147 34 11,,997777 229944 2,880

*京都 43 260 135 169 22,,112277 2,734

大阪 3,112 154 246 624 181 1,420 1,194 311 117 956 3,141 1133,,991199 44,,446611 29,836

*兵庫 400 216 115 115 400 400 258 546 33,,333333 33,,223377 9,020

奈良 58 126 183 424 424 325 158 11,,552255 447755 3,698

和歌山 241 225 225 36 669977 992277 2,351

小　計 3,112 212 723 840 443 1,535 2,391 1,620 1,048 1,742 3,881 0 2233,,557788 99,,339944 50,519

鳥取 264 347 447722 1,083

島根 229922 292

岡山 37 68 19 47 10 22,,883300 992244 3,935

*広島 388 658 608 230 11,,668833 3,567

山口 21 180 77 22,,773377 3,015

小　計 21 0 0 0 0 37 720 1,204 655 87 230 0 88,,001144 992244 11,892

徳島 113388 9922 230

*香川 153 151 11,,776633 2,067

愛媛 22,,003300 227744 2,304

*高知 115511 00 151

小　計 0 0 0 0 0 0 153 151 0 0 0 0 44,,008822 336666 4,752

*福岡 38 38 565 77,,002233 11,,772200 9,384

佐賀 231 不不明明 231

長崎 110 43 33,,002255 3,178

熊本 362 33,,443300 11,,885522 5,644

大分 789 146 166 11,,443344 223399 2,774

宮崎 68 22,,337766 2,444

*鹿児島 611 33,,995544 4,565

沖縄 777766 220088 984

小　計 0 110 789 508 0 0 0 38 38 1,684 0 0 2222,,001188 44,,001199 29,204

合  計 5,393 2,395 2,262 4,854 2,126 2,876 6,651 7,029 3,650 8,806 10,500 0 116633,,664455 2277,,441199 247,606

構成比 2.2 1.0 0.9 2.0 0.9 1.2 2.7 2.8 1.5 3.6 4.2 0.0 6666..11 1111..11 100.0

1) 同一校で複数方面の実施(クラス別・課程別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、人数は延べ人数。

2) 欄外*印県市データは「把握できている範囲」の回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

3) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除く。
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地
方
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関
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北
陸

東
海

近
畿

[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立高等学校）　]

２．私立高等学校

(１)　実施校数

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 次次年年度度

北海道 北海道 8 3 5 2 5 5 0 3377 65

青森 1144 33 17

岩手 1122 11 13

宮城 88 33 11

秋田 55 00 5

山形 2 1 1 1 1 1100 16

福島 5 2 1 77 22 17

小　計 0 7 2 2 1 0 0 0 1 1 0 0 5566 99 79

茨城 2 1166 44 22

栃木 1 1 1 2 99 44 18

*群馬 1 1 1 1 1 11 6

*埼玉 1 1 3 1166 21

千葉 1 1 1 1 2 1 3377 33 47

*東京 2 1 1 1 1 3 3 7 4 0 9966 77 126

神奈川 1 1 1 1 1 1 7 2 6677 82

小　計 4 5 5 2 2 1 6 6 2 17 12 0 224422 1188 322

山梨 1 1 1 99 12

新潟 2 4 1 1111 11 19

長野 6 77 11 14

小　計 1 2 0 11 1 0 0 0 0 1 0 0 2277 22 45

富山 1 2 99 11 13

石川 1 44 66 11

福井 2 1 1 1 22 11 8

小　計 0 0 0 1 5 0 0 1 1 1 0 0 1155 88 32

岐阜 3 3

静岡 2 4 2 1 3 5 7 3 5 2 2211 88 63

*愛知 1 1 1 1 5 3 1 5 5 3311 1111 65

三重 2 1 3 1 22 9

小　計 3 5 0 2 2 9 11 10 4 13 8 0 5522 2211 140

滋賀 1 1 1 1 1 99 33 17

*京都 1 2 2 1 88 14

大阪 13 2 1 4 2 6 5 2 1 8 11 5533 2255 133

*兵庫 1 1 1 1 1 1 3 3 1155 1122 39

奈良 1 1 2 3 3 2 2 1111 33 28

和歌山 2 1 1 1 55 55 15

小　計 13 3 3 5 5 7 12 9 8 15 17 0 110011 4488 246

鳥取 1 2 55 8

島根 55 5

岡山 1 1 1 2 1 2222 77 35

*広島 1 2 2 1 88 00 14

山口 1 3 1 1166 21

小　計 1 0 0 0 0 1 3 8 4 2 1 0 5566 77 83

徳島 11 11 2

*香川 1 1 1100 00 12

愛媛 1100 22 12

*高知 11 1

小　計 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2222 33 27

*福岡 1 1 4 2255 66 37

佐賀 1 88 9

長崎 2 2 1199 23

熊本 1 1133 99 23

大分 2 1 2 1111 22 18

宮崎 2 1122 14

鹿児島 6 1155 00 21

沖縄 33 11 4

小　計 0 2 2 2 0 0 0 1 1 17 0 0 110066 1188 149

合　計 30 24 12 25 16 18 36 41 23 72 43 0 771144 113344 1,188

構成比 2.5 2.0 1.0 2.1 1.3 1.5 3.0 3.5 1.9 6.1 3.6 0.0 6600..11 1111..33 100.0

1) 同一校で複数方面の実施(課程別・クラス別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、設置校数とは一致しない。

2) 欄外*印県市データは「把握できている範囲」の回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

3) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除く。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立高等学校）　]

(２)　参加生徒数

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 中中止止 次次年年度度へへ延延期期

北海道 北海道 1,250 362 1,341 514 868 939 44,,882299 10,103

青森 22,,885500 220011 3,051

岩手 22,,114411 111199 2,260

宮城 11,,110022 116611 1,263

秋田 664466 00 646

山形 508 307 260 188 318 11,,440000 00 2,981

福島 463 242 52 11,,880066 229944 2,857

小　計 0 971 242 359 260 0 0 0 188 318 0 0 99,,994455 777755 13,058

茨城 319 44,,005511 881177 5,187

栃木 371 76 76 688 22,,555544 995500 4,715

*群馬 5 41 41 38 38 557700 733

*埼玉 20 20 928 66,,990022 7,870

千葉 105 105 133 291 466 309 99,,557722 885566 11,837

*東京 97 43 43 320 43 612 418 1,199 1,371 0 2244,,770044 11,,662288 30,478

神奈川 230 66 30 30 66 66 593 541 2200,,009977 00 21,719

小　計 332 626 508 350 176 30 999 542 142 2,296 3,837 0 6688,,445500 44,,225511 82,539

山梨 112 155 28 11,,555544 1,849

新潟 84 869 219 33,,115500 6688 4,390

長野 1,247 11,,116677 113344 2,548

小　計 112 84 0 2,271 219 0 0 0 0 28 0 0 55,,887711 220022 8,787

富山 66 498 11,,111177 9955 1,776

石川 174 11,,669966 11,,334400 3,210

福井 182 309 309 79 885588 448811 2,218

小　計 0 0 0 66 854 0 0 309 309 79 0 0 33,,667711 11,,991166 7,204

岐阜 612 612

静岡 178 272 460 150 485 437 548 356 333 187 33,,226622 11,,440000 8,068

*愛知 388 120 24 24 1,557 1,276 400 1,086 1,167 99,,992255 44,,001122 19,979

三重 153 32 285 259 116600 889

小　計 566 392 0 460 174 1,274 2,026 1,824 756 1,704 1,613 0 1133,,118877 55,,557722 29,548

滋賀 77 21 330 147 34 11,,997777 229944 2,880

*京都 43 260 135 169 22,,112277 2,734

大阪 3,112 154 246 624 181 1,420 1,194 311 117 956 3,141 1133,,991199 44,,446611 29,836

*兵庫 400 216 115 115 400 400 258 546 33,,333333 33,,223377 9,020

奈良 58 126 183 424 424 325 158 11,,552255 447755 3,698

和歌山 241 225 225 36 669977 992277 2,351

小　計 3,112 212 723 840 443 1,535 2,391 1,620 1,048 1,742 3,881 0 2233,,557788 99,,339944 50,519

鳥取 264 347 447722 1,083

島根 229922 292

岡山 37 68 19 47 10 22,,883300 992244 3,935

*広島 388 658 608 230 11,,668833 3,567

山口 21 180 77 22,,773377 3,015

小　計 21 0 0 0 0 37 720 1,204 655 87 230 0 88,,001144 992244 11,892

徳島 113388 9922 230

*香川 153 151 11,,776633 2,067

愛媛 22,,003300 227744 2,304

*高知 115511 00 151

小　計 0 0 0 0 0 0 153 151 0 0 0 0 44,,008822 336666 4,752

*福岡 38 38 565 77,,002233 11,,772200 9,384

佐賀 231 不不明明 231

長崎 110 43 33,,002255 3,178

熊本 362 33,,443300 11,,885522 5,644

大分 789 146 166 11,,443344 223399 2,774

宮崎 68 22,,337766 2,444

*鹿児島 611 33,,995544 4,565

沖縄 777766 220088 984

小　計 0 110 789 508 0 0 0 38 38 1,684 0 0 2222,,001188 44,,001199 29,204

合  計 5,393 2,395 2,262 4,854 2,126 2,876 6,651 7,029 3,650 8,806 10,500 0 116633,,664455 2277,,441199 247,606

構成比 2.2 1.0 0.9 2.0 0.9 1.2 2.7 2.8 1.5 3.6 4.2 0.0 6666..11 1111..11 100.0

1) 同一校で複数方面の実施(クラス別・課程別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、人数は延べ人数。

2) 欄外*印県市データは「把握できている範囲」の回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

3) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除く。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立高等学校）　]

○私立校については、毎年海外修学旅行の調査は実施していたが、国内修学旅行については行っていないため、
　前年度との比較は掲載していない。2020（令和2）年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、海外修学旅
　行の実施が事実上不可能との状況から全体の動向を調査すべく、各都道府県私立担当部署に調査協力をお願い
　した。しかし、海外修学旅行の場合、外務省への報告や、事前・事後に届けを提出する必要性があることから、
　担当部署でも情報を把握できるが、国内修学旅行の場合、特に報告の義務もないため、「情報がない」地域も
　あり、把握している範囲での回答にとどめた。情報の不足しているところについては、当協会独自で調査を行
　い、極力全体像が見える数値に近づけた。

　　　　調査捕捉率：学校数　88.5％（1,188校／1,342校）　生徒数　72.5％（247,606人／341,349人）

○2019（令和元）年度の私立高校海外修学旅行実施校は、455校で全校の34％を占めた。これらの学校がすべて、
　国内修学旅行に変更もしくは、中止または延期となった。
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○私立校については、毎年海外修学旅行の調査は実施していたが、国内修学旅行については行っていないため、前年
　度との比較は掲載していない。2020（令和2）年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、海外修学旅行の実施
　が事実上不可能との状況から全体の動向を調査すべく、各都道府県私立担当部署に調査協力をお願いした。
　しかし、海外修学旅行の場合、外務省への報告や、事前・事後に届けを提出する必要性があることから、担当部署
　でも情報を把握できるが、国内修学旅行の場合、特に報告の義務もないため、「情報がない」地域もあり、把握し
　ている範囲での回答にとどめた。情報の不足しているところについては、当協会独自で調査を行い、極力全体像が
　見える数値に近づけた。

　　　　調査捕捉率：学校数　88.5％（1,188校／1,342校）　生徒数　72.5％（247,606人／341,349人）

○2019（令和元）年度の私立高校海外修学旅行実施校は、455校で全校の34％を占めた。これらの学校がすべて、国内
　修学旅行に変更もしくは、中止または延期となった。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立高等学校）　]

○2019（令和元）年度、3月実施を予定していた学校の中止で、激減した私立校の海外修学旅行は、2020（令和2）
　年度「０校」となった。旅行方面を国内に変更し、修学旅行の実施に向けて取り組んだが、二度目の「緊急事
　態宣言」の発令等で、最終的に中止となったという報告を多数受けている。

○中止に伴う「代替行事」の例を一部抜粋した。
　・日帰り遠足（旅行先例：東京ディズニーランド、ＵＳＪ、日光、那須高原、福島、三重、兵庫など）
　・語学研修を兼ねた修学旅行（オーストラリア）だったため、「オンライン交流」として、オーストラリア・
　　シドニーもオンラインツアーの実施と、フィリピンの高校生とのオンライン交流を行った。
　・学校内で、震災・防災学習、企業とのリモート研修、他県の高校生とのリモート交流。
　・異国文化バーチャル学習会
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　○2019（令和元）年度、3月実施を予定していた学校の中止で、激減した私立校の海外修学旅行は、2020（令和2）
　　年度「０校」となった。各校、旅行方面を国内に変更し、実施時期を延期するなどして、修学旅行の実施に向
　　けての取り組みを行ったが、二度目の「緊急事態宣言」の発令等で、最終的に中止という結果に至った学校が
　　多数あった。

　○中止に伴う「代替行事」の例を一部抜粋した。
　　・日帰り遠足（旅行先例：東京ディズニーランド、ＵＳＪ、日光、那須高原、福島、三重、兵庫など）
　　・語学研修を兼ねた修学旅行（オーストラリア）だったため、「オンライン交流」として、オーストラリア・
　　　シドニーもオンラインツアーの実施と、フィリピンの高校生とのオンライン交流を行った。
　　・学校内で、震災・防災学習、企業とのリモート研修、他県の高校生とのリモート交流。
　　・異国文化バーチャル学習会
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立高等学校）　]

○2019（令和元）年度、3月実施を予定していた学校の中止で、激減した私立校の海外修学旅行は、2020（令和2）
　年度「０校」となった。旅行方面を国内に変更し、修学旅行の実施に向けて取り組んだが、二度目の「緊急事
　態宣言」の発令等で、最終的に中止となったという報告を多数受けている。

○中止に伴う「代替行事」の例を一部抜粋した。
　・日帰り遠足（旅行先例：東京ディズニーランド、ＵＳＪ、日光、那須高原、福島、三重、兵庫など）
　・語学研修を兼ねた修学旅行（オーストラリア）だったため、「オンライン交流」として、オーストラリア・
　　シドニーもオンラインツアーの実施と、フィリピンの高校生とのオンライン交流を行った。
　・学校内で、震災・防災学習、企業とのリモート研修、他県の高校生とのリモート交流。
　・異国文化バーチャル学習会
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立高等学校）　]

　○2019（令和元）年度、3月実施を予定していた学校の中止で、激減した私立校の海外修学旅行は、2020（令和2）
　　年度「０校」となった。各校、旅行方面を国内に変更し、実施時期を延期するなどして、修学旅行の実施に向
　　けての取り組みを行ったが、二度目の「緊急事態宣言」の発令等で、最終的に中止という結果に至った学校が
　　多数あった。

　○中止に伴う「代替行事」の例を一部抜粋した。
　　・日帰り遠足（旅行先例：東京ディズニーランド、ＵＳＪ、日光、那須高原、福島、三重、兵庫など）
　　・語学研修を兼ねた修学旅行（オーストラリア）だったため、「オンライン交流」として、オーストラリア・
　　　シドニーもオンラインツアーの実施と、フィリピンの高校生とのオンライン交流を行った。
　　・学校内で、震災・防災学習、企業とのリモート研修、他県の高校生とのリモート交流。
　　・異国文化バーチャル学習会
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[　全国公私立中学校の修学旅行方面別実施状況（公立中学校）　]

(２)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲） (校)

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 76 25 0 101

仙台 3 9 30 1 1 0 22 66

さいたま 0 57 1 58

千葉 1 38 13 2 1 0 55

川崎 47 5 0 52

*横浜 2 1 7 13 2 1 0 66 92

相模原 0 36 36

新潟 5 27 2 1 0 27 7 69

静岡 8 15 6 2 0 12 43

浜松 5 1 7 21 0 19 53

名古屋 1 67 6 25 21 0 120

京都 26 2 6 3 14 5 14 0 1 71

大阪 3 42 4 14 6 23 26 10 0 7 135

堺 1 4 5 26 11 4 0 51

神戸 2 35 49 15 21 0 4 126

岡山 0 38 38

広島 8 2 7 0 46 63

北九州 62 0 62

福岡 24 9 39 0 2 74
熊本 25 8 1 8 1 0 6 49

合　計 81 42 79 193 19 108 243 97 59 141 1 0 290 61 1,414

1) 一部に特別支援学校を含む。

2) 同一校で、複数県にまたがる周遊等による重複があり、設置校数とは一致しない。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

 2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
 旅行方面別 実施校数構成 旅行方面別 実施校数

政
令
指
定
都
市

旅行方面政令指
定都市

合計中中止止
次次年年度度
へへ延延期期
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[　全国公私立中学校の修学旅行方面別実施状況（公立中学校）　]

１．公立中学校

(１)　実施校数（政令指定都市含む） (校、％)

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 中中止止 次次年年度度へへ延延期期

北海道 北海道 436 102 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 22 541

青森 75 1 0 4400 3355 151

岩手 19 86 4 0 4411 11 151

宮城 10 78 54 2 1 1 1 0 6622 209

秋田 61 1 0 4499 111

山形 7 54 5 3 1 1 0 77 2255 103

福島 6 74 73 26 4 0 3333 216

小　計 42 428 138 31 6 0 1 1 0 0 1 0 223322 6611 941

*茨城 4 4 1 5 1 0 220066 11 222

栃木 53 41 10 1 1 22 0 3388 166

*群馬 14 19 5 1 2 0 112200 161

*埼玉 5 4 84 0 330011 1188 412

*千葉 2 46 13 2 6 0 229977 22 368

東京 1 31 3 1 7 73 3 0 449900 11 610

*神奈川 2 1 7 74 8 1 0 117744 267

小　計 2 75 153 32 13 9 260 11 0 3 0 0 11,,662266 2222 2,206

山梨 1 2 5 1 1 52 8 0 2222 92

*新潟 7 1 63 3 1 0 6644 2222 161

長野 2 134 5 1 7 1 0 3366 186

小　計 0 10 3 202 9 3 59 9 0 0 0 0 112222 2222 439

富山 8 50 8 1 1 0 1166 84

石川 2 6 0 7722 33 83

福井 1 1 72 1 0 22 77

小　計 0 1 0 11 128 8 2 1 0 0 0 0 8888 55 244

岐阜 6 5 9 133 12 2 0 1199 186

静岡 1 21 1 41 32 4 1 0 6699 170

愛知 20 205 18 114 59 0 33 419

三重 6 2 93 40 17 10 0 88 176

小　計 0 0 27 237 30 381 143 23 10 1 0 0 9911 88 951

滋賀 5 27 44 1 0 1144 91

京都 1 35 6 7 25 23 10 23 0 3333 55 168

*大阪 1 1 4 65 14 50 91 45 43 36 2 0 6644 416

*兵庫 1 11 4 66 170 48 47 27 0 3311 405

*奈良 3 7 4 40 6 7 4 1 0 2233 95

和歌山 1 1 12 85 4 6 8 0 55 44 126

小　計 1 2 5 115 37 166 455 126 113 99 3 0 117700 99 1,301

鳥取 23 0 3311 22 56

島根 33 2 3 0 66 4455 89

*岡山 7 2 0 110088 117

*広島 1 2 4 17 12 27 1 0 66 8822 152

山口 76 2 5 0 6677 150

小　計 0 0 0 0 1 2 4 156 18 35 1 0 221188 112299 564

徳島 1 11 16 3 0 66 4444 81

*香川 8 20 0 88 36

愛媛 1 23 65 4 0 55 4422 140

高知 3 4 29 5 0 88 5577 106

小　計 0 0 0 0 0 0 5 46 130 12 0 0 2277 114433 363

福岡 43 26 1 159 0 2211 8844 334

*佐賀 1 47 0 1166 64

長崎 3 89 0 44 6644 160

熊本 46 17 1 56 5 0 66 4455 176

大分 1 1 78 0 3377 117

宮崎 45 0 4433 3311 119

鹿児島 1 180 0 44 6611 246

沖縄 8 52 0 1199 6644 143

小　計 0 0 0 0 0 0 89 49 3 662 57 0 111133 338866 1,359

合　計 481 618 326 628 224 569 1,018 422 274 812 63 0 22,,668899 778855 8,909

構成比 5.4 6.9 3.7 7.0 2.5 6.4 11.4 4.7 3.1 9.1 0.7 0.0 3300..22 88..88 100.0

近
畿

中
国
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ⅣⅣ．．２２００２２００（（令令和和２２））年年度度　　全全国国公公私私立立中中学学校校のの修修学学旅旅行行方方面面別別実実施施状状況況

東
北

都道府県
旅行方面

中中止止
次次年年度度
へへ延延期期
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[　全国公私立中学校の修学旅行方面別実施状況（公立中学校）　]

(２)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲） (校)

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 76 25 0 101

仙台 3 9 30 1 1 0 2222 66

さいたま 0 5577 11 58

千葉 1 38 13 2 1 0 55

川崎 47 5 0 52

*横浜 2 1 7 13 2 1 0 6666 92

相模原 0 3366 36

新潟 5 27 2 1 0 2277 77 69

静岡 8 15 6 2 0 1122 43

浜松 5 1 7 21 0 1199 53

名古屋 1 67 6 25 21 0 120

京都 26 2 6 3 14 5 14 0 11 71

大阪 3 42 4 14 6 23 26 10 0 77 135

堺 1 4 5 26 11 4 0 51

神戸 2 35 49 15 21 0 44 126

岡山 0 3388 38

広島 8 2 7 0 4466 63

北九州 62 0 62

福岡 24 9 39 0 22 74
熊本 25 8 1 8 1 0 66 49

合　計 81 42 79 193 19 108 243 97 59 141 1 0 229900 6611 1,414

1) 一部に特別支援学校を含む。

2) 同一校で、複数県にまたがる周遊等による重複があり、設置校数とは一致しない。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

 2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
 旅行方面別 実施校数構成 旅行方面別 実施校数

政
令
指
定
都
市

旅行方面政令指
定都市

合計中中止止
次次年年度度
へへ延延期期
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[　全国公私立中学校の修学旅行方面別実施状況（公立中学校）　]

(２)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲） (校)

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 76 25 0 101

仙台 3 9 30 1 1 0 22 66

さいたま 0 57 1 58

千葉 1 38 13 2 1 0 55

川崎 47 5 0 52

*横浜 2 1 7 13 2 1 0 66 92

相模原 0 36 36

新潟 5 27 2 1 0 27 7 69

静岡 8 15 6 2 0 12 43

浜松 5 1 7 21 0 19 53

名古屋 1 67 6 25 21 0 120

京都 26 2 6 3 14 5 14 0 1 71

大阪 3 42 4 14 6 23 26 10 0 7 135

堺 1 4 5 26 11 4 0 51

神戸 2 35 49 15 21 0 4 126

岡山 0 38 38

広島 8 2 7 0 46 63

北九州 62 0 62

福岡 24 9 39 0 2 74
熊本 25 8 1 8 1 0 6 49

合　計 81 42 79 193 19 108 243 97 59 141 1 0 290 61 1,414

1) 一部に特別支援学校を含む。

2) 同一校で、複数県にまたがる周遊等による重複があり、設置校数とは一致しない。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

 2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
 旅行方面別 実施校数構成 旅行方面別 実施校数

政
令
指
定
都
市

旅行方面政令指
定都市

合計中中止止
次次年年度度
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[　全国公私立中学校の修学旅行方面別実施状況（公立中学校）　]

(２)　参加生徒数（政令指定都市含む）

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 中中止止 次次年年度度へへ延延期期

北海道 北海道 29,122 6,135 0 0 0 0 0 0 0 0 76 0 114477 00 35,480

*青森 4,500 60 0 22,,440000 22,,110000 9,060

岩手 731 5,330 386 33,,116644 3300 9,641

宮城 746 5,056 5,124 298 43 191 45 77,,332222 18,825

秋田 3,870 26 33,,660088 7,504

*山形 651 4,420 465 279 93 93 665511 22,,332255 8,977

福島 176 4,705 5,255 1,789 204 33,,226611 15,390

小　計 2,304 27,881 11,316 2,366 340 0 191 45 0 0 93 0 2200,,440066 44,,445555 69,397

*茨城 471 316 129 443 136 2211,,333366 22,831

栃木 7,380 4,891 995 94 4 2,287 33,,771100 19,361

*群馬 637 1,499 419 126 7 1133,,771133 16,401

埼玉 473 415 9,925 4444,,445533 22,,771133 57,979

*千葉 213 6,069 1,901 133 535 3388,,889944 116600 47,905

東京 70 2,835 217 101 670 7,337 81 6622,,330044 110066 73,721

*神奈川 373 80 1,083 12,819 1,812 67 2266,,115566 42,390

小　計 373 8,851 17,166 3,661 1,186 810 33,029 1,893 0 74 0 0 221100,,556666 22,,997799 280,588

山梨 32 53 409 63 63 3,711 366 22,,448877 7,184

*新潟 515 77 4,893 227 43 66,,337799 22,,225522 14,386

*長野 190 12,730 475 95 665 95 33,,442200 17,670

小　計 0 737 130 18,032 765 201 4,376 461 0 0 0 0 1122,,228866 22,,225522 39,240

富山 821 5,893 994 193 72 11,,444488 9,421

石川 264 198 88,,668844 330000 9,446

福井 4 188 5,812 208 6699 6,281

小　計 0 4 0 1,273 11,903 994 401 72 0 0 0 0 1100,,113322 336699 25,148

岐阜 320 518 682 12,767 877 170 22,,552288 17,862

*静岡 40 1,887 89 4,415 3,909 330 116 99,,111122 19,898

*愛知 3,041 31,025 2,648 17,145 8,987 918 445599 64,223

三重 376 190 8,805 3,838 1,778 1,103 999911 17,081

小　計 0 0 3,401 33,806 3,609 43,132 17,611 2,278 1,103 1,034 0 0 1122,,009999 999911 119,064

*滋賀 61 3,050 4,960 87 11,,996611 10,119

京都 40 4,234 869 1,090 1,787 2,345 847 2,201 44,,772200 777766 18,909

*大阪 116 51 530 9,637 1,824 6,780 12,425 5,313 5,195 3,925 257 1100,,220011 56,254

*兵庫 30 1,605 477 7,710 22,847 4,063 4,105 2,574 44,,119977 47,608

*奈良 312 682 300 4,100 238 690 262 2 33,,009988 9,684

和歌山 56 126 486 5,255 61 164 450 113300 224433 6,971

小　計 116 91 560 15,844 4,039 19,416 51,374 12,020 11,001 9,499 259 0 2244,,330077 11,,001199 149,545

鳥取 2,415 22,,331199 118800 4,914

島根 2,857 110 107 11,,004422 11,,665566 5,772

*岡山 115 28 1133,,118866 13,329

*広島 46 243 301 1,570 1,066 2,564 143 882299 99,,337711 16,133

山口 3,980 29 434 66,,115566 10,599

小　計 0 0 0 0 46 243 301 10,937 1,233 3,105 143 0 2233,,553322 1111,,220077 50,747

徳島 28 1,147 1,139 208 229933 22,,997733 5,788

*香川 1,122 2,906 11,,004444 5,072

愛媛 186 1,842 5,437 271 442277 33,,116600 11,323

高知 201 68 1,307 134 774455 22,,221111 4,666

小　計 0 0 0 0 0 0 415 4,179 10,789 613 0 0 22,,550099 88,,334444 26,849

福岡 6,207 3,173 58 19,173 33,,337733 99,,447788 41,462

*佐賀 120 3,288 11,,664411 5,049

長崎 49 5,653 338877 44,,772211 10,810

熊本 5,726 1,732 176 4,240 326 774433 33,,997766 16,919

大分 117 6 6,606 22,,773333 9,462

宮崎 2,300 2,300

鹿児島 333388 338

沖縄 387 3,903 11,,669988 88,,440099 14,397
小　計 0 0 0 0 0 0 11,933 5,191 240 41,647 4,229 0 88,,118800 2299,,331177 100,737

合　計 31,915 43,699 32,573 74,982 21,888 64,796 119,631 37,076 24,366 55,972 4,800 0 332244,,116644 6600,,993333 896,795

構成比 3.6 4.9 3.6 8.4 2.4 7.2 13.3 4.1 2.7 6.2 0.5 0.0 3366..11 66..88 100.0
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[　全国公私立中学校の修学旅行方面別実施状況（公立中学校）　]

(２)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲） (人)

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 10,434 3,207 0 13,641

仙台 280 882 3,215 157 191 22,,993344 7,659

さいたま 99,,775555 227733 10,028

千葉 115 4,541 1,566 132 80 6,434

川崎 8,956 1,335 10,291

*横浜 373 80 1,083 1,767 266 67 1111,,116666 14,802

相模原 55,,000000 5,000

新潟 379 2,413 48 43 33,,667766 11,,000088 7,567

静岡 714 1,806 375 56 11,,777733 4,724

浜松 508 89 692 3,061 22,,449933 6,843

名古屋 134 9,911 812 3,528 3,173 17,558

京都 2,774 396 968 309 1,759 635 1,749 113377 8,727

大阪 530 5,417 663 2,108 532 2,519 3,412 845 11,,228866 17,312

堺 51 471 769 3,643 1,466 265 6,665

神戸 372 4,851 6,453 1,711 2,169 556688 16,124

岡山 55,,668833 5,683

広島 1,167 320 1,094 77,,000099 9,590

北九州 7,400 7,400

福岡 4,353 1,552 5,994 2277 11,926
熊本 3,944 1,122 176 1,177 94 884466 7,359

合　計 11,087 4,714 9,503 23,931 2,512 14,765 36,837 12,953 6,977 18,326 94 0 4444,,336611 99,,227733 195,333

1) 一部に特別支援学校を含む。

2) 同一校で、複数県にまたがる周遊等による重複があり、人数は延べ人数。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

 2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
 旅行方面別 実施校数構成 旅行方面別 実施校数

旅行方面政令指
定都市

合計中中止止
次次年年度度
へへ延延期期

政
令
指
定
都
市

31,915 

43,699 

32,573 

74,982 

21,888 

64,796 

119,631 

37,076 

24,366 

55,972 

4,800 

0 

324,164 

60,933 
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旅旅行行方方面面別別 参参加加人人数数構構成成
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49,710
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73,759
80,315

1,226
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[　全国公私立中学校の修学旅行方面別実施状況（公立中学校）　]

(２)－１　都道府県のうち政令指定都市（再掲） (人)

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外

札幌 10,434 3,207 0 13,641

仙台 280 882 3,215 157 191 2,934 7,659

さいたま 9,755 273 10,028

千葉 115 4,541 1,566 132 80 6,434

川崎 8,956 1,335 10,291

*横浜 373 80 1,083 1,767 266 67 11,166 14,802

相模原 5,000 5,000

新潟 379 2,413 48 43 3,676 1,008 7,567

静岡 714 1,806 375 56 1,773 4,724

浜松 508 89 692 3,061 2,493 6,843

名古屋 134 9,911 812 3,528 3,173 17,558

京都 2,774 396 968 309 1,759 635 1,749 137 8,727

大阪 530 5,417 663 2,108 532 2,519 3,412 845 1,286 17,312

堺 51 471 769 3,643 1,466 265 6,665

神戸 372 4,851 6,453 1,711 2,169 568 16,124

岡山 5,683 5,683

広島 1,167 320 1,094 7,009 9,590

北九州 7,400 7,400

福岡 4,353 1,552 5,994 27 11,926
熊本 3,944 1,122 176 1,177 94 846 7,359

合　計 11,087 4,714 9,503 23,931 2,512 14,765 36,837 12,953 6,977 18,326 94 0 44,361 9,273 195,333

1) 一部に特別支援学校を含む。

2) 同一校で、複数県にまたがる周遊等による重複があり、人数は延べ人数。

3) 欄外*印県市データは未回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

4) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除いた。

 2019（令和元）年度　 2019（令和元）年度　
 旅行方面別 実施校数構成 旅行方面別 実施校数

旅行方面政令指
定都市

合計中中止止
次次年年度度
へへ延延期期

政
令
指
定
都
市

31,915 

43,699 
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324,164 

60,933 
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[　都道府県別旅行先の変容（公立中学校）　]

　○高校同様、中学校も旅行方面に大きな変容が見られた。自県及び隣接県への修学旅行の実施が如実に見て
　　取れる結果となった。旅行方面の構成比で見ると、前年度、全体の約70％を占めていた近畿（京都・奈良）
　　と関東（東京）への修学旅行が避けられ、沖縄を除くすべての方面が構成比を伸ばしている。
　　旅行日数の把握はできていないが、貸切バスで移動できる範囲内での旅行を実施したとの情報は、数多く
　　聞かれる。
　○「中止」の構成比は、各都道府県様々だが、首都圏が比較的多く、その多くがＪＲの連合体輸送による、
　　春の関西への修学旅行である。丁度この時期は、政府の緊急事態宣言の発出や国内感染者数1万人超えなど、
　　所謂「第１波」にあたり、修学旅行の実施に厳しい選択を迫られることとなった。実施延期を繰り返し、
　　最終的に中止の決定をした学校も数多い。

＜北海道＞

＜青森県＞

＜岩手県＞

＜宮城県＞

((３３))　　都都道道府府県県別別旅旅行行方方面面のの変変容容（（令令和和元元年年度度ととのの比比較較））　　
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[　都道府県別旅行先の変容（公立中学校）　]

　○高校同様、中学校も旅行方面に大きな変容が見られた。自県及び隣接県への修学旅行の実施が如実に見て
　　取れる結果となった。旅行方面の構成比で見ると、前年度、全体の約70％を占めていた近畿（京都・奈良）
　　と関東（東京）への修学旅行が避けられ、沖縄を除くすべての方面が構成比を伸ばしている。
　　旅行日数の把握はできていないが、貸切バスで移動できる範囲内での旅行を実施したとの情報は、数多く
　　聞かれる。
　○「中止」の構成比は、各都道府県様々だが、首都圏が比較的多く、その多くがＪＲの連合体輸送による、
　　春の関西への修学旅行である。丁度この時期は、政府の緊急事態宣言の発出や国内感染者数1万人超えなど、
　　所謂「第１波」にあたり、修学旅行の実施に厳しい選択を迫られることとなった。実施延期を繰り返し、
　　最終的に中止の決定をした学校も数多い。

＜北海道＞

＜青森県＞

＜岩手県＞

＜宮城県＞

((３３))　　都都道道府府県県別別旅旅行行方方面面のの変変容容（（令令和和元元年年度度ととのの比比較較））　　
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[　都道府県別旅行先の変容（公立中学校）　]
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[　都道府県別旅行先の変容（公立中学校）　]

　○高校同様、中学校も旅行方面に大きな変容が見られた。自県及び隣接県への修学旅行の実施が如実に見て
　　取れる結果となった。旅行方面の構成比で見ると、前年度、全体の約70％を占めていた近畿（京都・奈良）
　　と関東（東京）への修学旅行が避けられ、沖縄を除くすべての方面が構成比を伸ばしている。
　　旅行日数の把握はできていないが、貸切バスで移動できる範囲内での旅行を実施したとの情報は、数多く
　　聞かれる。
　○「中止」の構成比は、各都道府県様々だが、首都圏が比較的多く、その多くがＪＲの連合体輸送による、
　　春の関西への修学旅行である。丁度この時期は、政府の緊急事態宣言の発出や国内感染者数1万人超えなど、
　　所謂「第１波」にあたり、修学旅行の実施に厳しい選択を迫られることとなった。実施延期を繰り返し、
　　最終的に中止の決定をした学校も数多い。

＜北海道＞

＜青森県＞

＜岩手県＞

＜宮城県＞

((３３))　　都都道道府府県県別別旅旅行行方方面面のの変変容容（（令令和和元元年年度度ととのの比比較較））　　
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＜群馬県＞

＜埼玉県＞

＜千葉県＞

＜東京都＞

＜神奈川県＞
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〔〔令令和和２２年年度度〕〕

関東
1.2%

北陸
1.0%

近畿
20.4%

海外
0.0%

中止
73.1%

次年度へ延期
4.4%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕

東北
0.5%

関東
12.5%

甲信越
3.5%

北陸
0.5%

近畿
1.6%

海外
0.0%

中止
80.7%

次年度へ延期
0.5%

〔〔令令和和２２年年度度〕〕
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＜山梨県＞

＜新潟県＞

＜長野県＞

＜富山県＞

＜石川県＞
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＜福井県＞

＜岐阜県＞

＜静岡県＞

＜愛知県＞

＜三重県＞
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＜滋賀県＞

＜京都府＞

＜大阪府＞

＜兵庫県＞

＜奈良県＞
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＜和歌山県＞

＜鳥取県＞

＜島根県＞

＜岡山県＞

＜広島県＞
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＜山口県＞

＜徳島県＞

＜香川県＞

＜愛媛県＞

＜高知県＞
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＜宮崎県＞

＜鹿児島県＞

＜沖縄県＞

　○公立高校の「中止」の構成比53.3％に比べ、公立中学校の「中止」の構成比が、30.2％と低いのは、中止
　　に伴って実施された「代替行事」の学校ごとの”位置付け”によるところが大きい。

　○新型コロナウイルス感染症の対応により、当初2泊3日の修学旅行であったものが実施できなくなり、時期
　　や旅行方面を変え、1泊2日や日帰り旅行に内容を変え実施したものを、学校の中での位置付けとして、修
　　学旅行中止の代わりの「代替行事」とするか、「1泊2日の修学旅行」「日帰り修学旅行」として市区町村
　　の教育委員会に届出しているかによって、本調査の「中止」の構成比は変わってくる。

　　当協会が行った独自調査の、学校ホームページの検索でも、日帰り遠足を修学旅行として実施した旨を、
　　「学校だより」等で掲載している学校も多数あり、学校ごとの様々な考え方が見える。

　○比較的「次年度へ延期」の構成比が高い県の一部では、2年次に修学旅行を実施しており、最終学年（3年
　　次）での実施に向けて検討をしたものと考えられる。
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[　都道府県別旅行先の変容（公立中学校）　]

＜宮崎県＞

＜鹿児島県＞

＜沖縄県＞

　○公立高校の「中止」の構成比53.3％に比べ、公立中学校の「中止」の構成比が、30.2％と低いのは、中止
　　に伴って実施された「代替行事」の学校ごとの”位置付け”によるところが大きい。

　○新型コロナウイルス感染症の対応により、当初2泊3日の修学旅行であったものが実施できなくなり、時期
　　や旅行方面を変え、1泊2日や日帰り旅行に内容を変え実施したものを、学校の中での位置付けとして、修
　　学旅行中止の代わりの「代替行事」とするか、「1泊2日の修学旅行」「日帰り修学旅行」として市区町村
　　の教育委員会に届出しているかによって、本調査の「中止」の構成比は変わってくる。

　　当協会が行った独自調査の、学校ホームページの検索でも、日帰り遠足を修学旅行として実施した旨を、
　　「学校だより」等で掲載している学校も多数あり、学校ごとの様々な考え方が見える。

　○比較的「次年度へ延期」の構成比が高い県の一部では、2年次に修学旅行を実施しており、最終学年（3年
　　次）での実施に向けて検討をしたものと考えられる。
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[　都道府県別旅行先の変容（公立中学校）　]

＜宮崎県＞

＜鹿児島県＞

＜沖縄県＞

　○公立高校の「中止」の構成比53.3％に比べ、公立中学校の「中止」の構成比が、30.2％と低いのは、中止
　　に伴って実施された「代替行事」の学校ごとの”位置付け”によるところが大きい。

　○新型コロナウイルス感染症の対応により、当初2泊3日の修学旅行であったものが実施できなくなり、時期
　　や旅行方面を変え、1泊2日や日帰り旅行に内容を変え実施したものを、学校の中での位置付けとして、修
　　学旅行中止の代わりの「代替行事」とするか、「1泊2日の修学旅行」「日帰り修学旅行」として市区町村
　　の教育委員会に届出しているかによって、本調査の「中止」の構成比は変わってくる。

　　当協会が行った独自調査の、学校ホームページの検索でも、日帰り遠足を修学旅行として実施した旨を、
　　「学校だより」等で掲載している学校も多数あり、学校ごとの様々な考え方が見える。

　○比較的「次年度へ延期」の構成比が高い県の一部では、2年次に修学旅行を実施しており、最終学年（3年
　　次）での実施に向けて検討をしたものと考えられる。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立中学校）　]

２．私立中学校

(１)　実施校数

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 次次年年度度

北海道 北海道 4 1 1 1 88 15

青森 2 22 4

岩手 22 2

宮城 55 5

秋田 0

山形 0

福島 3 33 22 8

小　計 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1122 22 19

茨城 3 1 1 2 1 99 22 19

栃木 1 1 2 1 33 22 10

*群馬 1 1

*埼玉 1 22 3

千葉 1 1 2 1188 11 23

*東京 1 2 1 1 15 2 2 1 6600 44 89

神奈川 3 7 3 1 2 4499 65

小　計 0 4 3 5 2 2 28 7 2 6 1 0 114411 99 210

山梨 1 55 6

新潟 1 22 3

長野 1 2 2 1 1 33 10

小　計 1 4 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 1100 00 19

富山 11 11 2

石川 1 11 2

福井 3 1 4

小　計 0 0 0 0 4 0 0 1 0 0 0 0 22 11 8

岐阜 2 2

静岡 2 1 3 2 2 1 1 77 55 24

*愛知 1 2 4 1 1 1 1100 11 21

三重 1 3 1 5

小　計 2 0 0 2 0 9 5 6 1 2 2 0 1177 66 52

滋賀 1 55 22 8

*京都 1 1 2 55 9

大阪 2 4 2 1 1 5 2 1 3 4 3333 88 66

*兵庫 1 1 1 2 1 1 2 1 2 99 21

奈良 1 1 1 1 44 33 11

和歌山 2 2 1 22 22 9

小　計 3 6 1 3 4 4 9 6 3 6 6 0 5588 1155 124

鳥取 22 2

島根 2 33 5

岡山 2 1 1 55 9

*広島 2 1 1 22 11 7

山口 2 44 11 7

小　計 2 1 0 0 0 0 0 6 2 1 0 0 1166 22 30

徳島 1 22 11 4

*香川 1 33 4

愛媛 2 22 4

*高知 1 1 1 11 4

小　計 0 0 0 0 0 0 1 2 4 0 0 0 88 11 16

*福岡 1 1 88 11 11

佐賀 1 55 6

長崎 1 1 1 2 66 11

熊本 77 33 10

大分 3 11 4

宮崎 1 55 22 8

鹿児島 4 66 10

沖縄 44 22 6

小　計 0 0 0 0 0 1 2 1 0 12 0 0 4411 99 66

合　計 12 20 5 12 11 16 47 30 12 27 9 0 331133 4455 559

構成比 2.1 3.6 0.9 2.1 2.0 2.9 8.4 5.4 2.1 4.8 1.6 0.0 5566..00 88..11 100.0

1) 同一校で複数方面の実施(課程別・クラス別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、設置校数とは一致しない。

2) 欄外*印県市データは「把握できている範囲」の回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

3) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除く。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立中学校）　]

(２)　参加生徒数

北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外
北海道 東北 関東 甲信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 海外 中中止止 次次年年度度へへ延延期期

北海道 北海道 256 12 169 60 444422 939

青森 86 7744 160

岩手 4444 44

宮城 223300 230

秋田 0

山形 0

福島 120 8899 3322 241

小　計 0 206 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 443377 3322 675

茨城 224 58 289 409 289 885577 3333 2,159

栃木 35 43 116 67 222244 8844 569

*群馬 85 85

*埼玉 119 220011 320

千葉 18 198 197 22,,669966 223311 3,340

*東京 7 354 23 23 1,988 51 40 243 88,,992222 779922 12,443

神奈川 59 452 261 27 96 77,,115511 8,046

小　計 0 242 100 413 221 66 3,161 721 94 510 243 0 2200,,005511 11,,114400 26,962

山梨 19 331111 330

新潟 20 118877 207

長野 45 52 37 34 109 115566 433

小　計 45 91 0 37 34 0 109 0 0 0 0 0 665544 00 970

富山 224400 240

石川 28 8888 116

福井 105 24 129

小　計 0 0 0 0 133 0 0 24 0 0 0 0 332288 00 485

岐阜 128 128

静岡 67 43 203 124 65 38 69 336611 227777 1,247

*愛知 340 222 586 192 71 35 11,,999933 7711 3,510

三重 40 217 59 316

小　計 67 0 0 83 0 888 405 651 192 109 104 0 22,,335544 334488 5,201

滋賀 53 667733 6677 793

*京都 11 10 233 446611 715

大阪 61 265 76 84 33 295 73 32 117 211 44,,664455 11,,005566 6,948

*兵庫 194 194 185 334 149 224 212 224 201 999988 2,915

奈良 148 91 155 28 558888 551199 1,529

和歌山 211 224 204 117799 226688 1,086

小　計 255 607 53 261 509 348 740 509 460 378 412 0 77,,554444 11,,991100 13,986

鳥取 5599 59

島根 44 4488 92

岡山 175 150 78 330000 703

*広島 400 200 200 228899 118800 1,269

山口 126 118877 6666 379

小　計 175 150 0 0 0 0 0 444 404 200 0 0 888833 224466 2,502

徳島 29 114433 3322 204

*香川 98 220066 304

愛媛 121 332200 441

*高知 124 124 68 3355 351

小　計 0 0 0 0 0 0 124 153 287 0 0 0 770044 3322 1,300

*福岡 159 326 660099 9900 1,184

佐賀 98 98

長崎 203 203 92 17 119999 714

熊本 333355 220077 542

大分 144 3333 177

宮崎 62 775577 115544 973

*鹿児島 154 449977 651

沖縄 554488 220099 757

小　計 0 0 0 0 0 203 362 92 0 801 0 0 22,,994455 669933 5,096

合  計 798 1,296 165 794 897 1,505 5,070 2,654 1,437 1,998 759 0 3366,,334422 44,,440011 58,116

構成比 1.4 2.2 0.3 1.4 1.5 2.6 8.7 4.6 2.5 3.4 1.3 0.0 6622..55 77..66 100.0

1) 同一校で複数方面の実施(クラス別・課程別)、複数県にまたがる周遊等による重複があり、人数は延べ人数。

2) 欄外*印県市データは「把握できている範囲」の回答等のため、本協会独自調査による推計値を含む。

3) 年度当初より「実施しない」学校や、独自調査でも状況把握ができない学校は除く。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立中学校）　]

○修学旅行実施校の旅行先について見ると、公立校の自県又は近隣県での修学旅行実施に対して、私立校は全国に
　広がっている。市区町村教育委員会発出の「修学旅行中止」や「県を跨いでの旅行の自粛」等の要請を受け、修
　学旅行実施に係る判断を検討する公立校と、学校独自の判断により、行事の催行についてを決めることのできる
　私立校の対応の違いと考えられる。

○高校同様、中学校も情報の不足しているところについては、当協会による独自調査を行った。

　　　　　　調査捕捉率：学校数　71.5％（559校／782校）　生徒数　74.4％（58,116人／78,081人）

○令和元年度の私立中学校海外修学旅行実施校は、123校で全校の13％を占めた。これらの学校がすべて、国内修
　学旅行に変更もしくは、中止または延期となった。
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[　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況（私立中学校）　]

○修学旅行実施校の旅行先について見ると、公立校の自県又は近隣県での修学旅行実施に対して、私立校は全国に
　広がっている。市区町村教育委員会発出の「修学旅行中止」や「県を跨いでの旅行の自粛」等の要請を受け、修
　学旅行実施に係る判断を検討する公立校と、学校独自の判断により、行事の催行についてを決めることのできる
　私立校の対応の違いと考えられる。

○高校同様、中学校も情報の不足しているところについては、当協会による独自調査を行った。

　　　　　　調査捕捉率：学校数　71.5％（559校／782校）　生徒数　74.4％（58,116人／78,081人）

○令和元年度の私立中学校海外修学旅行実施校は、123校で全校の13％を占めた。これらの学校がすべて、国内修
　学旅行に変更もしくは、中止または延期となった。
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(３)　都道府県別旅行方面
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(３)　都道府県別旅行方面
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○海外、国内修学旅行共に、修学旅行実施に向けて行ってきた事前学習の成果を無駄にしないため、中止後の代替
　行事として、リモートやオンラインを活用して様々な学習会や、発表の場を準備したり、地元の協力を得て、改
　めて自分の住んでいる町の良さを感じ、地元に対して自分たちに何が出来るかを考える機会等、今出来る最大限
　の”修学旅行”を各校で行われてきた。学校のホームページを見ると、卒業式の際の、卒業生から「こんな状況
　の中だからこそ、貴重な体験ができた」との言葉が多く残されている。
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○海外、国内修学旅行共に、修学旅行実施に向けて行ってきた事前学習の成果を無駄にしないため、中止後の代替
　行事として、リモートやオンラインを活用して様々な学習会や、発表の場を準備したり、地元の協力を得て、改
　めて自分の住んでいる町の良さを知り、地元に対して自分たちに何が出来るかを考える機会等、思い出作りを含
　めて、今出来る最大限の”修学旅行”に取り組まれてきたことが、各学校のホームページに残されている。
　卒業式の際の、卒業生からの答辞の中に「こんな状況の中だからこそ、貴重な体験ができた」との言葉が多く見
　られた。
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○海外、国内修学旅行共に、修学旅行実施に向けて行ってきた事前学習の成果を無駄にしないため、中止後の代替
　行事として、リモートやオンラインを活用して様々な学習会や、発表の場を準備したり、地元の協力を得て、改
　めて自分の住んでいる町の良さを感じ、地元に対して自分たちに何が出来るかを考える機会等、今出来る最大限
　の”修学旅行”を各校で行われてきた。学校のホームページを見ると、卒業式の際の、卒業生から「こんな状況
　の中だからこそ、貴重な体験ができた」との言葉が多く残されている。
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○海外、国内修学旅行共に、修学旅行実施に向けて行ってきた事前学習の成果を無駄にしないため、中止後の代替
　行事として、リモートやオンラインを活用して様々な学習会や、発表の場を準備したり、地元の協力を得て、改
　めて自分の住んでいる町の良さを知り、地元に対して自分たちに何が出来るかを考える機会等、思い出作りを含
　めて、今出来る最大限の”修学旅行”に取り組まれてきたことが、各学校のホームページに残されている。
　卒業式の際の、卒業生からの答辞の中に「こんな状況の中だからこそ、貴重な体験ができた」との言葉が多く見
　られた。
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　　　　令令和和元元年年度度ととのの比比較較

新型コロナウイルス感染症の蔓延による修学旅行中止の影響の大きさは勿論だが、実施をした学校も
「延期」や「方面変更」「日程短縮」など、様々な対応を執った上で行われた。感染リスクを抑える
ため「県を跨いでの移動」を避け、自県内や隣接県への修学旅行を実施したことにより、輸送機関に
もその影響は及んだ。
全国の7割以上の学校が修学旅行に航空機を利用していた公立高等学校の状況は、航空会社に甚大な影
響を与えることとなった。

　国内航空機利用修学旅行実施校：289校　45,009人　※2019（令和元）年度　2,668校　398,869人

［　国内航空機利用修学旅行（公立高等学校）　］
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大分
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人人数数（（合合計計））

2020（R2）年度 2019（R1）年度

(１) 公立高等学校　 (１)－１ 政令指定都市　公立高等学校 (再掲)
(校、人)

学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数

北海道 93 10,520 84 10,371 9 149 札幌 2 618 2 618 0 0

 青森 1 10 1 10 0 0 仙台 1 266 1 266 0 0

岩手 0 0 0 0 0 0 さいたま 0 0 0 0 0 0

宮城 2 473 2 473 0 0 千葉 0 0 0 0 0 0

秋田 0 0 0 0 0 0 川崎 1 266 1 266 0 0

山形 2 81 2 81 0 0 横浜 4 1,012 4 1,012 0 0

福島 3 396 3 396 0 0 相模原 0 0 0 0 0 0

小　計 8 960 8 960 0 0 新潟 0 0 0 0 0 0

 茨城 6 1,107 6 1,107 0 0 静岡 1 40 1 40 0 0

栃木 6 757 6 757 0 0 浜松 0 0 0 0 0 0

群馬 2 502 2 502 - - 名古屋 0 0 0 0 0 0

埼玉 11 2,867 10 2,852 1 15 京都 0 0 0 0 0 0

千葉 1 10 1 10 -      -      大阪 2 477 2 477 0 0

東京 0 0 0 0 0 0  堺 1 210 1 210 0 0

神奈川 18 4,940 18 4,940 0 0 神戸 0 0 0 0 0 0

山梨 2 195 1 193 1 2 岡山 0 0 0 0 0 0

新潟 1 234 1 234 0 0 広島 0 0 0 0 0 0

小　計 47 10,612 45 10,595 2 17 北九州 0 0 0 0 0 0

長野 1 48 1 48 - - 福岡 0 0 0 0 0 0

富山 0 0 0 0 0 0 熊本 0 0 0 0 0 0

石川 3 449 3 449 0 0 合　計 12 2,889 12 2,889 0 0

 福井 0 0 0 0 0 0

岐阜 0 0 0 0 0 0

静岡 21 3,046 20 2,981 1 65

愛知 11 1,481 10 1,472 1 9

三重 1 200 1 200 0 0

小　計 37 5,224 35 5,150 2 74

滋賀 7 943 6 941 1 2

京都 4 202 4 202 0 0

大阪 34 9,071 34 9,071 - -

*兵庫 25 4,291 25 4,291 - -

奈良 1 326 1 326 0 0

和歌山 1 23 0 0 1 23

小　計 72 14,856 70 14,831 2 25

鳥取 0 0 0 0 0 0

島根 0 0 0 0 0 0

岡山 0 0 0 0 -      -      

広島 7 825 7 825 0 0

山口 1 38 1 38 0 0

小　計 8 863 8 863 0 0

徳島 0 0 0 0 0 0

*香川 1 275 1 275 - -

愛媛 0 0 0 0 0 0

高知 0 0 0 0 0 0

小　計 1 275 1 275 0 0

福岡 5 1,032 5 1,032 0 0

佐賀 0 0 0 0 0 0

長崎 14 423 2 252 12 171

熊本 1 31 1 31 0 0

大分 2 174 2 174 0 0

宮崎 0 0 0 0 -      -      

*鹿児島 1 39 1 39 0 0

沖縄 0 0 0 0 0 0

小　計 23 1,699 11 1,528 12 171

全国計 289 45,009 262 44,573 27 436

1）都府県名* 印は一部本協会独自調査による。

2）「―」は不明及びデータなし。

政令指定
都市

２０２０（令和２）年度

合　計
高等学校及び中等教

育学校後期課程

［　国内航空機利用修学旅行（公立高等学校）　］

(校、人)

Ⅴ　２０２０（令和２）年度　国内航空機利用修学旅行の実施状況

都道府県 高等学校及び中等
教育学校後期課程

特別支援学校

２０２０（令和２）年度

特別支援学校合　計

－50－

［　国内航空機利用修学旅行　（公立高等学校）　］



　　　　令令和和元元年年度度ととのの比比較較

新型コロナウイルス感染症の蔓延による修学旅行中止の影響の大きさは勿論だが、実施をした学校も
「延期」や「方面変更」「日程短縮」など、様々な対応を執った上で行われた。感染リスクを抑える
ため「県を跨いでの移動」を避け、自県内や隣接県への修学旅行を実施したことにより、輸送機関に
もその影響は及んだ。
全国の7割以上の学校が修学旅行に航空機を利用していた公立高等学校の状況は、航空会社に甚大な影
響を与えることとなった。

　国内航空機利用修学旅行実施校：289校　45,009人　※2019（令和元）年度　2,668校　398,869人

［　国内航空機利用修学旅行（公立高等学校）　］
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－51－

［　国内航空機利用修学旅行　（公立高等学校）　］



　　　　令令和和元元年年度度ととのの比比較較

公立中学校も、航空機利用の多い北海道及び、関西以西の学校が自県、隣県での修学旅行に変更となり
航空機の利用が大幅に減少した。

　国内航空機利用修学旅行実施校：118校　5,220人　※2019（令和元）年度　1,703校　153,806人

［　国内航空機利用修学旅行（公立中学校）　］
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人数（合計）

2020（R2）年度 2019（R1）年度

(２) 公立中学校 (２)－１ 政令指定都市　公立中学校 (再掲)　
(校、人)

学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数

*北海道 42 1,528 42 1,528 0 0 札幌 1 83 1 83 0 0

青森 0 0 0 0 0 0 仙台 1 191 1 191 0 0

岩手 0 0 0 0 0 0 さいたま 0 0 0 0 0 0

宮城 2 236 2 236 0 0 千葉 0 0 0 0 0 0

秋田 0 0 0 0 0 0 川崎 0 0 0 0 0 0

*山形 1 93 1 93 0 0 横浜 3 440 3 440 0 0

福島 20 822 20 822 0 0 相模原 0 0 0 0 0 0

小　計 23 1,151 23 1,151 0 0 新潟 0 0 0 0 0 0

茨城 0 0 0 0 0 0 静岡 1 55 1 55 0 0

栃木 0 0 0 0 0 0 浜松 0 0 0 0 0 0

群馬 2 7 2 7 0 0 名古屋 0 0 0 0 0 0

埼玉 0 0 0 0 0 0 京都 0 0 0 0 0 0

千葉 0 0 0 0 0 0 大阪 0 0 0 0 0 0

*東京 5 198 5 198 0 0  堺 1 51 1 51 0 0

*神奈川 3 440 3 440 0 0 神戸 0 0 0 0 0 0

山梨 0 0 0 0 0 0 岡山 0 0 0 0 0 0

新潟 0 0 0 0 0 0 広島 0 0 0 0 0 0

小　計 10 645 10 645 0 0 北九州 0 0 0 0 0 0

長野 0 0 0 0 0 0 福岡 0 0 0 0 0 0

富山 0 0 0 0 0 0 熊本 1 94 1 94 0 0

石川 0 0 0 0 0 0 合　計 8 914 8 914 0 0

福井 1 4 1 4 0 0

岐阜 0 0 0 0 0 0

静岡 7 384 7 384 0 0

愛知 0 0 0 0 0 0

三重 0 0 0 0 0 0

小　計 8 388 8 388 0 0

*滋賀 0 0 0 0 0 0

*京都 2 106 2 106 0 0

*大阪 3 373 3 373 0 0

*兵庫 3 192 3 192 0 0

奈良 0 0 0 0 0 0

和歌山 4 134 4 134 0 0

小　計 12 805 12 805 0 0

鳥取 0 0 0 0 0 0

島根 0 0 0 0 0 0

岡山 0 0 0 0 0 0

広島 0 0 0 0 0 0

山口 0 0 0 0 0 0

小　計 0 0 0 0 0 0

*徳島 0 0 0 0 0 0

*香川 0 0 0 0 0 0

愛媛 0 0 0 0 0 0

高知 0 0 0 0 0 0

小　計 0 0 0 0 0 0

福岡 0 0 0 0 0 0

佐賀 0 0 0 0 0 0

長崎 10 75 0 0 10 75

熊本 5 241 5 241 0 0

大分 0 0 0 0 0 0

宮崎 0 0 0 0 0 0

*鹿児島 0 0 0 0 0 0

沖縄 8 387 8 387 0 0

小　計 23 703 13 628 10 75

全国計 118 5,220 108 5,145 10 75

1）府県名* 印は一部本協会独自調査による。
2）「－」は不明及びデータなし。

［　国内航空機利用修学旅行（公立中学校）　］

特別支援学校合　計 合　計都道府県

２０２０（令和２）年度

政令指定
都市

２０２０（令和２）年度

(校、人)

中学校及び中等教育
学校前期課程

中学校及び中等教
育学校前期課程

特別支援学校

－52－

［　国内航空機利用修学旅行　（公立中学校）　］



　　　　令令和和元元年年度度ととのの比比較較

公立中学校も、航空機利用の多い北海道及び、関西以西の学校が自県、隣県での修学旅行に変更となり
航空機の利用が大幅に減少した。

　国内航空機利用修学旅行実施校：118校　5,220人　※2019（令和元）年度　1,703校　153,806人

［　国内航空機利用修学旅行（公立中学校）　］
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－53－

［　国内航空機利用修学旅行　（公立中学校）　］



Ⅳ　修学旅行中止に伴う「代替行事」

　修学旅行の中止に伴い、学校では様々な「代替行事」が行われた。

　学校生活の思い出の中でも、生徒たちにとって特に思い出として心に残る行事である修学旅行は、同時に

教育課程としても重要な位置付けにある。学習指導要領の特別活動の中の「旅行・集団宿泊的行事」に含ま

れる修学旅行は「平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化などに親しむとともに、集団生

活の在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を積むことができるような活動を行うこと」とある。

　残念ながら修学旅行が実施出来なかった学校の、厳しい制限下の中で行われた教育的意義と生徒たちの思

い出づくりの詰まった「代替行事」を以下にまとめてみた。

【　特徴的な代替行事例　】

■■ババーーチチャャルル修修学学旅旅行行

　専用ゴーグルとスマートフォンをつなげ、修学旅行の訪問地であった京都や奈良の名所を疑似体験す

る。ゴーグルはＶＲ（仮想現実）の技術を活用。清水寺の舞台や奈良公園の鹿などが立体的に映し出さ

れる。

■■ リリモモーートト修修学学旅旅行行

　ビデオ会議システムを活用し、訪問予定だった観光地をオンラインで体験。各教室に大型テレビや

プロジェクターを設置し、お笑い芸人が進行役を務め、僧侶の法話や、観光地の歴史クイズ大会など

を開催。職人の実演を見ながら、和菓子づくり体験なども行われた。

■■ 疑疑似似沖沖縄縄修修学学旅旅行行

　大規模会場を借り、ＣＧを利用した沖縄観光スポット巡りや沖縄関連の映画を鑑賞。沖縄食材を

使用した昼食弁当を用意し、沖縄県出身アーティストによるミニコンサートを実施した。

■■ ククララスス別別旅旅行行

　生徒企画立案の旅行。旅行先、日程、行程を複数設定。大人数での行動による「密」を分散。感染

予防・拡大防止対策など、すべて生徒主導による旅行を実施。生徒が主体的に取り組む学習の場とし

て、新たな修学旅行の形として、Afterコロナでも継続を考えている。

■■ 航航空空機機チチャャーータターーフフラライイトト

　航空機一機を貸切り、富士山や南アルプスそして地元上空を飛行。機内ではアナウンス体験や合格

祈願の絵馬づくりが行われた。絵馬は後日、航空会社職員が太宰府天満宮に奉納。また空港施設内で

は、航空会社職員や国土交通省職員らによる航空教室を開催。客室乗務員や整備士、管制官等の仕事

を学んだ。

■■ 地地元元再再発発見見修修学学旅旅行行

　県を跨いでの移動の制限を受け、地元の魅力を再発見する修学旅行を学校独自で企画。生徒、教職員

保護者の意見を取り入れ、貸切バスを利用し県内の水族館を訪れた後、学校に戻りテレビのバラエティ

番組を参考に「未成年の主張」を楽しんだ。宿泊も地元のホテルを利用。地の食材による料理を満喫

した。夜には、ホテル隣接の海水浴場で、教職員と保護者の寄付金で「サプライズ花火」が打ち上げら

れた。

■■ 「「二二十十歳歳のの修修学学旅旅行行」」

　「５年後に仲間達と思い出を作りたい」中学３年生の自分たちが大学生や社会人になっている２０歳

の自分を考え、行先やテーマを議論。自分たちの成人式で最終的な打ち合わせをし修学旅行を実施する。

自治体の企画で、市が１人２万円の旅行券を交付した。

[　修学旅行の中止に伴う代替行事　]

(３) 私立校＜参考＞　

高等学校 (校、人) 中学校 (校、人)

学校数 生徒数 学校数 生徒数
北海道 - - 北海道 - -
 青森 0 0  青森 0 0
岩手 0 0 岩手 0 0
宮城 0 0 宮城 0 0
秋田 0 0 秋田 - -
山形 2 506 山形 - -
福島 0 0 福島 0 0

小　計 2 506 小　計 0 0
 茨城 0 0  茨城 3 447
栃木 2 688 栃木 1 49
群馬 - - 群馬 - -
埼玉 3 928 埼玉 0 0
千葉 4 908 千葉 - -

*東京 13 2,667 *東京 3 283
神奈川 2 541 神奈川 - -

山梨 2 295 山梨 1 19
新潟 0 0 新潟 0 0

小　計 26 6,027 小　計 8 798
長野 0 0 長野 0 0
富山 - - 富山 - -
石川 0 0 石川 0 0

 福井 0 0  福井 0 0
岐阜 0 0 岐阜 0 0
静岡 7 1,006 静岡 18 95

*愛知 11 2,641 *愛知 2 106
三重 1 259 三重 - -

小　計 19 3,906 小　計 20 201
滋賀 2 251 滋賀 - -
京都 - - 京都 - -
大阪 29 7,025 大阪 13 64

*兵庫 6 804 *兵庫 4 571
奈良 4 416 奈良 2 176

和歌山 0 0 和歌山 0 0
小　計 41 8,496 小　計 19 811

鳥取 0 0 鳥取 0 0
島根 0 0 島根 0 0
岡山 2 71 岡山 1 150
広島 1 230 広島 - -
山口 1 19 山口 0 0

小　計 4 320 小　計 1 150
徳島 0 0 徳島 0 0
香川 0 0 香川 0 0
愛媛 0 0 愛媛 0 0
高知 - - 高知 - -

小　計 0 0 小　計 0 0
*福岡 0 0 *福岡 0 0
佐賀 0 0 佐賀 0 0
長崎 2 110 長崎 - -
熊本 - - 熊本 - -
大分 1 146 大分 - -
宮崎 0 0 宮崎 0 0

鹿児島 0 0 鹿児島 0 0
沖縄 0 0 沖縄 0 0

小　計 3 256 小　計 0 0

全国計 95 19,511 全国計 48 1,960
1）府県名* 印は一部本協会独自調査による。
2）「－」は不明及びデータなし。

都道府県 合　計

［　国内航空機利用修学旅行（私立中学校・高等学校）　］

２０２０（令和２）年度

都道府県 合　計

２０２０（令和２）年度
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Ⅳ　修学旅行中止に伴う「代替行事」

　修学旅行の中止に伴い、学校では様々な「代替行事」が行われた。

　学校生活の思い出の中でも、生徒たちにとって特に思い出として心に残る行事である修学旅行は、同時に

教育課程としても重要な位置付けにある。学習指導要領の特別活動の中の「旅行・集団宿泊的行事」に含ま

れる修学旅行は「平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化などに親しむとともに、集団生

活の在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を積むことができるような活動を行うこと」とある。

　残念ながら修学旅行が実施出来なかった学校の、厳しい制限下の中で行われた教育的意義と生徒たちの思

い出づくりの詰まった「代替行事」を以下にまとめてみた。

【　特徴的な代替行事例　】

■■ババーーチチャャルル修修学学旅旅行行

　専用ゴーグルとスマートフォンをつなげ、修学旅行の訪問地であった京都や奈良の名所を疑似体験す

る。ゴーグルはＶＲ（仮想現実）の技術を活用。清水寺の舞台や奈良公園の鹿などが立体的に映し出さ

れる。

■■ リリモモーートト修修学学旅旅行行

　ビデオ会議システムを活用し、訪問予定だった観光地をオンラインで体験。各教室に大型テレビや

プロジェクターを設置し、お笑い芸人が進行役を務め、僧侶の法話や、観光地の歴史クイズ大会など

を開催。職人の実演を見ながら、和菓子づくり体験なども行われた。

■■ 疑疑似似沖沖縄縄修修学学旅旅行行

　大規模会場を借り、ＣＧを利用した沖縄観光スポット巡りや沖縄関連の映画を鑑賞。沖縄食材を

使用した昼食弁当を用意し、沖縄県出身アーティストによるミニコンサートを実施した。

■■ ククララスス別別旅旅行行

　生徒企画立案の旅行。旅行先、日程、行程を複数設定。大人数での行動による「密」を分散。感染

予防・拡大防止対策など、すべて生徒主導による旅行を実施。生徒が主体的に取り組む学習の場とし

て、新たな修学旅行の形として、Afterコロナでも継続を考えている。

■■ 航航空空機機チチャャーータターーフフラライイトト

　航空機一機を貸切り、富士山や南アルプスそして地元上空を飛行。機内ではアナウンス体験や合格

祈願の絵馬づくりが行われた。絵馬は後日、航空会社職員が太宰府天満宮に奉納。また空港施設内で

は、航空会社職員や国土交通省職員らによる航空教室を開催。客室乗務員や整備士、管制官等の仕事

を学んだ。

■■ 地地元元再再発発見見修修学学旅旅行行

　県を跨いでの移動の制限を受け、地元の魅力を再発見する修学旅行を学校独自で企画。生徒、教職員

保護者の意見を取り入れ、貸切バスを利用し県内の水族館を訪れた後、学校に戻りテレビのバラエティ

番組を参考に「未成年の主張」を楽しんだ。宿泊も地元のホテルを利用。地の食材による料理を満喫

した。夜には、ホテル隣接の海水浴場で、教職員と保護者の寄付金で「サプライズ花火」が打ち上げら

れた。

■■ 「「二二十十歳歳のの修修学学旅旅行行」」

　「５年後に仲間達と思い出を作りたい」中学３年生の自分たちが大学生や社会人になっている２０歳

の自分を考え、行先やテーマを議論。自分たちの成人式で最終的な打ち合わせをし修学旅行を実施する。

自治体の企画で、市が１人２万円の旅行券を交付した。

[　修学旅行の中止に伴う代替行事　]
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【　数多くみられた代替行事　】

・日帰り旅行（遠足） ・遊園地、水族館等貸切見学

・校内スポーツ大会 ・芸術鑑賞、映画鑑賞

・学年レクリエーション ・校内語学研修（海外の大学生とのリモート交流）

・貸切バス旅行 ・地元ホテルでのテーブルマナー

・リモート、講師招聘による戦争体験講話 ・清掃活動

・校内宿泊体験（校庭にテントで寝泊まり）

・地元探索（風土、歴史）

航空機チャーターフライト クラス別旅行

「二十歳の修学旅行」 リモート修学旅行

地元再発見修学旅行

[　修学旅行の中止に伴う代替行事　]

－56－

［　修学旅行の中止に伴う代替行事　］



<
付

表
>

(
１
)
　
公
立
高
等
学
校
の
海
外
修
学
旅
行
実
施
基
準
概
要

※
記
載
内
容
は
、
回
答
書
の
表
記
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
 

都
道
府
県

政
令
都
市

北
海

道
５

泊
６

日
以

内
航
空
機
利
用
は
4
泊
5
日
以
内

必
要

最
小

限
度

最
終

学
年

又
は

前
年

制
限

な
し

教
育

長
と

事
前

協
議

。

青
　

森
５

泊
６

日
以

内
規

定
な

し
規

定
な

し
規

定
な

し
教
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委

員
会

が
認

め
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は
６
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日
と

す
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こ
と

が
で

き
る

。

岩
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５

泊
６

日
以

内
別

途
協

議
規

定
な

し
規

定
な

し
実
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１

年
前

ま
で

に
教

育
委

員
会

と
協

議
。

宮
　

城
４

泊
５

日
1
6
2
,
0
0
0
円

＜
経

費
の

標
準

＞
最

高
学

年
又

は
そ

の
前

学
年

規
定

な
し

事
前

に
県

教
委

と
協

議
の

上
、

前
年

９
月

ま
で

に
計

画
書

提
出

。

秋
　

田

小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校

に
つ
い
て
は
国
内
修
学
旅
行
に

準
じ
る
（
県
立
中
学
校
は
４
泊

５
日
以
内
）

高
校
は
５
泊
６
日
以
内

目
的

達
成

の
た

め
の

必
要

最
小

限
度

の
額

規
定

な
し

規
定

な
し

海
外

修
学

旅
行

を
行

う
県

立
中

学
校

、
高

等
学

校
、

特
別

支
援

学
校

（
高

等
部

の
み

）
は

実
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日
の

1
年

前
ま

で
に

「
海

外
修

学
旅

行
承

認
願

」
を

教
育

長
に
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出

し
、

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

山
　

形
４

泊
５

日
以

内
保

護
者

の
過

重
負

担
を

避
け

る
1
2
0
,
0
0
0
円

を
目

安
(
高

校
)

規
定

な
し

規
定

な
し

高
校

教
育

課
と

事
前

協
議

。

福
　

島
県
立
学
校

４
泊

５
日

以
内

保
護

者
の

負
担

過
重

と
な

ら
な

い
よ

う
配

慮
す

る
規

定
な

し
規

定
な

し
実

施
1
0
ヶ

月
前
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で

に
修

学
旅

行
実

施
計

画
書

を
教

育
長

に
提

出
し

、
実

施
２

ヶ
月

前
ま

で
に

修
学

旅
行

実
施

届
を

教
育

長
に

提
出

す
る

。

福
　

島
特
別
支
援

学
校

同
上

同
上

同
上

近
隣

諸
国

海
外

旅
行

は
、

保
護

者
の

同
意

を
得

る
。

実
施

1
0
ヶ

月
前

ま
で

に
修

学
旅

行
実

施
計

画
書

を
教

育
長

に
提

出
し

、
実

施
２

ヶ
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前
ま

で
に

修
学

旅
行

実
施
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教
育

長
に

提
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す
る

。

茨
　

城
４

泊
５

日
以

内
規

定
な

し
全

日
制

は
２

年
又

は
３

年
、

定
時

制
は

３
年

又
は

４
年

規
定

な
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・
旅

行
先

の
政
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が

安
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、

か
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治

安
が
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勢
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整
っ

　
た

国
や

地
域

を
選

定
す

る
こ

と
。

・
実

施
計

画
書

を
実

施
の

１
年

前
ま

で
に

提
出

し
、

主
管

課
と

協
議

す
る

こ
と

。

栃
　

木
４

泊
５

日
以

内
保

護
者

の
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済
的

負
担

に
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い
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。
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又
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３
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年
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時
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で
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、
「

都
立

高
等

学
校

海
外

修
学

旅
行

実
施

要
綱

」
及

び
「

海
外

修
学

旅
行

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
の

要
件

を
満

た
す

学
校

と
す

る
。

神
奈

川
５

泊
６

日
(
1
4
4
時

間
)
以

内

保
護

者
の

過
重

負
担

を
避

け
る

よ
う

十
分

考
慮

す
る

。
同

一
学

年
等

で
国

内
と

海
外

の
修

学
旅

行
を

実
施

す
る

場
合

は
経

費
に

隔
た

り
が

な
い

よ
う

に
配

慮
す

る
。

学
年

の
指

定
は

し
な

い
政

情
が

安
定

し
、

受
け

入
れ

体
制

の
整

っ
た

国
・

地
域

を
選

定
す

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
に

よ
っ

て
判

断
す

る

山
　

梨
５

泊
６

日
以

内
規

定
な

し
留

意
事

項
―

保
護

者
の

過
重

負
担

を
避

け
る

全
日

制
２

・
３

年
定

時
制

３
・

４
年

－
実

施
６

ヶ
月

前
ま

で
に

申
請

す
る

。

２
０
２
１
（
令

和
３
）
年

度
　
全

国
都

道
府

県
・
政

令
指

定
都

市
修

学
旅

行
実

施
基

準
概

要

日
　

数
旅

行
費

用
実

施
学

年
実

施
方

面
付

帯
条

件
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都
道
府
県

政
令
都
市

日
　

数
旅

行
費

用
実

施
学

年
実

施
方

面
付

帯
条

件

長
　

野
４

泊
５

日
国

内
旅

行
の

２
割

増
し

程
度

最
高

学
年

あ
る

い
は

そ
の

前
学

年
(
後

期
)

規
定

な
し

１
年

前
ま

で
に

県
教

委
に

相
談

す
る

。
実

施
２

ヶ
月

前
ま

で
に

「
修

学
旅

行
実

施
計

画
表

」
を

県
教

委
に

提
出

す
る

。

新
　

潟
４

泊
５

日
の

範
囲

生
徒

や
保

護
者

の
過

重
負

担
に

な
ら

な
い

こ
と

在
学

中
1
回

（
1
）
政
情
が
安
定
し
、
生
徒
の
安
全
が
十
分

　
　
 
確
保
で
き
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

（
2
）
国
際
交
流
を
行
う
な
ど
、
修
学
効
果
の

　
　
 
あ
が
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

（
3
）
原
則
と
し
て
、
新
潟
空
港
か
ら
発
着
で

　
　
 
き
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

実
施

計
画

案
を

旅
行

実
施

の
1
年

前
ま

で
に

県
教

育
委

員
会

に
提

出
、

協
議

と
す

る
。

富
　

山
原

則
４

泊
５

日
以

内
、

県
立

学
校

課
と

協
議

の
上

延
長

可
過

重
と

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

規
定

な
し

規
定

な
し

県
立

学
校

課
と

協
議

石
　

川
４

泊
５

日
以

内
積

立
金

に
よ

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
最

上
学

年
又

は
前

学
年

韓
国

な
ど

近
隣

諸
国

訪
問

国
の

高
校

生
と

の
交

流
を

も
つ

な
ど

、
国

際
理

解
教

育
等

の
実

施
を

計
画

に
盛

り
込

む
こ

と
。

福
　

井
１

１
０

時
間

以
内

必
要

最
小

限
度

の
額

最
上

学
年

又
は

そ
の

前
学

年
規

定
な

し
教

育
委

員
会

と
事

前
協

議
。

岐
　

阜
原

則
３

泊
４

日
以

内
必

要
最

低
限

の
額

と
す

る
規

定
な

し
教

育
的

見
地

に
立

ち
、

ね
ら

い
が

十
分

に
達

成
で

き
る

よ
う

な
目

的
地

県
教

育
委

員
会

と
事

前
協

議

静
　

岡
規

定
な

し
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
考

慮
し

て
、

各
学

校
が

定
め

る
適

正
な

額
規

定
な

し
目
的
を
踏
ま
え
、
学
校
・
学
科
の
特
色
や
実
態
及
び

日
常
の
学
習
活
動
と
の
関
連
を
十
分
考
慮
す
る
。

実
施

２
か

月
前

ま
で

に
実

施
計

画
書

等
を

県
教

育
委

員
会

に
提

出
す

る
。

愛
　

知
４

泊
５

日
以

内
上

限
1
2
5
,
0
0
0
円

程
度

（
消

費
税

を
含

む
）

最
上

学
年

又
は

そ
の

前
学

年
限

定
せ

ず
－

三
　

重
―

（
高

等
学

校
）

1
2
8
,
0
0
0
円

以
内

（
高

等
学

校
）

三
重

県
立

学
校

修
学

旅
行

等
実

施
要

綱
に

よ
る

（
高

等
学

校
）

海
外

修
学

旅
行

実
施

基
準

等
に

よ
る

滋
　

賀
４

泊
５

日
以

内
生

徒
全

員
が

参
加

で
き

る
程

度
の

額
国

内
の

１
．

２
倍

最
上

学
年

又
は

そ
の

前
学

年
規

定
な

し
教

育
長

と
事

前
協

議
。

京
　

都
６

泊
７

日
以

内
国

内
修

学
旅

行
経

費
の

５
割

増
程

度
ま

で
規

定
な

し
－

教
育

長
と

事
前

協
議

。
設

置
学

科
、

コ
ー

ス
等

で
認

可
。

３
年

課
程

第
２

学
年

以
降

４
年

課
程

第
３

学
年

以
降

兵
　

庫
特

別
支

援
学

校
高

等
部

７
日

以
内

8
0
,
0
0
0
円

（
海

外
は

3
割

増
程

度
ま

で
）

規
定

な
し

奈
　

良
４

泊
５

日
以

内
教

育
委

員
会

と
協

議
す

る
。

規
定

な
し

条
件
や
受
入
体
制
等
を
十
分
考
慮
し
て
選
定
す
る
。

実
施

１
年

前
及

び
実

施
３

か
月

前
ま

で
に

、
教

育
長

に
届

け
出

る
こ

と
。

和
歌

山
４

泊
５

日
以

内
国

内
修

学
旅

行
経

費
の

２
割

増
程

度
を

上
限

と
す

る
規

定
な

し
近

隣
の

ア
ジ

ア
地

域
中

学
校

が
海

外
修

学
旅

行
を

実
施

す
る

場
合

、
教

育
委

員
会

と
事

前
協

議

島
　

根
５

泊
６

日
以

内
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
考
慮
す
る
こ
と

２
、

３
年

が
望

ま
し

い
教

育
長

と
事

前
協

議
教

育
長

と
事

前
協

議

岡
　

山
５

泊
６

日
以

内
保
護
者
の
過
重
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

２
年

又
は

３
年

規
定

な
し

県
教

委
と

事
前

協
議

。

広
　

島
４

泊
５

日
以

内
保
護
者
の
負
担
を
配
慮
し
た
適
切
な
額
と
す

る
最

終
学

年
又

は
そ

の
前

年
ま

で
と

す
る

。
規

定
な

し
－

山
　

口
５

泊
６

日
以

内
目

的
に

必
要

と
さ

れ
る

適
正

な
額

定
め

は
な

い
が

実
態

と
し

て
２

年
規

定
な

し
規

定
な

し

①
新

規
に

実
施

す
る

学
校

又
は

旅
行

地
等

を
変

更
す

る
学

校
に

あ
っ

て
は

、
実

施
　

１
年

前
ま

で
に

計
画

書
を

、
実

施
４

ヶ
月

前
ま

で
に

実
施

届
出

書
を

提
出

す
る

。
②

継
続

し
て

実
施

す
る

学
校

に
あ

っ
て

は
、

実
施

４
ヶ

月
前

ま
で

に
実

施
届

出
書

　
を

提
出

す
る

。

①
韓

国
・

中
国

等
の

ア
ジ

ア
の

近
隣

諸
国

②
オ

セ
ア

ニ
ア

諸
国

(
外

国
語

に
関

す
る

 
 
学

科
や

コ
ー

ス
を

対
象

と
す

る
。

)

国
内

修
学

旅
行

実
施

基
準

に
準

拠

高
等

学
校

課
教

務
グ

ル
ー

プ
と

事
前

協
議

。
や

む
を

得
な

い
事

情
で

４
泊

５
日

を
超

え
て

実
施

す
る

場
合

は
協

議
す

る
こ

と
。

保
護

者
の

負
担

過
重

と
な

ら
な

い
よ

う
必

要
最

小
限

度
と

す
る

。

規
定

な
し

規
定

な
し

鳥
　

取
５

泊
６

日
以

内

大
　

阪
４

泊
５

日
以

内

規
定

な
し

－58－
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都
道
府
県

政
令
都
市

日
　

数
旅

行
費

用
実

施
学

年
実

施
方

面
付

帯
条

件

高
校
:
４
泊
５
日
を
標
準

県
立
中
:
３
泊
４
日
を
標
準

※
香
川
県
は
、
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
度
分
の
デ
ー
タ
を
掲
載
。

４
泊

５
日

以
内

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
努
め
る

２
年

又
は

３
年

規
定

な
し

－

愛
　

媛

５
泊
６
日
以
内

※
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
あ
る

と
き
は
教
育
長
と
協
議
の
上
、

日
数
の
限
度
を
超
え
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

保
護

者
の

経
済

的
負

担
に

配
慮

し
た

適
切

な
金

額
在

学
中

1
回

規
定

な
し

教
育

長
と

事
前

協
議

。

高
　

知
５

泊
６

日
以

内
保

護
者

の
負

担
過

重
と

な
ら

な
い

必
要

最
小

限
度

の
額

規
定

な
し

規
定

な
し

実
施

届
を

教
育

委
員

会
に

届
け

出
る

。

福
　

岡
規

定
な

し
※

1

※
2

規
定

な
し

規
定

な
し

県
教
育
委
員
会
と
事
前
協
議
。

（
以
下
、
備
考
）

※
1
　
県
立
学
校
に
お
け
る
海
外
経
費
基
準

　
　
平
成
2
7
年
5
月
1
1
日
よ
り
「
こ
れ
ま
で
の
海
外
修
学
旅
行
の
経
費
実
績
を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
理
解

　
　
が
得
ら
れ
る
適
切
な
額
」
と
す
る

※
2
 
（
市
町
組
合
立
高
等
学
校
）

　
・
久
留
米
市
教
育
委
員
会
は
 
韓
国
：
8
1
,
0
0
0
円
以
内
、
中
国
：
1
0
3
,
0
0
0
円
以
内
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
：

　
　
1
2
3
,
0
0
0
円
以
内
、
豪
州
・
N
Z
：
1
5
4
,
0
0
0
円
以
内
、
そ
の
他
：
上
記
国
を
参
考
に
学
校
教
育
課
と

　
　
個
別
協
議
に
て
決
定
す
る

　
・
久
留
米
市
外
三
市
町
高
等
学
校
組
合
は
海
外
も
国
内
と
同
じ
扱
い
と
す
る

　
・
古
賀
高
等
学
校
組
合
は
海
外
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い

５
泊

６
日

以
内

韓
国

8
3
,
0
0
0
円

程
度

、
中

国
1
2
2
,
0
0
0
円

程
度

を
上

限
と

す
る

規
定

な
し

中
国

並
び

に
韓

国
を

原
則

と
す

る
①

実
施

１
年

前
に

意
向

書
提

出
。

②
６

ヶ
月

前
に

計
画

書
提

出
。

③
２

ヶ
月

前
に

承
認

願
及

び
外

務
省

へ
の

進
達

文
書

提
出

、
団

長
は

校
長

。

※
公

立
小

・
中

学
校

（
県

立
中

を
除

く
）

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
教

育
委

員
会

の
定

め
る

基
準

に
よ

る
。

韓
国

8
4
,
0
0
0
円

程
度

中
国

及
び

台
湾

1
0
5
,
0
0
0
円

程
度

大
　

分
４

泊
５

日
以

内

経
費
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
保
護
者
の
間
で

十
分
協
議
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
及
び
修
学
旅
行
の
教
育
的
効
果
等
を

十
分
勘
案
し
、
必
要
最
低
限
度
の
額
と
す

る
。

３
年

又
は

２
年

制
限

な
し

－

宮
　

崎
６

泊
７

日
以

内
保
護
者
の
負
担
過
重
に
な
ら
な
い
金
額

規
定

な
し

規
定

な
し

県
教

育
委

員
会

と
協

議
。

韓
国
1
0
0
,
0
0
0
円
程
度

中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
(
台
湾
を
含

む
。
)

1
2
0
,
0
0
0
円
程
度

そ
の
他
の
地
域
　
保
護
者
の
意
向
や
経
済

的
負
担
等
を
考
慮
し
た
適
正
な
額

沖
　

縄
原
則
と
し
て
６

泊
７
日
以
内

(
船
中
泊
除
く
)

保
護

者
の

経
費

負
担

軽
減

原
則

と
し

て
２

・
３

年
規

定
な

し
前

年
度

に
県

立
学

校
教

育
課

と
協

議
。

４
泊

５
日

以
内

（
機

内
泊

１
日

以
内

）
1
5
7
,
4
0
0
円
以
内
（
「
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー

ジ
」
を
含
め
な
い
）

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
場
合
は

教
育
長
と
協
議
の
上
５
泊
６

日
ま
で
延
長
で
き
る

1
7
3
,
0
0
0
円
以
内
（
「
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー

ジ
」
を
含
め
な
い
）

仙
台

市
校

長
が

適
切

と
判

断
す

る
日

数
と

す
る

。

1
6
2
,
0
0
0
円

（
高
等
学
校
・
仙
台
市
立
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
・
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
令
和
2
年

度
の
基
準
）

校
長
が
適
切
と
判
断
す
る
金
額
と
す
る
。
た

だ
し
、
仙
台
市
立
高
等
学
校
に
お
け
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
各
年
度
ご
と
に
基
準
を
別
に

定
め
る
。

最
高

学
年

又
は

前
学

年
規

定
な

し
方

針
に

寄
り

が
た

い
と

き
に

は
、

事
前

に
教

育
委

員
会

と
協

議
を

す
る

こ
と

。

海
外

で
実

施
す

る
場

合
に

は
事

前
に

教
育

長
と

協
議

す
る

。

高
校

教
育

課
に

申
請

し
、

実
施

日
の

２
ヶ

月
前

ま
で

に
教

育
長

の
承

認
を

受
け

る
。

旅
行

費
用

に
つ

い
て

、
特

別
な

事
情

が
あ

る
場

合
は

教
育

委
員

会
と

十
分

協
議

の
上

、
基

準
額

を
超

え
て

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

原
則

と
し

て
、

大
韓

民
国

、
中

華
人

民
共

和
国

、
台

湾

規
定

な
し

安
全
が
確
保
で
き
、
修
学
旅
行
の
目
的
が
十
分
達
成

で
き
る
と
と
も
に
、
経
費
的
に
無
理
の
な
い
地
域

教
育

委
員

会
と

事
前

協
議

。

ア
ジ

ア
・

オ
セ

ア
ニ

ア
地

域

政
情

の
安

定
し

た
近

隣
諸

国
・

地
域

と
す

る
左

記
以

外
の

外
国

の
場

合
、

教
育

委
員

会
と

協
議

。
５

泊
６

日
以

内
規
定
な
し
 
(
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
)

１
年

前
の

７
月

末
ま

で
に

教
育

委
員

会
に

協
議

申
請

書
を

提
出

し
協

議
す

る
。

経
費

の
軽

減
に

努
力

す
る

こ
と

徳
　

島
規

定
な

し

熊
　

本

香
　

川

長
　

崎

在
学

中
１

回
佐

　
賀

規
定

な
し

札
幌

市

５
泊

６
日

以
内

鹿
児

島
５

泊
６

日
以

内

規
定

な
し

最
終

学
年

ま
た

は
そ

の
前

年
度

都
道
府
県

政
令
都
市

日
　

数
旅

行
費

用
実

施
学

年
実

施
方

面
付

帯
条

件

長
　

野
４

泊
５

日
国

内
旅

行
の

２
割

増
し

程
度

最
高

学
年

あ
る

い
は

そ
の

前
学

年
(
後

期
)

規
定

な
し

１
年

前
ま

で
に

県
教

委
に

相
談

す
る

。
実

施
２

ヶ
月

前
ま

で
に

「
修

学
旅

行
実

施
計

画
表

」
を

県
教

委
に

提
出

す
る

。

新
　

潟
４

泊
５

日
の

範
囲

生
徒

や
保

護
者

の
過

重
負

担
に

な
ら

な
い

こ
と

在
学

中
1
回

（
1
）
政
情
が
安
定
し
、
生
徒
の
安
全
が
十
分

　
　
 
確
保
で
き
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

（
2
）
国
際
交
流
を
行
う
な
ど
、
修
学
効
果
の

　
　
 
あ
が
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

（
3
）
原
則
と
し
て
、
新
潟
空
港
か
ら
発
着
で

　
　
 
き
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

実
施

計
画

案
を

旅
行

実
施

の
1
年

前
ま

で
に

県
教

育
委

員
会

に
提

出
、

協
議

と
す

る
。

富
　

山
原

則
４

泊
５

日
以

内
、

県
立

学
校

課
と

協
議

の
上

延
長

可
過

重
と

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

規
定

な
し

規
定

な
し

県
立

学
校

課
と

協
議

石
　

川
４

泊
５

日
以

内
積

立
金

に
よ

る
こ

と
を

原
則

と
す

る
最

上
学

年
又

は
前

学
年

韓
国

な
ど

近
隣

諸
国

訪
問

国
の

高
校

生
と

の
交

流
を

も
つ

な
ど

、
国

際
理

解
教

育
等

の
実

施
を

計
画

に
盛

り
込

む
こ

と
。

福
　

井
１

１
０

時
間

以
内

必
要

最
小

限
度

の
額

最
上

学
年

又
は

そ
の

前
学

年
規

定
な

し
教

育
委

員
会

と
事

前
協

議
。

岐
　

阜
原

則
３

泊
４

日
以

内
必

要
最

低
限

の
額

と
す

る
規

定
な

し
教

育
的

見
地

に
立

ち
、

ね
ら

い
が

十
分

に
達

成
で

き
る

よ
う

な
目

的
地

県
教

育
委

員
会

と
事

前
協

議

静
　

岡
規

定
な

し
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
考

慮
し

て
、

各
学

校
が

定
め

る
適

正
な

額
規

定
な

し
目
的
を
踏
ま
え
、
学
校
・
学
科
の
特
色
や
実
態
及
び

日
常
の
学
習
活
動
と
の
関
連
を
十
分
考
慮
す
る
。

実
施

２
か

月
前

ま
で

に
実

施
計

画
書

等
を

県
教

育
委

員
会

に
提

出
す

る
。

愛
　

知
４

泊
５

日
以

内
上

限
1
2
5
,
0
0
0
円

程
度

（
消

費
税

を
含

む
）

最
上

学
年

又
は

そ
の

前
学

年
限

定
せ

ず
－

三
　

重
―

（
高

等
学

校
）

1
2
8
,
0
0
0
円

以
内

（
高

等
学

校
）

三
重

県
立

学
校

修
学

旅
行

等
実

施
要

綱
に

よ
る

（
高

等
学

校
）

海
外

修
学

旅
行

実
施

基
準

等
に

よ
る

滋
　

賀
４

泊
５

日
以

内
生

徒
全

員
が

参
加

で
き

る
程

度
の

額
国

内
の

１
．

２
倍

最
上

学
年

又
は

そ
の

前
学

年
規

定
な

し
教

育
長

と
事

前
協

議
。

京
　

都
６

泊
７

日
以

内
国

内
修

学
旅

行
経

費
の

５
割

増
程

度
ま

で
規

定
な

し
－

教
育

長
と

事
前

協
議

。
設

置
学

科
、

コ
ー

ス
等

で
認

可
。

３
年

課
程

第
２

学
年

以
降

４
年

課
程

第
３

学
年

以
降

兵
　

庫
特

別
支

援
学

校
高

等
部

７
日

以
内

8
0
,
0
0
0
円

（
海

外
は

3
割

増
程

度
ま

で
）

規
定

な
し

奈
　

良
４

泊
５

日
以

内
教

育
委

員
会

と
協

議
す

る
。

規
定

な
し

条
件
や
受
入
体
制
等
を
十
分
考
慮
し
て
選
定
す
る
。

実
施

１
年

前
及

び
実

施
３

か
月

前
ま

で
に

、
教

育
長

に
届

け
出

る
こ

と
。

和
歌

山
４

泊
５

日
以

内
国

内
修

学
旅

行
経

費
の

２
割

増
程

度
を

上
限

と
す

る
規

定
な

し
近

隣
の

ア
ジ

ア
地

域
中

学
校

が
海

外
修

学
旅

行
を

実
施

す
る

場
合

、
教

育
委

員
会

と
事

前
協

議

島
　

根
５

泊
６

日
以

内
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
考
慮
す
る
こ
と

２
、

３
年

が
望

ま
し

い
教

育
長

と
事

前
協

議
教

育
長

と
事

前
協

議

岡
　

山
５

泊
６

日
以

内
保
護
者
の
過
重
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

２
年

又
は

３
年

規
定

な
し

県
教

委
と

事
前

協
議

。

広
　

島
４

泊
５

日
以

内
保
護
者
の
負
担
を
配
慮
し
た
適
切
な
額
と
す

る
最

終
学

年
又

は
そ

の
前

年
ま

で
と

す
る

。
規

定
な

し
－

山
　

口
５

泊
６

日
以

内
目

的
に

必
要

と
さ

れ
る

適
正

な
額

定
め

は
な

い
が

実
態

と
し

て
２

年
規

定
な

し
規

定
な

し

①
新

規
に

実
施

す
る

学
校

又
は

旅
行

地
等

を
変

更
す

る
学

校
に

あ
っ

て
は

、
実

施
　

１
年

前
ま

で
に

計
画

書
を

、
実

施
４

ヶ
月

前
ま

で
に

実
施

届
出

書
を

提
出

す
る

。
②

継
続

し
て

実
施

す
る

学
校

に
あ

っ
て

は
、

実
施

４
ヶ

月
前

ま
で

に
実

施
届

出
書

　
を

提
出

す
る

。

①
韓

国
・

中
国

等
の

ア
ジ

ア
の

近
隣

諸
国

②
オ

セ
ア

ニ
ア

諸
国

(
外

国
語

に
関

す
る

 
 
学

科
や

コ
ー

ス
を

対
象

と
す

る
。

)

国
内

修
学

旅
行

実
施

基
準

に
準

拠

高
等

学
校

課
教

務
グ

ル
ー

プ
と

事
前

協
議

。
や

む
を

得
な

い
事

情
で

４
泊

５
日

を
超

え
て

実
施

す
る

場
合

は
協

議
す

る
こ

と
。

保
護

者
の

負
担

過
重

と
な

ら
な

い
よ

う
必

要
最

小
限

度
と

す
る

。

規
定

な
し

規
定

な
し

鳥
　

取
５

泊
６

日
以

内

大
　

阪
４

泊
５

日
以

内

規
定

な
し

－59－

［　海外修学旅行実施基準概要　］



都
道
府
県

政
令
都
市

日
　

数
旅

行
費

用
実

施
学

年
実

施
方

面
付

帯
条

件

さ い た ま 市

原
則

と
し

て
４

泊
５

日
以

内

目
的

の
達

成
と

保
護

者
の

経
済

的
負

担
と

を
十

分
に

考
慮

し
た

低
廉

で
適

正
な

額
と

す
る

在
学

中
１

回
に

限
り

、
中

・
高

学
年

に
お

い
て

実
施

す
る

目
的

を
達

成
で

き
る

、
諸

外
国

と
す

る
。

・
航

空
機

利
用

の
条

件
(
国

内
修

学
旅

行
に

同
じ

)
・

行
程

に
は

、
現

地
校

と
の

交
流

事
業

を
一

日
程

度
設

定
す

る
。

・
安

全
対

策
へ

の
配

慮
　

修
学

旅
行

の
全

行
程

に
お

け
る

安
全

対
策

に
つ

い
て

十
分

　
に

配
慮

す
る

。
・

保
護

者
へ

の
説

明
及

び
費

用
に

つ
い

て
　

保
護

者
へ

の
説

明
と

費
用

の
保

護
者

負
　

担
の

軽
減

に
つ

い
て

、
配

慮
す

る
。

・
健

康
管

理
の

徹
底

。

・
保

険
の

加
入

。

横
浜

市
５

泊
６

日
以

内
保

護
者

の
過

重
負

担
と

な
ら

な
い

範
囲

第
２

学
年

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

、
マ

レ
ー

シ
ア

－

1
.
事

前
準

備
…

保
護

者
へ

の
理

解
、

旅
行

先
の

事
前

調
査

、
交

通
機

関
の

安
全

性
等

2
.
事

故
防

止
対

策
…

交
通

機
関

、
緊

急
時

の
医

療
、

保
健

衛
生

、
生

徒
指

導
、

等

3
.
留

意
事

項
…

旅
行

業
者

の
選

定
、

届
け

出
(
実

施
予

定
学

年
が

入
学

し
た

６
月

末
ま

　
で

に
実

施
計

画
書

、
実

施
予

定
日

の
３

ヶ
月

前
ま

で
に

承
認

申
請

書
)

相
模
原
市

新
潟

市
国

内
修

学
旅

行
に

準
ず

る
生

徒
や

保
護

者
の

過
重

負
担

に
な

ら
な

い
こ

と
国

内
修

学
旅

行
に

準
ず

る

(
1
)
政
情
が
安
定
し
、
生
徒
の
安
全
性
が
十
分
確
保

　
 
で
き
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
国
際
交
流
を
行
う
な
ど
、
修
学
効
果
の
あ
が
る

　
 
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
原
則
と
し
て
、
新
潟
空
港
か
ら
発
着
で
き
る
旅

　
 
行
先
で
あ
る
こ
と
。

実
施

計
画

案
を

旅
行

実
施

の
1
年

前
ま

で
に

市
教

育
委

員
会

に
提

出
、

協
議

と
す

る
。

静
岡

市
規

定
な

し
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
考

慮
し

、
費

用
の

節
減

に
努

め
る

規
定

な
し

目
的

を
十

分
に

踏
ま

え
、

学
校

の
特

色
や

日
常

の
学

習
活

動
と

の
関

連
及

び
児

童
又

は
生

徒
の

安
全

面
を

十
分

考
慮

し
て

決
定

す
る

－

浜
松

市
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し

名
古
屋
市

申
請

が
あ

れ
ば

日
程

等
個

別
指

導
　

4
泊

5
日

以
内

　
1
2
0
,
0
0
0
円

を
上

限

京
都

市
日

数
・

費
用

・
実

施
学

年
・

旅
行

方
面

・
旅

程
等

に
つ

い
て

教
育

委
員

会
と

事
前

協
議

。

中
国

1
2
0
,
0
0
0
円

程
度

韓
国

9
0
,
0
0
0
円

程
度

堺
市

規
定

な
し

規
定

な
し

規
定

な
し

規
定

な
し

－

岡
山

市
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る

広
島

市
事

前
に

教
育

委
員

会
担

当
課

と
協

議
を

行
い

、
計

画
す

る
こ

と
保

護
者

負
担

を
配

慮
し

た
適

切
な

額
最

終
学

年
又

は
前

学
年

規
定

な
し

－

北
九
州
市

福
岡

市
５

泊
６

日
以

内
特

に
な

し
規

定
は

な
い

が
２

年
－

－

熊
本

市
５

泊
６

日
以

内
韓

国
、

8
0
,
0
0
0
円

中
国

、
台

湾
1
0
0
,
0
0
0
円

程
度

規
定

な
し

海
外

は
原

則
と

し
て

韓
国

、
中

国
、

台
湾

航
空

機
利

用
を

認
め

る
（

保
護

者
の

同
意

を
得

る
）

* *
市市

立立
学学

校校
のの

修修
学学

旅旅
行行

にに
関関

すす
るる

実実
施施

基基
準準

にに
よよ

るる

治
安

、
衛

生
、

交
通

機
関

な
ど

の
状

況
が

良
好

で
あ

り
、

学
校

や
学

科
の

教
育

目
標

や
特

色
及

び
生

徒
の

実
態

等
に

照
ら

し
修

学
旅

行
の

ね
ら

い
が

達
成

で
き

る
地

域
と

す
る

政
情

の
安

定
し

た
国

４
泊

５
日

以
内

規
定

な
し

規
定

な
し

集
金

方
法

を
含

め
保

護
者

の
負

担
が

過
重

に
な

ら
な

い
範

囲
千

葉
市

大
阪

市

新
規

の
場

合
は

１
年

前
ま

で
に

事
前

協
議

。
規

定
な

し

実
施

１
年

前
に

協
議

。
姉

妹
校

交
流

等
。

川
崎

市

神
戸

市

規
定

な
し

国
内

修
学

旅
行

基
準

と
隔

た
り

の
な

い
金

額
と

し
、

保
護

者
の

過
重

負
担

を
避

け
る

よ
う

十
分

考
慮

し
た

金
額

中
華

人
民

共
和

国
・

大
韓

民
国

規
定

な
し

１
２

０
時

間
以

内

５
泊

６
日

(
1
4
4
時

間
)
以

内

国
内

の
３

割
増

程
度

。
保

護
者

の
負

担
過

重
に

な
ら

な
い

額

特
に

指
定

な
し

－60－

［　海外修学旅行実施基準概要　］



 
日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

小
普

中
普 普 定 小

１
泊
２
日
以
内

第
６
学
年

全
行
程
5
0
0
k
m
程
度

中
３
泊
４
日
以
内

第
３
学
年

全
行
程
1
2
0
0
k
m
程
度

高

小
普

中
普 普 定 小

２
泊
３
日
以
内

1
0
0
％
を
原
則

中
３
泊
４
日
以
内

〃
 

高
５
泊
６
日
以
内

7
0
％
以
上
を
原
則

 
小

普
中

普

３
泊
４
日
以
内

9
5
,
0
0
0
円
以
内

規
定
な
し

規
定
な
し

国
内

３
泊
４
日
以
内

9
5
,
0
0
0
円
以
内

規
定
な
し

規
定
な
し

国
内

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

9
5
,
0
0
0
円
以
内

県
内
及
び
隣
接
県

 
中

３
泊
４
日
以
内

9
5
,
0
0
0
円
以
内

国
内

 

高
５
泊
６
日
以
内

9
5
,
0
0
0
円
以
内

限
定
し
な
い

航
空

機
利

用
を

認
め

る
。

児
童

生
徒

の
状

況
に

応
じ

て
保

護
者

が
同

行
す

る
場

合
も

あ
る

。

小
普

中
普

２
泊
３
日
以
内

5
5
,
0
0
0
円

普
＜
経
費
の
標
準
＞

 
定

9
1
,
0
0
0
円

小
１
泊
２
日
以
内

2
2
,
0
0
0
円

 
中

２
泊
３
日
以
内

5
5
,
0
0
0
円

 
高

４
泊
５
日
以
内

9
1
,
0
0
0
円

 

(１
)－

２
　
国
内
修
学
旅
行
実
施
基
準
概
要

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

北 海 道

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

3
名

ま
で

2
名

、
1
0
名

ま
で

3
名

、
4
0
名

ま
で

4
名

、
8
0
名

ま
で

5
名

、
以

降
4
0
名

増
す

毎
に

1
名

増
。

※
参

加
児

童
生

徒
数

4
0
1
名

以
上

に
つ

い
て

は
、

4
0
名

ご
と

に
教

員
数

　
1
名

を
加

算
す

る
（

端
数

切
上

げ
）

※
実

施
学

級
数

が
3
学

級
以

上
の

場
合

は
1
名

、
5
学

級
以

上
の

場
合

は
　

2
名

、
7
学

級
以

上
の

場
合

は
3
名

を
教

員
数

に
加

算
す

る
。

【
引

率
教

員
数

に
つ

い
て

】

［
全

体
］

・
引

率
予

定
教

員
数

が
左

欄
(
｢
引

率
教

職
員

｣
)
の

該
当

す
る

項
目

　
か

ら
算

出
し

た
数

を
下

回
る

こ
と

が
確

定
し

て
い

る
場

合
は

、
　

引
率

予
定

教
員

数
と

す
る

。
た

だ
し

、
実

施
前

に
参

加
児

童
生

　
徒

数
の

増
減

に
よ

り
、

教
員

数
が

増
減

す
る

場
合

に
つ

い
て

　
は

、
教

育
職

員
局

教
職

員
事

務
セ

ン
タ

ー
と

協
議

す
る

こ
と

。
・

算
出

さ
れ

た
教

員
数

に
は

、
管

理
職

及
び

そ
の

他
の

教
員

1
名

　
分

を
含

む
も

の
で

あ
る

。
・

特
別

支
援

学
校

の
教

員
数

は
、

左
欄

に
該

当
す

る
項

目
か

ら
算

　
出

し
た

教
員

数
が

実
児

童
生

徒
数

＋
1
名

を
越

え
た

場
合

に
　

は
、

実
児

童
生

徒
数

＋
1
名

を
限

度
と

す
る

。

［
特

記
事

項
：

小
学

校
及

び
中

学
校

］
　

複
数

の
学

年
で

隔
年

実
施

す
る

場
合

で
、

児
童

生
徒

が
7
名

以
　

上
の

場
合

は
、

左
欄

か
ら

算
出

し
た

教
員

数
に

1
名

を
加

算
　

す
る

。

［
特

記
事

項
：

特
別

支
援

学
級

］
＜

小
学

校
及

び
中

学
校

＞
・

特
別

支
援

学
級

に
係

る
教

員
数

　
○

普
通

学
級

と
特

別
支

援
学

級
が

同
時

に
実

施
す

る
場

合
　

　
｢
(
左

欄
か

ら
算

出
し

た
教

員
数

)
＋

(
特

別
支

援
学

級
×

2
)
｣

　
　

た
だ

し
、

(
特

別
支

援
学

級
×

2
)
に

よ
り

算
出

し
た

教
員

数
　

　
が

、
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

参
加

児
童

生
徒

数
を

超
え

　
　

た
場

合
に

は
、

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
参

加
児

童
生

徒
　

　
数

を
限

度
と

す
る

。

　
○

特
別

支
援

学
級

の
み

で
実

施
す

る
場

合
（

特
別

支
援

学
級

の
　

　
み

の
学

校
を

含
む

）
　

　
｢
(
特

別
支

援
学

級
×

2
)
＋

1
名

｣
　

　
た

だ
し

、
(
特

別
支

援
学

級
×

2
)
に

よ
り

算
出

し
た

教
員

数
　

　
が

、
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

参
加

児
童

生
徒

数
を

超
え

　
　

た
場

合
に

は
、

特
別

支
援

学
級

に
在

籍
す

る
参

加
児

童
生

徒
　

　
数

＋
1
人

を
限

度
と

す
る

。

＜
特

別
支

援
学

校
＞

　
病

弱
養

護
学

校
に

つ
い

て
は

、
医

師
又

は
看

護
士

1
名

を
加

算
　

す
る

。

中
等

教
育

学
校

前
期

課
程

特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
基
準
に
準
拠

中
学
校
の
基
準
に
準
拠

中
等

教
育

学
校

後
期

課
程

高
等
学
校
の
基
準
に
準
拠

高
等
学
校
の
基
準
に
準
拠

高
５
泊
６
日
以
内

航
空
機
利
用
は
４
泊
５
日

以
内

必
要
最
小
限
度

最
終
学
年
又
は
そ
の
前

年
度

日
本
国
内

2
0
名

ま
で

3
名

、
4
0
名

ま
で

4
名

、
8
0
名

ま
で

5
名

、
以

降
4
0
名

増
す

毎
に

1
名

増
。

※
参

加
児

童
生

徒
数

4
4
1
名

以
上

に
つ

い
て

は
、

4
0
名

ご
と

に
教

員
数

　
1
名

を
加

算
す

る
（

端
数

切
上

げ
）

※
実

施
学

級
数

が
4
学

級
以

上
の

場
合

は
1
名

、
6
学

級
以

上
の

場
合

は
　

2
名

、
8
学

級
以

上
の

場
合

は
3
名

を
教

員
数

に
加

算
す

る
。

特 別 支 援 学 校 （ 養 護 ）

〃

3
名

(
3
名

)
ま

で
4
名

、
5
名

(
5
名

)
ま

で
5
名

、
7
名

(
7
名

)
ま

で
6
名

、
9
名

(
1
4
名

)
ま

で
7
名

、
以

降
 
7
名

増
す

毎
に

1
名

増
※

上
記

の
(
)
は

聾
学

校

※
参

加
児

童
生

徒
数

 
3
8
名

(
聾

学
校

は
4
3
名

)
以

上
に

つ
い

て
は

、
7
名

ご
と

　
に

教
員

数
1
名

を
加

算
す

る
（

端
数

切
上

げ
）

※
盲

学
校

及
び

養
護

学
校

：
重

複
・

訪
問

教
育

及
び

肢
体

不
自

由
児

学
級

の
　

児
童

生
徒

に
つ

い
て

は
、

そ
の

数
を

2
倍

、
知

的
障

害
高

等
部

生
活

科
及

　
び

知
的

障
害

義
務

併
置

校
高

等
部

普
通

学
級

の
生

徒
に

つ
い

て
は

、
そ

の
　

数
を

1
.
3
倍

で
算

定
し

た
上

で
、

上
述

に
よ

り
教

員
数

を
算

出
す

る
。

た
　

だ
し

、
算

出
さ

れ
た

教
員

数
が

実
児

童
生

徒
数

＋
1
名

を
越

え
た

場
合

に
　

は
、

実
児

童
生

徒
数

＋
1
名

を
限

度
と

す
る

。
な

お
、

教
育

課
程

編
成

基
　

準
の

改
正

に
伴

い
、

知
的

障
害

高
等

部
生

活
科

が
廃

止
さ

れ
た

学
年

に
お

　
い

て
は

、
廃

止
前

の
学

科
に

基
づ

い
た

算
出

方
法

と
す

る
。

※
聾

学
校

：
重

複
児

童
生

徒
に

つ
い

て
は

、
そ

の
数

を
2
倍

で
算

定
し

た
上

　
で

、
上

述
に

よ
り

教
員

数
を

算
出

す
る

。
た

だ
し

、
算

出
さ

れ
た

教
員

数
　

が
実

児
童

生
徒

数
＋

1
名

を
越

え
た

場
合

に
は

、
実

児
童

生
徒

数
＋

1
名

を
　

限
度

と
す

る
。

高
等
学
校
の
基
準
に
準
拠

青 森 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

高
５
泊
６
日
以
内

規
定
な
し

規
定
な
し

7
0
％
以
上
を
原
則

規
定
な
し

3
0
名
に
つ
き
1
名
＋
1
5
0
名
に
つ
き
1
名

教
育

委
員

会
が

認
め

た
場

合
は

6
泊

7
日

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

特 別 支

援 学 校
〃

〃
〃

障
害
の
程
度
に
よ
り
弾
力
的
に
対
応

岩 手 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立
中
及
び

中
等
教
育
学
校

前
期
課
程

学
級

数
に

1
.
5
を

乗
じ

て
得

た
数

に
１

を
加

え
た

数
(
1
未

満
の

端
数

は
切

り
上

げ
)

高
等
学
校
及
び

中
等
教
育
学
校

後
期
課
程

学
級

数
に

1
.
5
を

乗
じ

て
得

た
数

に
１

を
加

え
た

数
(
1
未

満
の

端
数

は
切

り
上

げ
)

高
５
泊
６
日
以
内

9
5
,
0
0
0
円
以
内

規
定
な
し

規
定
な
し

限
定
し
な
い

学
級
数
×
2
名

航
空
機
の
利
用
を
認
め
る
。

特 別 支 援

学 校
〃

〃
児
童
生
徒
4
名
に
つ
き
1
名
、
さ
ら
に
児
童
生
徒
8
名
に
つ
き
1

名
の
割
合
で
教
員
ま
た
は
寄
宿
舎
指
導
員
等
を
加
え
る

宮 城 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立

中
最
高
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

在
学
中
1
回

原
則
と
し
て
全
員
参
加

実
施
基
準
な
し

4
0
人
以
下
の
と
き
2
人
、
4
0
人
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の

超
え
る
数
の
2
0
人
ま
で
ご
と
に
1
人
を
加
算
し
た
数

高
４
泊
５
日
以
内

特 別 支

援 学 校
〃

〃
実
態
に
応
じ
て
定
め
る

都
道
府
県

政
令
都
市

日
　

数
旅

行
費

用
実

施
学

年
実

施
方

面
付

帯
条

件

さ い た ま 市

原
則

と
し

て
４

泊
５

日
以

内

目
的

の
達

成
と

保
護

者
の

経
済

的
負

担
と

を
十

分
に

考
慮

し
た

低
廉

で
適

正
な

額
と

す
る

在
学

中
１

回
に

限
り

、
中

・
高

学
年

に
お

い
て

実
施

す
る

目
的

を
達

成
で

き
る

、
諸

外
国

と
す

る
。

・
航

空
機

利
用

の
条

件
(
国

内
修

学
旅

行
に

同
じ

)
・

行
程

に
は

、
現

地
校

と
の

交
流

事
業

を
一

日
程

度
設

定
す

る
。

・
安

全
対

策
へ

の
配

慮
　

修
学

旅
行

の
全

行
程

に
お

け
る

安
全

対
策

に
つ

い
て

十
分

　
に

配
慮

す
る

。
・

保
護

者
へ

の
説

明
及

び
費

用
に

つ
い

て
　

保
護

者
へ

の
説

明
と

費
用

の
保

護
者

負
　

担
の

軽
減

に
つ

い
て

、
配

慮
す

る
。

・
健

康
管

理
の

徹
底

。

・
保

険
の

加
入

。

横
浜

市
５

泊
６

日
以

内
保

護
者

の
過

重
負

担
と

な
ら

な
い

範
囲

第
２

学
年

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

、
マ

レ
ー

シ
ア

－

1
.
事

前
準

備
…

保
護

者
へ

の
理

解
、

旅
行

先
の

事
前

調
査

、
交

通
機

関
の

安
全

性
等

2
.
事

故
防

止
対

策
…

交
通

機
関

、
緊

急
時

の
医

療
、

保
健

衛
生

、
生

徒
指

導
、

等

3
.
留

意
事

項
…

旅
行

業
者

の
選

定
、

届
け

出
(
実

施
予

定
学

年
が

入
学

し
た

６
月

末
ま

　
で

に
実

施
計

画
書

、
実

施
予

定
日

の
３

ヶ
月

前
ま

で
に

承
認

申
請

書
)

相
模
原
市

新
潟

市
国

内
修

学
旅

行
に

準
ず

る
生

徒
や

保
護

者
の

過
重

負
担

に
な

ら
な

い
こ

と
国

内
修

学
旅

行
に

準
ず

る

(
1
)
政
情
が
安
定
し
、
生
徒
の
安
全
性
が
十
分
確
保

　
 
で
き
る
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
国
際
交
流
を
行
う
な
ど
、
修
学
効
果
の
あ
が
る

　
 
旅
行
先
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
原
則
と
し
て
、
新
潟
空
港
か
ら
発
着
で
き
る
旅

　
 
行
先
で
あ
る
こ
と
。

実
施

計
画

案
を

旅
行

実
施

の
1
年

前
ま

で
に

市
教

育
委

員
会

に
提

出
、

協
議

と
す

る
。

静
岡

市
規

定
な

し
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
考

慮
し

、
費

用
の

節
減

に
努

め
る

規
定

な
し

目
的

を
十

分
に

踏
ま

え
、

学
校

の
特

色
や

日
常

の
学

習
活

動
と

の
関

連
及

び
児

童
又

は
生

徒
の

安
全

面
を

十
分

考
慮

し
て

決
定

す
る

－

浜
松

市
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し

名
古
屋
市

申
請

が
あ

れ
ば

日
程

等
個

別
指

導
　

4
泊

5
日

以
内

　
1
2
0
,
0
0
0
円

を
上

限

京
都

市
日

数
・

費
用

・
実

施
学

年
・

旅
行

方
面

・
旅

程
等

に
つ

い
て

教
育

委
員

会
と

事
前

協
議

。

中
国

1
2
0
,
0
0
0
円

程
度

韓
国

9
0
,
0
0
0
円

程
度

堺
市

規
定

な
し

規
定

な
し

規
定

な
し

規
定

な
し

－

岡
山

市
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る
県

立
学

校
に

準
ず

る

広
島

市
事

前
に

教
育

委
員

会
担

当
課

と
協

議
を

行
い

、
計

画
す

る
こ

と
保

護
者

負
担

を
配

慮
し

た
適

切
な

額
最

終
学

年
又

は
前

学
年

規
定

な
し

－

北
九
州
市

福
岡

市
５

泊
６

日
以

内
特

に
な

し
規

定
は

な
い

が
２

年
－

－

熊
本

市
５

泊
６

日
以

内
韓

国
、

8
0
,
0
0
0
円

中
国

、
台

湾
1
0
0
,
0
0
0
円

程
度

規
定

な
し

海
外

は
原

則
と

し
て

韓
国

、
中

国
、

台
湾

航
空

機
利

用
を

認
め

る
（

保
護

者
の

同
意

を
得

る
）

**
市市

立立
学学

校校
のの

修修
学学

旅旅
行行

にに
関関

すす
るる

実実
施施

基基
準準

にに
よよ

るる

治
安

、
衛

生
、

交
通

機
関

な
ど

の
状

況
が

良
好

で
あ

り
、

学
校

や
学

科
の

教
育

目
標

や
特

色
及

び
生

徒
の

実
態

等
に

照
ら

し
修

学
旅

行
の

ね
ら

い
が

達
成

で
き

る
地

域
と

す
る

政
情

の
安

定
し

た
国

４
泊

５
日

以
内

規
定

な
し

規
定

な
し

集
金

方
法

を
含

め
保

護
者

の
負

担
が

過
重

に
な

ら
な

い
範

囲
千

葉
市

大
阪

市

新
規

の
場

合
は

１
年

前
ま

で
に

事
前

協
議

。
規

定
な

し

実
施

１
年

前
に

協
議

。
姉

妹
校

交
流

等
。

川
崎

市

神
戸

市

規
定

な
し

国
内

修
学

旅
行

基
準

と
隔

た
り

の
な

い
金

額
と

し
、

保
護

者
の

過
重

負
担

を
避

け
る

よ
う

十
分

考
慮

し
た

金
額

中
華

人
民

共
和

国
・

大
韓

民
国

規
定

な
し

１
２

０
時

間
以

内

５
泊

６
日

(
1
4
4
時

間
)
以

内

国
内

の
３

割
増

程
度

。
保

護
者

の
負

担
過

重
に

な
ら

な
い

額

特
に

指
定

な
し
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日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

中
普

３
泊
４
日
以
内

最
終

学
年

又
は

そ
の

前
年

普
 

定 小
１
泊
２
日
以
内

中
３
泊
４
日
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

 

小
普

１
泊
２
日
以
内

中
普

３
泊
４
日
以
内

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

 
中

３
泊
４
日
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

小
普

中
普

４
泊
５
日
以
内

保
護
者
の
負
担
過
重
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る

規
定
な
し

原
則
と
し
て
全
員
参
加

限
定
し
な
い

実
施
2
ヶ
月
前
ま
で
に
修
学
旅
行
実
施
届
を
教
育
長

に
提
出
す
る
。

普 定 小
日
帰
り
を
原
則
。
実
情
に

よ
り
１
泊
２
日
も
可

2
0
,
0
0
0
円

以
内

超
過

す
る

と
き

は
保

護
者

の
負

担
過

重
と

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

す
る

。

中
２
泊
３
日
以
内
を
原
則
。

実
情
に
よ
り
３
泊
４
日
も

可

5
4
,
0
0
0
円

以
内

。
超

過
す

る
と

き
は

保
護

者
の

負
担

過
重

と
な

ら
な

い
よ

う
配

慮
す

る
。

高
４
泊
５
日
以
内

1
0
2
,
0
0
0
円

以
内

超
過

す
る

と
き

は
保

護
者

の
負

担
過

重
と

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

す
る

。

実
施
2
ヶ
月
前
ま
で
に
修
学
旅
行
実
施
届
を
教
育
長

に
提
出
す
る
。

小
普

１
泊
２
日
以
内

 

中
普

２
泊
３
日
以
内

 

普
最
終
学
年
又
は
そ
の

前
学
年
（
２
年
又
は
３
年
）

定
最
終
学
年
又
は
そ
の

前
学
年
（
３
年
又
は
４
年
）

小
１

泊
２

日
 

中
２

泊
３

日
以

内

高
４

泊
５

日
以

内

小
普

中
普 普

 
定

第
３

学
年

次
以

降
と

す
る

小
１

泊
２

日
以

内
（

3
8
時

間
）

以
内

第
５

学
年

又
は

第
６

学
年

 

中
２

泊
３

日
以

内
（

6
2
時

間
）

以
内

第
２

学
年

又
は

第
３

学
年

 

高
４

泊
５

日
以

内
(
1
1
0
時

間
）

以
内

第
２

学
年

又
は

第
３

学
年

 

原
則
と
し
て
最
終
学
年

（
小
６
、
中
３
）

目
的
及
び
実
施
計
画
の
策
定
に

記
述
さ
れ
た
内
容
等
に
照
ら
し

て
、
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、

十
分
に
調
査
研
究
し
た
上
で
選

定
す
る
。

※
費

用
に

つ
い

て
は

、
1
1
万

円
程

度
で

実
施

す
る

よ
う

指
導

し
て

い
る

。
年

度
当

初
、

各
地

区
校

長
会

、
教

頭
会

で
指

示
済

み
。

秋 田 県

　
　
　
各
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立

中
目
的
達
成
の
た
め
の
必
要

最
小
限
度
の
額

原
則
と
し
て
全
員
参
加

規
定
な
し

3
0
人
に
つ
き
1
名
＋
1
名
＋
責
任
者
1
名

高
４
泊
５
日
以
内

在
学
中
1
回

特 別 支 援

学 校
各
部
の
日
程
等
に
応
じ
た

適
切
な
額

最
終
学
年
又
は

そ
の
前
年

原
則
と
し
て
全
員
参
加

規
定
な
し

生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
な
数
(
養
護
教
諭
ま
た
は
こ
れ

に
代
わ
る
者
を
含
め
る
)
＋
責
任
者
1
名

山 形 県

規
定
な
し
(
保
護
者
の
過
重

負
担
を
避
け
る
)

規
定
な
し

原
則
、
全
員
参
加

規
定
な
し

規
定
な
し

航
空
機
利
用
付
帯
条
件
な
し
。

高
４
泊
５
日
以
内

国
内

内
陸

地
方

 
9
5
,
0
0
0
円

を
目

安
庄

内
地

方
 
9
8
,
0
0
0
円

を
目

安
海

外
　

　
1
2
0
,
0
0
0
円

を
目

安

特 別 支 援

学 校
規
定
な
し
(
保
護
者
の
過
重

負
担
を
避
け
る
)

〃
〃

〃
〃

福 島 県

　
　
規
定
な
し

市
町

村
教

育
委

員
会

に
修

学
旅

行
実

施
届

け
を

提
出

す
る

県
立

中
1
～
3
学
級
/
学
級
数
＋
2
名
　
4
～
7
学
級
/
学
級
数
＋
3
名

8
学
級
以
上
/
学
級
数
＋
4
名

高
４
泊
５
日
以
内

保
護
者
の
負
担
過
重
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る

規
定
な
し

原
則
と
し
て
全
員
参
加

限
定
し
な
い

1
～

3
学

級
/
学

級
数

＋
2
名

　
4
～

7
学

級
/
学

級
数

＋
3
名

8
学

級
以

上
/
学

級
数

＋
4
名

実
施
2
ヶ
月
前
ま
で
に
修
学
旅
行
実
施
届
を
教
育
長

に
提
出
す
る
。

参
加
人
数
÷
3
0
名
＋
2
名

特 別 支 援 学 校

〃
〃

規
定
な
し

原
則
と
し
て
参
加
児
童
生
徒
の
3
分
の
2
で
小
数
第
１
位

を
切
り
上
げ
た
人
数
以
内
、
重
複
障
が
い
学
級
(
訪
問
学

級
を
含
む
)
に
つ
い
て
は
、
参
加
児
童
生
徒
数
に
3
人
を

加
え
た
人
数
以
内

実
施
2
ヶ
月
前
ま
で
に
修
学
旅
行
実
施
届
を
教
育
長

に
提
出
す
る
。
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
て
保
護
者

の
付
添
い
有
り
。

茨 城 県

保
護
者
の
過
重
な
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
留
意
す

る
。

保
護
者
の
理
解
と
協
力

を
得
て
原
則
と
し
て
全

員
が
参
加
で
き
る
よ
う

計
画
す
る
。

当
該
学
年
の
学
級
数
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
に
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
必

要
と
認
め
ら
れ
る
人
数
を
加
え
る
。

　
全
体
の
責
任
者
と
し
て
、
校
長
又
は
校
長
の
指
定
す
る
教
員
が
参
加
す

る
と
と
も
に
、
養
護
教
諭
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
教
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

高
４
泊
５
日
以
内

極
力
節
約
を
図
り
、
保
護

者
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
。

当
該
学
年
在
籍
生
徒
数

の
大
多
数
が
参
加
で
き

る
も
の

日
本
国
内
全
域

お
お
む
ね
参
加
生
徒
3
0
人
に
つ
き
1
人
の
割
合

特 別 支 援

学 校
保

護
者

の
過

重
な

負
担

と
な

ら
な

い
よ

う
に

す
る

。
最

終
学

年
又

は
そ

の
前

学
年

当
該

学
年

在
籍

生
徒

数
の

大
多

数
が

参
加

で
き

る
も

の
お

お
む

ね
参

加
児

童
生

徒
2
人

に
1
人

の
割

合
小

・
中

・
高

等
学

校
に

そ
れ

ぞ
れ

準
じ

る

栃 木 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立

中
４

泊
５

日
以

内
(
1
1
0
時

間
）

以
内

保
護

者
の

経
済

的
負

担
に

つ
い

て
特

に
配

慮
し

、
適

正
な

額
と

す
る

。
経

費
の

上
限

に
つ

い
て

は
教

育
委

員
会

が
別

に
指

示
す

る
。

第
２

学
年

又
は

第
３

学
年

原
則
と
し
て
全
員
参
加

規
定
な
し

生
徒

2
0
名

に
対

し
1
名

以
上

＋
校

長
ま

た
は

教
頭

＋
養

護
教

諭
高 特 別 支 援 学 校

〃
規
定
な
し

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
況
等
に
応
じ
た
適
正
な
数
と
す
る
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日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

中
普

２
泊
３
日
以
内

規
定
な
し

原
則
と
し
て
第
３
学
年

在
籍
数
の
9
0
％
以
上

規
定
な
し

小
１
泊
２
日
以
内

規
定
な
し

６
年

中
２
泊
３
日
以
内

〃
３
年

高

小
普

１
泊
２
日
以
内

中
：
7
2
時
間
の
範
囲
で
車
中
泊
1
泊
増
可

２
泊
３
日
以
内

(
7
2
時
間
以
内
)

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

中
２
泊
３
日
以
内

(
7
2
時
間
以
内
)

高
４
泊
５
日
以
内

(
1
2
0
時
間
以
内
)

9
5
,
0
0
0
円
以
内

北
海
道
、
本
州
、

四
国
、
九
州
、
沖
縄

小
普

中
普 普

8
0
％
以
上

定
7
0
％
以
上

小
１

泊
２

日
以

内
2
5
,
0
0
0
円

（
消

費
税

含
）

中
２

泊
３

日
以

内
5
6
,
0
0
0
円

（
消

費
税

含
）

高
３

泊
４

日
以

内
1
0
5
,
0
0
0
円

（
消

費
税

含
）

規
定
な
し

(
1
)
１

学
級

に
対

し
て

1
名

な
い

し
2
名

の
引

率
と

す
る

。
 
 
 
た

だ
し

、
1
学

級
で

実
施

す
る

場
合

及
び

海
外

修
学

 
 
 
旅

行
を

実
施

す
る

場
合

は
、

そ
の

合
計

人
数

に
1
名

 
 
 
を

加
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

［
航

空
機

利
用

］
1
.
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
交

通
手

段
と

し
て

 
 
必

要
が

あ
る

場
合

。
2
.
参

加
生

徒
及

び
保

護
者

の
同

意
が

得
ら

れ
て

 
 
い

る
こ

と
。

3
.
緊

急
事

態
に

十
分

対
応

で
き

る
方

策
が

講
じ

 
 
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

群 馬 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

中
等

教
育

学
校

（
前

期
課

程
）

規
定
な
し

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

高
等
学
校
の
基
準
を
準
用
す
る

高

全

４
泊
５
日
以
内

 
(
1
2
0
時
間
以
内
)

方
面
別
標
準
経
費
を
示
し

て
指
導

原
則
と
し
て
第
２
学
年

以
上

在
籍
数
の
8
0
％
以
上

(
2
)
宿

泊
を

要
す

る
修

学
旅

行
に

あ
っ

て
は

、
引

率
責

任
 
 
 
者

は
原

則
と

し
て

校
長

、
副

校
長

又
は

教
頭

と
し

、
 
 
 
上

記
引

率
者

の
数

の
枠

外
と

す
る

。
定

原
則
と
し
て
第
３
学
年

以
上

在
籍
数
の
7
0
％
以
上

規
定
な
し

(
3
)
養

護
教

諭
又

は
養

護
助

教
諭

が
同

行
す

る
場

合
及

び
 
 
 
特

別
支

援
学

校
に

お
け

る
修

学
旅

行
で

重
度

障
害

の
 
 
 
児

童
生

徒
が

参
加

す
る

た
め

、
特

に
必

要
と

さ
れ

る
 
 
 
場

合
の

教
職

員
は

、
(
1
)
の

数
に

含
ま

な
い

も
の

と
　

 
す

る
。

(
4
)
教

育
長

は
、

特
に

必
要

と
認

め
る

と
き

は
、

(
1
)
～

 
 
 
(
3
)
と

は
別

に
定

め
る

人
数

を
加

え
る

こ
と

が
で

き
 
 
 
る

。

特 別 支 援 学 校

在
籍

数
の

9
0
％

以
上

（
視

覚
・

聴
覚

・
肢

体
・

病
弱

特
別

支
援

学
校

は
7
0
％

以
上

）
規
定
な
し

 

在
籍
数
の
8
0
％
以
上
（
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・
病
弱
特
別
支
援
学
校
は
7
0
％
以
上
）

埼 玉 県

目
的
の
達
成
と
保
護
者
の

負
担
を
考
慮
し
て
適
正
な

額
と
す
る

最
終
学
年
又
は
前
年

8
5
％
を
下
ら
な
い

規
定
な
し

児
童
・
生
徒
1
5
～
3
0
人
に
対
し
教
員
1
名
(
引
率
責
任
者
、
学

校
医
及
び
養
護
担
当
教
員
は
別
枠
)

中
普

県
立

中
中
学
校
の
基
準
を
準
用
す
る

高
４
泊
５
日
以
内

(
1
2
0
時
間
以
内
)

国
内

修
学

旅
行

は
9
5
,
0
0
0

円
、

海
外

修
学

旅
行

は
1
0
0
,
0
0
0
円

（
外

国
語

科
等

設
置

校
等

国
際

交
流

に
特

色
が

あ
る

と
県

教
委

が
認

め
た

学
校

に
つ

い
て

は
1
3
0
,
0
0
0

円
）

以
内

中
高
学
年

7
0
％
を
下
ら
な
い

特 別 支 援

学 校

目
的
の
達
成
と
保
護
者
の

負
担
を
考
慮
し
て
適
正
な

額
と
す
る

最
終
学
年
又
は
前
年

7
0
％
を
下
ら
な
い

規
定
な
し

児
童
・
生
徒
5
人
に
対
し
教
員
1
名
(
引
率
責
任
者
、
学
校
医

及
び
養
護
担
当
教
員
は
別
枠
)

規
定
な
し

学
級
数
×
1
.
5
＋
2

養
護
教
諭
又
は
校
長
の
委
嘱
し
た
保
健
担
当
者
を
含
め
る
こ

と

国
内
及
び
海
外

生
徒
1
5
～
3
0
人
に
対
し
教
員
1
名
(
引
率
責
任
者
、
保
健
責
任

者
は
別
枠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
)

川
口
市
　
生
徒
1
5
～
3
0
人
に
対
し
教
員
1
名

　
　
　
　
（
引
率
責
任
者
、
保
健
責
任
者
は
別
枠
）

航
空
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、

①
参
加
生
徒
及
び
保
護
者
の
同
意
を
得
る
。

②
航
空
機
利
用
に
伴
う
緊
急
事
態
に
つ
い
て
の
対

応
策
を
講
じ
て
お
く
。

中
：

7
2
時

間
の

範
囲

で
車

中
泊

1
泊

増
可

航
空

機
を

利
用

す
る

場
合

は
、

①
参

加
生

徒
及

び
保

護
者

の
同

意
を

得
る

。
②

航
空

機
利

用
に

伴
う

緊
急

事
態

に
つ

い
て

の
対

応
策

を
講

じ
て

お
く

。

規
定
な
し

規
定
な
し

学
級
数
×
1
.
5
＋
2
＋
(
1
)

(
1
)
は
、
8
学
級
以
上
の
み
養
護
教
諭
又
は
校
長
の
委
嘱
し
た

保
健
担
当
者
を
含
め
る
こ
と

千 葉 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県 立 中 学 校 及 び 中 等 教 育 学

校 前 期 課 程 、 高 等 学 校 及 び

中 等 教 育 学 校 後 期 課 程 の 基

準

３
泊
４
日
以
内

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

十
分
考
慮
し
て
、
そ
の
軽

減
に
努
力
す
る
も
の
と
す

る
。

規
定
な
し

8
0
％
以
上

特 別 支 援

学 校
規
定
な
し

原
則
と
し
て
全
員
参
加

規
定
な
し

児
童
生
徒
3
人
に
つ
き
1
人
＋
引
率
責
任
者
を
原
則
と
す
る

航
空
機
利
用
は
前
年
度
中
に
特
別
支
援
教
育
課
と

協
議
す
る
。

高
４
泊
５
日
以
内

1
0
0
,
0
0
0
円
以
内

（
消
費
税
別
）
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日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

中
普 全

第
２

学
年

９
月

以
降

定
第

３
学

年
９

月
以

降

小
日
帰
り

2
0
,
3
0
0
円
以
内

第
６
学
年

〃
規
定
な
し

中
７
２
時
間
以
内

5
4
,
8
0
0
円
以
内

第
３
学
年

〃
規
定
な
し

高
９
６
時
間
以
内

8
5
,
0
0
0
円
以
内

第
２
学
年
９
月
以
降

第
３
学
年

〃
規
定
な
し

小
普

中
普 普

8
0
％
以
上
の
参
加

定
6
0
％
以
上
の
参
加

小 中 高
小

普
中

普 普
２
年
又
は
３
年

定
３
年
又
は
４
年

小
２
泊
３
日
以
内

近
接
都
県

中
３
泊
４
日
以
内

関
東
、
中
部
、
近
畿

高
５
泊
６
日
以
内

国
内
全
域

小
普

１
泊

２
日

以
内

を
原

則
と

す
る

６
年

中
普

２
泊

３
日

以
内

を
原

則
と

す
る

３
年

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

６
年

中
２
泊
３
日
以
内

３
年

高
３
泊
４
日
以
内

３
年

小
普

中
普

１
学

年
､
２

学
年

は
日

帰
り

､
３

学
年

は
２

泊
３

日
以

内
(
車

中
泊

を
含

む
)

２
学

年
は

、
委

員
会

の
承

認
を

得
て

、
宿

泊
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
の

過
重

負
担

に
な

ら
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

在
学

中
１

回
(
宿

泊
を

要
す

る
も

の
)

原
則

、
全

員
参

加
規

定
な

し

５
泊

６
日

以
内

(
車

中
泊

含
む

)

普 定 小 中 高

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て

判
断
す
る

県
立
学
校
：
学
級
数
×
1
.
2
＋
2

公
立
中
学
校
に
準
ず
る

規
定
な
し

東 京 都

　
　
区
市
町
村
教
育
委
員
会
の
基
準
に
よ
る

都
立

中
学

校
及

び
中

等
教

育
学

校
前

期
課

程
各
学
校
の
旅
行
計
画
に
つ
い
て
、
東
京
都
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
実
施
し
て
い
る
。

高 等 学 校 及 び 中 等

教 育 学 校 後 期 課 程

９
６

時
間

以
内

8
6
,
0
0
0
円

以
内

(
税

抜
)

原
則

と
し

て
全

員
参

加
規

定
な

し
規

定
な

し

特 別 支 援

学 校

規
定
な
し

学
校
長
の
判
断
に
よ
る

神 奈 川 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

高
４
泊
５
日
以
内

保
護

者
の

経
済

的
負

担
を

十
分

に
考

慮
し

た
適

切
な

額
在
学
中

教
育
的
見
地
か
ら
慎
重

に
検
討
し
て
選
定

特 別 支

援 学 校

山 梨 県

　
　
　
各
市
町
村
(
組
合
)
教
育
委
員
会
の
修
学
旅
行
・
遠
足
・
そ
の
他
の
校
外
行
事
の
基
準
に
関
す
る
規
則
で
定
め
る

高
５
泊
６
日
以
内

規
定
な
し

1
0
分
の
8
以
上

国
内
全
域

3
0
名
に
つ
き
1
名
以
上
＋
管
理
職

「
航

空
機

利
用

書
」

の
提

出
。

海
外

修
学

旅
行

に
つ

い
て

は
、

別
に

通
知

を
出

し
費

用
、

保
護

者
の

同
意

､
安

全
面

へ
の

配
慮

を
促

し
て

い
る

。

特 別 支

援 学 校
〃

原
則
、
最
高
学
年

1
0
分
の
8
以
上

や
む
を
得
な
い
場
合
は

こ
の
限
り
で
は
な
い

4
名
に
つ
き
1
名
以
上
＋
管
理
職

6
名
に
つ
き
1
名
以
上
＋
管
理
職

長 野 県

家
庭
の
経
済
的
負
担
を
考

慮
し
、
費
用
の
削
減
を
図

る
。

規
定
な
し

小
：
は
な
は
だ
し
く
遠

隔
地
を
避
け
る
。

中
：
規
定
な
し

（
学
級
数
×
2
+
2
）
名

県
立
中
学
校
及
び

中
等
教
育
学
校
前

期
課
程
、
高
等
学

校
及
び
中
等
教
育

学
校
後
期
課
程

規
定
な
し

（
学
級
数
×
2
+
2
）
名

高
３
泊
４
日
以
内
を
原
則
と

す
る

家
庭

の
経

済
的

負
担

を
考

慮
し

、
費

用
の

削
減

を
図

る
。

高
：

費
用

は
1
1
万

円
を

上
限

と
す

る
。

最
高
学
年
あ
る
い
は
そ

の
前
学
年
(
後
期
)

〃
規
定
な
し

2
0
～
3
0
人
に
つ
き
1
名

特 別 支 援 学

校 (養 護 )

〃
高
：
航
空
機
利
用
は
、
実
施
2
ヶ
月
前
ま
で
に
提
出

す
る
「
修
学
旅
行
実
施
計
画
書
」
に
「
航
空
機
利

用
計
画
」
を
記
載
し
て
お
く
こ
と
。

新 潟 県

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立
中
学
校
及

び
中
等
教
育
学

校
（
前
期
課

程
）

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

保
護
者
の
過
重
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

在
学
中
１
回

原
則
、
全
員
参
加

1
学
級
に
つ
き
3
人
、
1
学
級
増
す
ご
と
に
1
～
2
人
増

航
空
機
利
用
の
場
合
、
経
費
は
航
空
機
を
利
用
し

な
い
場
合
と
同
程
度

高
５

泊
６

日
以

内
(
車

中
泊

含
む

)

特 別 支

援 学 校
小
、
中
、
高
等
学
校
に
準
拠

1
学
級
に
つ
き
5
名
、
1
学
級
増
す
ご
と
に
1
名
又
は
2
名
増
、

基
準
表
（
略
）
に
よ
る

小
、
中
、
高
等
学
校
に
準
拠
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日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

規
定
な
し

規
定
な
し

規
定
な
し

規
定
な
し

規
定
な
し

市
町
村
教
育
委
員
会
に
一
任
。

中
普

３
泊
４
日
以
内

規
定

な
し

最
上
学
年
も
し
く
は
そ

の
前
の
学
年

原
則
と
し
て
全
員
参
加

規
定
な
し

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

中
３
泊
４
日
以
内

中
学
部
…
中
学
校
修
学
旅
行
実
施
基
準
に
準
ず
る

高
４
泊
５
日
以
内

高
等
部
…
高
等
学
校
修
学
旅
行
実
施
基
準
に
準
ず

る

小
普

原
則
と
し
て
宿
泊
を
要
す

る
場
所
は
実
施
し
な
い
こ

と

積
立
金
に
よ
る
こ
と
を
原

則
と
す
る

最
上
学
年
又
は
そ
の
前

学
年
 
(
前
学
年
と
の
合

同
も
可
)

8
0
％
以
上

県
内

中
普

３
泊
４
日
以
内

〃
最
上
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

〃
規
定
な
し

普 定 小
原
則
と
し
て
宿
泊
を
要
す

る
場
所
は
実
施
し
な
い
こ

と
〃

最
上
学
年
又
は
そ
の
前

学
年
(
前
学
年
と
の
合
同

も
可
)

〃
県
内

中
３
泊
４
日
以
内

〃
最
上
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

〃
規
定
な
し

高
４
泊
５
日
以
内

〃
〃

〃
〃

高
等
学
校
に
同
じ
。

小
普

中
普 普

 

定 小
３
４
時
間
以
内

６
年
又
は
５
、
６
年

規
定
な
し

 

中
５
８
時
間
以
内

３
年
又
は
２
、
３
年

規
定
な
し

 

高
８
２
時
間
以
内

最
上
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

規
定
な
し

 

小
普

１
泊
以
内

中
普

原
則
と
し
て
２
泊
３
日

以
内

普
 

定 小
１
泊
以
内

 

中
原
則
と
し
て
２
泊
３
日

以
内

高
原
則
と
し
て
３
泊
４
日

以
内

富 山 県

規
定
な
し

3
0
名
に
つ
き
1
名
＋
校
長
(
又
は
教
頭
)
＋
養
護
教
諭
＋
学
年

主
任
＋
生
徒
指
導
主
事

特
別
支
援
学
級
の
生
徒
が
参
加
す
る
場
合
は
特
別

支
援
学
級
担
任
が
参
加
す
る

高
４
泊
５
日
以
内

過
重
と
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
す
る
こ
と

規
定
な
し

規
定
な
し

〃
6
0
人
ま
で
は
2
名
と
す
る
。
超
過
す
る
人
数
3
0
人
に
つ
き
1
名

増
可
。
養
護
教
諭
1
名
増
可
。

特 別 支 援 学 校

過
重
と
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
す
る
こ
と

〃
〃

〃
障
害
の
状
態
、
日
程
、
参
加
者
数
に
応
じ
て

石 川 県

児
童
、
生
徒
3
0
人
ま
で
は
2
名
、
さ
ら
に
3
0
名
増
す
ご
と
に
1

名
を
加
え
た
数
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
所
属
長
が
必
要
と

認
め
る
場
合
は
、
2
名
を
限
度
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る

障
が
い
児
学
級
の
引
率
教
員
数
は
5
人
に
つ
き

１
名
。

県
立

中
市
町
立
中
学
校
の
基
準
に
準
ず
る

高
４
泊
５
日
以
内

積
立
金
に
よ
る
こ
と
を
原

則
と
す
る

最
上
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

8
0
％
以
上

規
定
な
し

児
童
、
生
徒
3
0
人
ま
で
は
2
名
、
さ
ら
に
3
0
名
増
す
ご
と
に
1

名
を
加
え
た
数
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
所
属
長
が
必
要
と

認
め
る
場
合
は
、
2
名
を
限
度
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る

海
外
修
学
旅
行
に
あ
っ
て
は
、
県
教
委
と
学
校
指

導
課
と
協
議
の
上
、
さ
ら
に
2
名
を
限
度
と
し
て
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
海
外
修
学
旅

行
の
引
率
責
任
者
は
原
則
と
し
て
学
校
長
と
す

る
。

特 別 支 援 学 校

児
童
・
生
徒
数
5
人
に
つ
き
1
人
を
基
準
と
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
重
度
・
重
複
障
が
い
の
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る

上
で
必
要
な
最
小
限
度
の
数
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る

福 井 県

　
　
　
各
市
町
村
教
育
委
員
会
の
判
断
と
す
る
。
県
立
高
志
中
学
校
は
県
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る
。

高
１
１
０
時
間
以
内

必
要
最
小
限
の
額

最
上
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

原
則
と
し
て
全
員
参
加

規
定
な
し

少
な
く
と
も
2
名
以
上
と
す
る
。
生
徒
3
0
人
に
つ
き
1
名
を
標

準
。

特 別 支 援 学 校

家
庭
の
経
済
的
負
担
を
考

慮
し
た
額

〃
盲
・
ろ
う
学
校
、
4
人
に
つ
き
1
名
。

特
別
支
援
学
校
、
3
人
に
つ
き
1
名
。

岐 阜 県

規
定
な
し

規
定
な
し

原
則
全
員
参
加

規
定
な
し

児
童

2
0
人

に
つ

き
1
名

＋
責

任
者

分
校

参
加

は
教

員
1
名

増

特 別 支 援 学 校

規
定
な
し

〃
〃

特
別
支
援
学
級
は
普
通
学
級
に
同
じ

引
率
者
は
担
任
1
名
＋
教
員
1
名

生
徒
2
5
人
に
つ
き
1
名
＋
責
任
者
１
名

高
原
則
と
し
て
３
泊
４
日

以
内

必
要
最
小
限
度
の
額
と
す

る
〃

〃
教
育
的
見
地
に
立
ち
、
ね
ら
い
が
十
分
に

達
成
で
き
る
よ
う
な
目
的
地

生
徒
3
0
人
に
つ
き
1
人

別
に
責
任
者
2
人

〃
5
人
に
つ
き
責
任
者
･
教
員
・
寄
宿
舎
指
導
員
各
1
名

－65－

［　国内修学旅行実施基準概要　］



 
日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

規
定
な
し

規
定
な
し

規
定
な
し

中
普

〃
〃

〃

規
定
な
し

規
定
な
し

計
画
・
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
保
護
者
に
内
容
等

に
つ
い
て
説
明
し
、
十
分
な
理
解
・
同
意
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

６
学
年
が
原
則

中
２
泊
３
日
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

小
普

１
泊
２
日
以
内

郷
土
を
中
心
と
し
た
近

隣
府
県

中
普

２
泊
３
日
以
内

限
定
し
な
い

普
３
年
又
は
２
年

定
４
年
又
は
３
年

小
１
泊
２
日
以
内

小
学
校
に
準
ず
る

近
隣
府
県
の
範
囲

小
普

中
普 普 定 小

１
泊
２
日
以
内

3
4
,
7
0
0
円
以
内

中
２
泊
３
日
以
内

5
9
,
8
0
0
円
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

6
9
,
2
0
0
円
以
内

小
普

中
普

３
泊
４
日
以
内

県
教
育
委
員
会
が
年
度
当

初
に
、
次
年
度
実
施
の
基

準
額
を
示
す

最
上
学
年
又
は
前
学
年

―
―

普 定 小
１
泊
２
日

2
1
,
0
0
0
円
程
度

 

中
３
泊
４
日
以
内

5
6
,
0
0
0
円
程
度

２
泊
３
日
が
主
流
。

高
４
泊
５
日
以
内

9
1
,
0
0
0
円
程
度

航
空
機
利
用
3
泊
4
日
以
内
、
特
例
的
認
可
。

3
泊
4
日
が
主
流
。

小
普

６
年

中
普

２
、
３
年

原
則
と
し
て
４
泊
５
日

以
内

学
校

行
事

と
し

て
の

教
育

活
動

の
意

義
を

考
え

､
保

護
者

の
経

済
的

負
担

等
に

十
分

配
慮

し
決

定

規
定
な
し

実
施
の
１
年
前
ま
で
に

教
育
長
に
計
画
書
を
提

出
し
協
議
す
る

規
定
な
し

―

普 定 小
小
学
校
に
準
拠

中
中
学
校
に
準
拠

高
高
等
学
校
に
準
拠

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

考
慮
し
て
、
各
学
校
が
定

め
る
適
正
な
額

原
則
と
し
て
、
当
該
学

年
生
徒
全
員
と
す
る
。

航
空
機
利
用
は
保
護
者
の
理
解
・
同
意
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。

―

い
た
ず
ら
に
遠
隔
地
を

選
ぶ
こ
と
な
く
、
学
習

目
的
に
即
応
し
た
適
地

を
精
選

校
長
・
教
頭
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
責
任
者
の
ほ
か
当
該
学
年

の
学
級
担
任
及
び
養
護
教
諭
等

市
町
な
ど
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

静 岡 県

１
泊
２
日
～
３
泊
４
日

程
度

身
体
的
な
理
由
等
で
参

加
困
難
な
者
以
外
は
全

員
参
加

原
則
と
し
て
１
学
級
２
人
以
内

目
的
を
踏
ま
え
、
学
校
・
学
科
の
特
色
や

実
態
及
び
日
常
の
学
習
活
動
と
の
関
連
を

十
分
考
慮
す
る
。

特 別 支 援

学 校

前
年

度
の

県
立

特
別

支
援

学
校

の
学

部
別

平
均

額
を

参
考

と
す

る
。

た
だ

し
、

保
護

者
の

負
担

を
考

慮
し

費
用

の
削

減
を

図
る

。

原
則
と
し
て
、
当
該
学

年
生
徒
全
員
と
す
る
。

特
別
支
援
学
級
は
普
通
学
級
に
同
じ

県
立

中
目
的
を
踏
ま
え
、
学
校
の
特
色
や
日
常
の

学
習
活
動
と
の
関
連
を
十
分
考
慮
し
て
決

定
す
る
。

原
則
と
し
て
、
１
学
級
に
つ
き
教
員
２

人
＋
養
護
教
諭
(
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

教
員
)
１
人
＋
責
任
者
(
校
長
、
教
頭
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
教
員
)
１
人

高
規
定
な
し

規
定
な
し

目
的

地
や

見
学

場
所

は
､
日

常
の

学
習

活
動

と
の

関
連

及
び

児
童

生
徒

の
障

害
の

実
態

を
考

慮
し

､
修

学
旅

行
を

通
し

て
効

果
的

な
体

験
学

習
や

情
操

教
育

等
が

深
め

ら
れ

る
よ

う
､
十

分
検

討
の

上
選

定
す

る
。

当
該
学
年
の
担
当
教
員
＋
養
護
教
諭

(
こ
れ
に
準
ず
る
者
)
＋
責
任
者
(
管
理

職
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
)

活
動
内
容
や
日
程
・
移
動
等
の
計
画
の
際
は
児
童

生
徒
の
障
害
に
配
慮
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

航
空
機
の
利
用
は
高
等
部
に
限
り
、
安
全
対
策
を

万
全
に
す
る
。

３
学
年
又
は
２
学
年
９

月
以
降

愛 知 県

保
護
者
の
負
担
を
考
え
て

そ
の
軽
減
に
つ
と
め
る

最
上
学
年

全
員
参
加
を
た
て
ま
え

と
す
る

責
任

者
１

名
。

右
の

区
分

に
よ

る
教

員
数

を
標

準
と

す
る

。
ほ

か
保

健
担

当
者

１
名

を
加

え
る

こ
と

が
で

き
る

1
学
級
2
名
 
2
学
級
3
名
　
3
学
級
4
名
　
4
学
級
5
名
　
※
1
5
1
名
以
上
は
6
名
　
5
学
級
6
名

※
1
8
1
名
以
上
は
7
名
　
　
6
学
級
7
名
　
※
2
1
1
名
以
上
は
8
名

1
学
級
3
名
 
2
学
級
4
名
　
3
学
級
6
名
　
4
学
級
7
名
 
5
学
級
9
名
 
6
学
級
1
0
名
　
7
学
級
1
2
名

8
学
級
1
3
名
 
9
学
級
1
5
名
　
1
0
学
級
1
6
名
　
1
1
学
級
1
8
名

高
国
内
３
泊
４
日
以
内

上
限
8
0
,
0
0
0
円
程
度
（
消

費
税
を
含
む
）

原
則
、
全
員
参
加
(
8
0
％

以
上
)

限
定
し
な
い

1
学
級
3
名
 
2
学
級
4
名
 
3
学
級
6
名
　
4
学
級
7
名
 
5
学
級
9
名
 
6
学
級
1
0
名
 
7
学
級
1
2
名

8
学
級
1
3
名
 
9
学
級
1
5
名
　
1
0
学
級
1
6
名

特 別 支 援 学 校

原
則
、
最
上
学
年

原
則
と
し
て
全
員
参
加

児
童
生
徒

　
＋

責
任

者
1
名

＋
保

　
健

担
当

者
1
名

重
度
・
重
複
障
が
い
の
児
童
生
徒
参
加
の
場
合
、

そ
の
事
情
を
勘
案
し
て
引
率
教
員
数
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
。

中
２
泊
３
日
以
内

中
学
校
に
準
ず
る

中
部
、
近
畿
、
関
東
地

方
の
範
囲

小
：
盲
･
知
･
肢
･
病
3
人
、
聾
4
人

中
：
盲
･
知
･
肢
･
病
4
人
、
聾
5
人

高
３
泊
４
日
以
内

高
等
学
校
に
準
ず
る

限
定
し
な
い

高
：
盲
･
知
･
肢
･
病
4
人
、
聾
6
人

上
記
の
児
童
生
徒
数
に
つ
き
引
率
者
1
名

三 重 県

高
―

規
定
な
し

三
重

県
立

学
校

修
学

旅
行

等
実

施
要

綱
に

よ
る

三
重

県
立

学
校

修
学

旅
行

等
実

施
要

綱
に

よ
る

＜
高
等
学
校
＞

旅
行
費
用
に
つ
い
て
は
、
目
的
の
達
成
と
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
た
適
正
な
額
を
、
校
長

が
定
め
る
。

特 別 支

援 学 校
〃

〃

滋 賀 県

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
が
定
め
る
基
準

県
立

中

1
.
5
～
2
人
(
１
ク
ラ
ス
)
を
も
と
に
、
学
校
の
実
態
、
旅
行
の

形
態
等
を
考
慮
す
る
。

航
空
機
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
同
意
を

得
て
い
る
こ
と
。

高
４
泊
５
日
以
内

県
教
育
委
員
会
が
年
度
当

初
に
、
次
年
度
実
施
の
基

準
額
を
示
す

最
上
学
年
又
は
前
学
年

原
則
、
全
員
参
加

規
定
な
し

特 別 支 援

学 校
最
上
学
年
又
は
前
学
年

原
則
、
全
員
参
加

規
定
な
し

参
加
児
童
生
徒
3
人
に
つ
き
教
職
員
1
人
と
す
る
。
た
だ
し
、

参
加
児
童
生
徒
が
3
人
以
下
の
場
合
も
少
な
く
と
も
2
人
と
す

る
。
な
お
、
重
度
の
障
害
児
童
生
徒
の
場
合
に
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

京 都 府

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
ご
と
に
実
施

規
定
な
し

全
員
参
加

規
定
な
し

規
定
な
し

（
概
ね
管
理
職
＋
担
任
＋
養
護
教
諭
ま
た
は
こ
れ
に
か
わ
る

者
＋
α
）

特
別
支
援
学
級
は
普
通
学
級
に
準
ず
る
。
引
率
教

職
員
数
は
児
童
生
徒
の
実
態
に
よ
る
。

府
立

中
―

高
原
則
と
し
て
４
泊
５
日

以
内

保
護

者
の

負
担

が
過

重
に

な
ら

な
い

範
囲

規
定
な
し

届
出
事
項

規
定
な
し

―
―

特 別 支 援

学 校
規
定
な
し

人
数
は
児
童
生
徒
の
実
態
に
よ
る
＋
管
理
職
＋
養
護
教
諭
＋

必
要
に
応
じ
て
看
護
師
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日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

中
普 普

第
２
学
年
以
降

定
４
年
課
程
第
３
学
年

以
降

小
１
泊
２
日
以
内

中
３
泊
４
日
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

第
２
学
年
以
降

小
普

 

中
普

 

高
等
学
校
の
基
準
に
準
拠

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

2
0
,
0
0
0
円

中
２
泊
３
日
以
内

4
7
,
0
0
0
円

高
４
泊
５
日
以
内

8
0
,
0
0
0
円

小
普

中
普 普

 

定 小
１
泊
２
日

2
0
,
0
0
0
円
以
内

(
消
費
税
は
別
)

 

中
２
泊
３
日
(
上
限
)

5
0
,
0
0
0
円
以
内

(
消
費
税
は
別
)

 

高
４
泊
５
日
(
上
限
)

8
0
,
0
0
0
円
以
内

(
消
費
税
は
別
)

 

小
普

中
普

３
泊
４
日
以
内

規
定
な
し

規
定
な
し

規
定
な
し

規
定
な
し

普 定 小
小
学
校
に
準
拠

中
中
学
校
に
準
拠

高
高
校
に
準
拠

小
普

中
普 普

 

定 小
１
泊
２
日
以
内

〃
〃

全
員
参
加
を
原
則
と
す

る
〃

中
２
泊
３
日
以
内

〃
〃

〃
〃

高
４
泊
５
日
以
内

〃
〃

〃
〃

大 阪 府

　
　
　
府
教
育
委
員
会
・
市
町
村
教
育
委
員
会
ご
と
に
定
め
る

高
４
泊
５
日
以
内

規
定
な
し

原
則
と
し
て
、
全
員
参

加
規
定
な
し

規
定
な
し

・
費
用
は
、
保
護
者
の
過
重
負
担
を
避
け
る
。

・
修
学
旅
行
費
用
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
通
知
文

 
 
に
留
意
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

特 別 支 援

学 校
規
定
な
し

最
終
学
年

〃
〃

〃

兵 庫 県 （ 市 町 立 中 学 校 、 市 立 高 等 学 校 、 公 立

特 別 支 援 学 校 分 ）

　
　
　
　
各
市
町
組
合
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

中
等
教
育
学
校

後
期
課
程

高
6
泊
7
日
以
内

☆
海
外
も
同
じ

8
0
,
0
0
0
円
程
度

海
外
は
3
割
増
程
度

規
定
な
し

規
定
な
し

規
定
な
し

海
外
も
認
め
る

全
日
制
（
参
加
生
徒
2
5
名
に
つ
き
1
名
）

定
時
制
・
通
信
制
（
参
加
生
徒
2
0
名
に
つ
き
1
名
）

高
：
航
空
機
の
利
用
を
認
め
る
、
夜
行
バ
ス
の
利

用
は
避
け
る
。

特 別 支 援 学 校

規
定
な
し

小
・
中
・
高
：

原
則
と
し
て
全
員
参
加

海
外
へ
の
申
請
は
高
等

部
に
限
る

原
則

と
し

て
、

視
覚

特
別

支
援

学
校

に
あ

っ
て

は
、

両
目

の
視

力
の

和
が

0
.
0
1
以

下
の

児
童

生
徒

2
名

に
つ

き
1
名

、
そ

の
他

の
児

童
生

徒
4
名

に
つ

き
1
名

と
す

る
。

聴
覚

特
別

支
援

学
校

に
あ

っ
て

は
、

児
童

生
徒

4
名

に
つ

き
1
名

と
し

、
そ

の
他

特
別

支
援

学
校

に
あ

っ
て

は
児

童
生

徒
3
名

に
つ

き
1
名

と
す

る
。

所
要
期
間
は
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
十
分
配
慮

し
、
所
要
経
費
に
つ
い
て
は
保
護
者
の
過
重
な
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

夜
行
バ
ス
の
利
用
は
避
け
る
。

奈 良 県

　
　
　
各
市
町
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て
指
導

高
４
泊
５
日
(
上
限
)

8
0
,
0
0
0
円
以
内

(
消
費
税
は
別
)

規
定
な
し

原
則
、
全
員
参
加

規
定
な
し

規
定
な
し

特 別 支 援 学 校

和 歌 山 県

　
　
　
　
設
置
す
る
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る
。

特
に
規
定
な
し

県
立

中
特
に
規
定
な
し

高
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

特 別 支 援

学 校
各
校
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
十
分
考
慮
し
て
定
め
る

〃

小
学

校
・

中
学

校
・

高
校

に
準

拠
。

各
校

の
児

童
生

徒
の

実
態

を
十

分
考

慮
し

て
定

め
る

〃
 

４
泊
５
日
以
内

7
4
,
0
0
0
円
を
上
限
と
す
る

〃

鳥 取 県

　
　
　
　
各
市
町
村
教
育
委
員
会
で
定
め
る
基
準

高
４
泊
５
日
以
内

保
護
者
の
負
担
過
重
と
な

ら
な
い
よ
う
必
要
最
小
限

度
と
す
る

最
終
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

大
多
数
の
生
徒
が
参
加

す
る
も
の
と
す
る

規
定
な
し

1
学
級
に
つ
き
2
名
を
基
準
と
す
る
。
た
だ
し
、
1
学
級
の
場

合
は
4
名
、
2
学
級
の
場
合
は
5
名
と
す
る
。

特 別 支 援 学 校

養
護
学
校
の
場
合
、
小
学
部
、
中
学
部
お
よ
び
高
等
部
は
、
2
名
に
つ
き
1
名
を
原
則
と
す
る
(
重
度
・
重
複
障
が
い

の
児
童
・
生
徒
を
含
む
場
合
に
は
、
当
該
児
童
・
生
徒
1
名
に
つ
き
1
名
)
。
盲
・
聾
学
校
の
場
合
、
小
学
部
は
6
名

ま
で
は
2
名
、
6
名
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
人
員
を
3
で
除
し
た
数
を
加
え
る
。
中
学
部
は
8
名
ま
で
は
2

名
、
8
名
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
人
員
を
4
で
除
し
た
数
を
加
え
る
。
高
等
部
は
1
0
名
ま
で
は
2
名
と
す

る
。
1
0
名
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
人
員
を
5
で
除
し
た
数
を
加
え
る
。
い
ず
れ
も
1
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
場
合
は
切
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
小
学
部
、
中
学
部
及
び
高
等
部
に
お
い
て
、
重
度
・
重
複
障
が
い
の
児
童
・

生
徒
を
含
む
場
合
に
は
、
当
該
児
童
・
生
徒
1
名
に
つ
き
1
名
と
す
る
。
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日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

中
普 普 定 小

１
泊
２
日

中
３
泊
４
日
以
内

高
５
泊
６
日
以
内

小
普

中
普 普 定 小

１
泊
２
日
以
内

中
２
泊
３
日
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

※
海
外
は
５
泊
６
日
以
内

卒
業
学
年
又
は
そ
の
前

学
年

小
普

中
普

３
泊
４
日
以
内

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

中
３
泊
４
日
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

小
普

中
普

２
泊
３
日
以
内

4
0
,
0
0
0
円
程
度

定
め
は
な
い
が
実
態
と

し
て
３
年

全
員
参
加
が
望
ま
し
い

関
西
以
西

定
実
態
と
し
て
３
、
４
年

小
１
泊
２
日
以
内

1
8
,
0
0
0
円
程
度

実
態
と
し
て
６
年

全
員
参
加
が
望
ま
し
い

隣
接
県
程
度

 

中
２
泊
３
日
以
内

4
0
,
0
0
0
円
程
度

実
態
と
し
て
３
年

全
員
参
加
が
望
ま
し
い

関
西
以
西

 

高
５
泊
６
日
以
内

目
的
に
必
要
と
さ
れ
る
適

正
な
額

実
態
と
し
て
２
、
３
年

8
0
％
以
上

特
に
定
め
な
い

 

小
普

中
普

３
泊
４
日
を
標
準

経
費
の
節
減
に
努
力
す
る

こ
と

規
定
な
し

普 定
事
情
に
応
じ
て
考
慮

小
１
泊
２
日
を
標
準

中
３
泊
４
日
を
標
準

高
４
泊
５
日
を
標
準

島 根 県

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
で
定
め
る
基
準

高
５
泊
６
日
以
内

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

考
慮
す
る

２
、
３
年
が
望
ま
し
い

原
則
全
員
参
加

規
定
な
し

3
0
人
に
つ
き
2
名
、
3
0
人
増
す
ご
と
に
1
名
増
を
原
則
と
す
る

特 別 支 援

学 校
〃

 
〃

〃
緊
急
事
態
を
想
定
し
て
対
応
で
き
る
体
制
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
各
校
で
適
切
に
定
め
る
。

岡 山 県

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準

　
　
　
　
（
県
立
中
学
校
は
県
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
）

１
箇
学
年
１
学
級
の
時
3
0
人
に
つ
き
3
名
、
3
0
人
を
超
え
れ

ば
4
名
、
１
箇
学
年
2
学
級
以
上
の
時
2
学
級
5
～
6
名
、
3
学
級

7
名
、
4
学
級
9
名
、
以
下
1
学
級
増
す
ご
と
に
1
名
増

高
４
泊
５
日
以
内

※
海
外
は
５
泊
６
日
以
内

保
護
者
の
負
担
過
重
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る

２
年
又
は
３
年

８
０
％
以
上
の
参
加

3
0
人
ま
で
3
名
、
1
～
2
5
人
増
す
ご

と
に
１
名
増
と
す
る

新
た
に
航
空
機
を
利
用
す
る
場
合
､
海
外
で
実
施
す
る
場
合
､
目
的
地
を
変
更

す
る
場
合
は
､
県
教
委
と
事
前
に
協
議
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

特 別 支 援

学 校
〃

原
則
と
し
て
卒
業
学
年

〃
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
応
じ
る

広 島 県

　
　
　
　
市
町
教
育
委
員
会
の
実
施
基
準
に
よ
る

県
立
中

保
護
者
負
担
を
配
慮
し
た

適
切
な
額
と
す
る
。

最
終
学
年
又
は
そ
の
前

年
ま
で
と
す
る
。

全
員

参
加

を
原

則
と

し
、

参
加

率
は

少
な

く
と

も
9
0
％

程
度

以
上

と
す

る
。

(
定

時
制

、
通

信
制

は
別

途
考

慮
)

規
定
な
し

学
級
数
×
2
名
＋
引
率
責
任
者
1
名
を
加
え
た
数
以
内
と
す

る
。
（
救
急
看
護
、
保
健
衛
生
の
担
当
者
を
含
む
）

高
４
泊
５
日
以
内

特 別 支 援

学 校
〃

〃
別
途
考
慮

〃
別
途
考
慮

山 口 県

　
　
　
　
市
町
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準

県
立

中
学

校
及

び
中

等
教

育
学

校
前

期
課

程
高
等
学
校
に
同
じ

高 等 学 校 及 び 中

等 教 育 学 校 後 期

課 程

普
５
泊
６
日
以
内

目
的
に
必
要
と
さ
れ
る
適

正
な
額

定
め
は
な
い
が
、
実
態

と
し
て
２
年

8
0
％
以
上

特
に
定
め
な
い

3
0
人
ま
で
は
2
名
、
3
0
人
を
超
え
る
と
き
は
（
生
徒
数
-
3
0
)

÷
3
0
＋
2
に
よ
り
算
出
し
た
人
数
（
1
人
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
1
人
に
切
り
上
げ
る
）
。
た
だ
し
、
特
殊
事
情
は

考
慮
す
る

特 別 支 援

学 校
児
童
生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階
、
男
女
の
別
、
養
護
等
の
立

場
を
考
慮
し
、
適
切
な
人
数
と
す
る
こ
と

徳 島 県

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立

中
原
則
、
全
員
参
加
。
少

な
く
と
も
8
割
を
超
え
る

安
全
が
確
保
で
き
、
修

学
旅
行
の
目
的
が
十
分

達
成
で
き
る
と
と
も

に
、
経
費
的
に
無
理
の

な
い
地
域

1
学
級
に
つ
き
2
名
を
標
準
と
す
る
＋
引
率
責
任
者

実
施
３
０
日
前
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
に
届
け
出

る
。

高
４
泊
５
日
を
標
準

経
費
の
節
減
に
努
力
す
る

こ
と

規
定
な
し

各 特 別 支

援 学 校

経
費
の
節
減
に
努
力
す
る

こ
と

規
定
な
し

事
情
に
応
じ
て
考
慮

児
童
・
生
徒
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
必
要
な
教
員
数
＋
引

率
責
任
者
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日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

※
香

川
県

は
、

2
0
1
9
（

令
和

元
）

年
度

分
の

デ
ー

タ
を

掲
載

。

小
普

中
普

３
泊
４
日
以
内

高
等
学
校
に
同
じ

高
等
学
校
に
同
じ

高
等
学
校
に
同
じ

高
等
学
校
に
同
じ

全
２
年
又
は
３
年

 

定
４
年
又
は
３
年

小
１
泊
２
日
以
内

６
年
又
は
５
年

近
畿

･
中

国
又

は
四

国
地

方

中
３
泊
４
日
以
内

近
畿

･
中

国
又

は
九

州
地

方

高
４
泊
５
日
以
内

規
定

な
し

小
普

中
普

４
泊
５
日
以
内
※

保
護
者
の
経
済
的
負
担
に

配
慮
し
た
適
切
な
金
額

在
学
中
１
回

規
定
な
し

規
定
な
し

全 定 小
１
泊
２
日
以
内
※

2
1
,
5
8
0
円
以
内

中
４
泊
５
日
以
内
※

5
7
,
7
2
0
円
以
内

高
５
泊
６
日
以
内
※

原
則
1
0
7
,
8
1
0
円
以
内

小
普

中
普

４
泊
５
日
以
内

1
0
分
の
9
以
上

普
 

定 小
２
泊
３
日
以
内

 
中

４
泊
５
日
以
内

 
高

５
泊
６
日
以
内

 
小

普
中

普

規
定
な
し

※
1

規
定
な
し

8
0
％
以
上

規
定
な
し

普 定 小
※
1

中
※
1

高
※
1

小
普

中
普 普 定 小 中 高

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準

県
立

中
学

校
及

び
中

等
教

育
学

校
前

期
課

程
（
学
級
数
×
1
.
5
名
）
+
養
護
教
諭

高 等 学 校 及 び

中 等 教 育 学 校

後 期 課 程

４
泊
５
日
以
内

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽

減
に
努
め
る

―
規
定
な
し

3
0
人
に
つ
き
1
名
＋
引
率
責
任
者
、
養
護
教
諭

愛 媛 県

　
　
　
　
市
町
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準

中
等
教
育
学
校

前
期
課
程

3
0
人
程
度
に
つ
き
1
名
以
上
、
総
数
2
名
以
上
で
校
長
が
決
定

す
る
。
女
子
生
徒
参
加
の
場
合
は
、
適
当
数
の
女
子
教
職
員

を
含
む
。

(
註
)
※
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
教

育
長
と
協
議
の
上
、
日
数
の
限
度
を
超
え
て
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
泊
６
日
以
内
※

保
護
者
の
経
済
的
負
担
に

配
慮
し
た
適
切
な
金
額

在
学
中
１
回

規
定
な
し

特 別 支 援

学 校
〃

原
則
と
し
て
全
員
参
加

参
加
生
徒
数
÷
4
0
×
1
.
5
人

<
肢
体
不
自
由
、
視
覚
障
害
>
 
2
人
に
1
名
+
養
護
教
諭

<
知
的
障
が
い
､
病
弱
､
聴
覚
障
害
>
 
4
人
に
1
名
+
養
護
教
諭

(
重
複
は
2
人
に
つ
き
1
名
)

３
年
又
は
２
年

高
５
泊
６
日
以
内

3
0
人
程
度
に
つ
き
1
名
以
上
、
総
数
2
名
以
上
で
校
長
が
決
定

す
る
。
女
子
生
徒
参
加
の
場
合
は
、
適
当
数
の
女
子
教
職
員

を
含
む
。

特 別 支 援

学 校
在
学
中

各
学
部
１
回

〃
〃

5
人
程
度
に
つ
き
1
名
以
上
、
総
数
2
名
以
上
で
校
長
が
決
定

す
る
。
女
子
児
童
生
徒
参
加
の
場
合
は
、
適
当
数
の
女
子
教

職
員
を
含
む
。

高 等 学 校 及 び

中 等 教 育 学 校

後 期 課 程

規
定
な
し

福 岡 県

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立

中
学

校
及

び
中

等
教

育
学

校
前

期
課

程
学
級
数
×
1
.
5
を
下
限
、
た
だ
し
総
数
は
3
名
以
上

※
1
　

県
立

学
校

に
お

け
る

経
費

基
準

　
平

成
2
7
年

5
月

1
1
日

よ
り

「
保

護
者

の
経

済
的

負
　

担
及

び
修

学
旅

行
の

教
育

効
果

を
十

分
考

慮
し

　
て

、
校

長
が

決
め

る
必

要
最

小
限

の
額

」
と

す
る

※
2
 
（

市
町

組
合

立
高

等
学

校
）

　
・

久
留

米
市

教
育

委
員

会
は

国
内

：
8
1
,
0
0
0
円

　
　

以
内

と
す

る
　

・
久

留
米

市
外

三
市

町
高

等
学

校
組

合
は

国
内

：
　

　
積

立
金

9
0
,
0
0
0
円

基
準

と
す

る
。

特
に

基
準

　
　

は
な

い
が

県
の

規
定

を
準

用
す

る
　

・
古

賀
高

等
学

校
組

合
は

国
内

：
「

保
護

者
の

経
　

　
済

的
負

担
及

び
修

学
旅

行
の

教
育

効
果

を
十

分
　

　
考

慮
し

て
、

校
長

が
定

め
る

必
要

最
小

の
額

」
　

　
と

す
る

高 知 県

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
の
管
理
運
営
規
則
に
よ
る

県
立

中

保
護
者
の
負
担
過
重
と
な

ら
な
い
必
要
最
小
限
度
の

額

規
定
な
し

8
0
％
以
上

・
久
留
米
市
外
三
市
町

高
等
学
校
組
合
は
規
定

な
し

規
定
な
し

2
/
3
以
上

校
長
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
責
任
者
を
含
み
、
参
加
生
徒
数
÷

3
0
＋
1
。
な
お
、
生
徒
数
1
0
0
人
に
つ
き
1
人
の
数
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る

特 別 支 援

学 校
2
/
3
以
上

［
視
覚
障
が
い
・
聴
覚
障
が
い
］
参
加
数
÷
5
+
1

［
知
的
障
が
い
・
肢
体
不
自
由
・
病
弱
］
参
加
数
÷
3
+
1

規
定
な
し

規
定
な
し

学
級
数
×
1
.
5
を
下
限
、
た
だ
し
総
数
は
3
名
以
上

・
久
留
米
市
外
三
市
町
高
等
学
校
組
合
は
規
定
な
し

特 別 支

援 学 校
規
定
な
し

〃
8
0
％
以
上

〃
学
級
数
×
2
.
0
を
下
限
、
た
だ
し
総
数
は
3
名
以
上

高 等 学 校 及 び 中 等 教 育

学 校 後 期 課 程

規
定
な
し

※
1

※
2

佐 賀 県

　
　
　
　
市
町
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立

中
５
泊
６
日
以
内

規
定
な
し
(
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
努
め
る
)

在
学
中
1
回

｢
佐

賀
県

立
学

校
の

修
学

旅
行

に
関

す
る

実
施

基
準

｣
に

よ
る

規
定
な
し

3
0
人

に
つ

き
1
名

＋
保

健
担

当
者

の
数

(
切

上
)
を

引
率

者
数

(
3
0

人
未

満
は

2
名

以
上

)
と

す
る

。
団

長
は

校
長

・
副

校
長

又
は

教
頭

(
引

率
者

数
に

含
む

)
高

特 別 支

援 学 校
　
　
　
　
高
等
学
校
に
準
ず
る

香 川 県

－69－

［　国内修学旅行実施基準概要　］



 
日
数
(
時
間
)

旅
行
費
用

実
施
学
年

実
施
許
可
基
準

旅
行
方
面

備
　
　
　
　
考

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

校
種

引
率
教
職
員

小
普

中
普 普

 
定 小

１
泊
２
日
以
内

中
２
泊
３
日
以
内

高
５
泊
６
日
以
内

小
普

中
普

県
立

中
学

普
３
泊
４
日
以
内

6
3
,
0
0
0
円
を
上
限
と
す
る

規
定
な
し

2
/
3
以
上
の
参
加

規
定
な
し

普 定 小
１
泊
２
日
以
内

県
内

又
は

沖
縄

を
除

く
九

州
中

２
泊
３
日
以
内

九
州

、
山

口
県

、
広

島
県

高
５
泊
６
日
以
内

8
5
,
0
0
0
円
上
限

規
定
な
し

小
普

中
普 定

４
年

又
は

３
年

小
１
泊
２
日
以
内

６
年
又
は
５
年

原
則
8
0
％

近
県

 

中
３
泊
４
日
以
内
（
関
西
方

面
の
場
合
は
４
泊
５
日
を

認
め
る
）

３
年
又
は
２
年

〃
関
西
以
西

 

高
４
泊
５
日
以
内

３
年
又
は
２
年

原
則
7
0
％

制
限
な
し

 

小
普

２
泊
３
日
以
内

規
定
な
し

中
普

３
泊
４
日
以
内

規
定
な
し

３
泊
４
日
以
内

保
護
者
の
負
担
過
重
に
な

ら
な
い
範
囲

在
学
中
１
回
(
前
期
課
程

１
回
限
り
)

原
則
と
し
て
、
在
籍
数

の
9
5
％
以
上

規
定
な
し

普 定 小
２
泊
３
日
以
内

中
３
泊
４
日
以
内

高
４
泊
５
日
以
内

〃

小
普

１
泊
２
日
以
内

・
特

別
支

援
学

級
は

通
常

学
級

に
同

じ
。

中
普

３
泊
４
日
以
内

・
航

空
機

利
用

・
船

中
泊

は
離

島
の

学
校

。
普 定 小

１
泊
２
日
以
内

小
学
校
に
準
拠

中
３
泊
４
日
以
内

中
学
校
に
準
拠

高
５
泊
６
日
以
内

高
等
学
校
に
準
拠

6
5
％
以
上

小
普

１
泊
２
日
以
内

６
年
又
は
５
年

規
定
な
し

障
害
児
学
級
は
普
通
学
級
に
同
じ
。

中
普

３
泊
４
日
以
内

３
年
又
は
２
年

規
定
な
し

往
復
航
空
機
利
用
を
認
め
る
。

普
３
年
又
は
２
年

定
４
年
又
は
３
年

小
１
泊
２
日
以
内

６
年

県
内

中
３
泊
４
日
以
内

九
州
圏
域

高
４
泊
５
日
以
内

広
域
関
東
圏
域
ま
で

引
率
責
任
者
を
除
き
、
生
徒
3
0
人
に
つ
き
1
人

児
童

生
徒

の
障

が
い

の
状

態
や

発
達

段
階

、
現

在
の

健
康

状
態

等
を

十
分

考
慮

す
る

と
と

も
に

、
教

育
的

に
意

義
の

あ
る

目
的

地
を

選
択

・
航
空
機
利
用
は
、
十
分
な
合
理
性
が
認
め

　
ら
れ
る
場
合

・
申
請
書
等
は
、
実
施
9
0
日
前
ま
で
に
提
出

（
小
）
障
が
い
児
学
級
は
普
通
学
級
に
準
ず
る

（
高
）
定
時
制
は
全
日
制
に
準
ず
る

長 崎 県

　
　
　
　
市
町
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

県
立

中
原
則
と
し
て
県
立
高
校
と
同
様
の
基
準
。
た
だ
し
、
旅
行
費
用
は
7
5
,
0
0
0
円
程
度
を
上
限
と
す
る
。

高
５
泊
６
日
以
内

8
3
,
0
0
0
円
程
度
を
上
限
と

す
る

規
定
な
し

参
加
率
6
0
％
以
上
、

休
業
日
は
4
0
％
以
上

規
定
な
し

3
0
人
に
つ
き
1
名
、
最
低
2
名
を
下
回
ら
な
い
。
団
長
は
教
頭

特 別 支 援

学 校

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励

費
負
担
金
の
限
度
額
以
内

と
す
る
。

〃
参
加
率
6
0
％
以
上

小
・
中
学
部
の
海
外
旅

行
は
認
め
な
い

実
態
に
よ
り
別
途
考
慮
す
る

・
車
・
船
中
泊
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
・
高
と
も

事
情
に
よ
り
認
め
る
が
、
バ
ス
泊
に
つ
い
て
は
認

め
な
い
。

熊 本 県

　
　
　
　
各
市
町
村
教
育
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

1
学
級
（
学
級
数
＋
1
）
～
（
学
級
数
＋
2
）

2
学
級
以
上
（
学
級
数
＋
2
）
～
（
学
級
数
＋
3
）

３
０
日
前
ま
で
に
教
育
委
員
会
と
事
前
協
議
。
航

空
機
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
本
人
及
び
保
護
者
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
欠
航
・
空
港
着
陸

地
変
更
の
事
態
に
対
応
で
き
る
方
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
場
合
に
つ
き
認
め
る
。

高
５
泊
６
日
以
内

8
5
,
0
0
0
円
を
上
限
と
す
る

〃
〃

〃
1
学
級
：
3
人
　
2
学
級
：
3
～
4
人
　
3
～
4
学
級
：
学
級
数
＋
1

～
学
級
数
＋
2
人
　
5
学
級
以
上
：
学
級
数
＋
2
人

特 別 支 援

学 校
〃

〃
1
学
級
：
2
～
3
人

2
～
1
0
学
級
：
学
級
数
＋
2
～
学
級
数
＋
3

原
則

と
し

て
、

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

費
負

担
金

の
支

給
額

を
上

限

大 分 県

　
　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
ご
と
に
規
定
す
る

中
学

(
県
立
)

普
３
泊
４
日
以
内
(
関
西
以

東
及
び
海
外
は
４
泊
５
日

を
認
め
る
)

経
費

に
つ

い
て

は
、

学
校

と
保

護
者

の
間

で
十

分
協

議
す

る
と

と
も

に
、

保
護

者
の

経
済

的
負

担
及

び
修

学
旅

行
の

教
育

的
効

果
等

を
十

分
勘

案
し

、
必

要
最

低
限

度
の

額
と

す
る

。

３
年

又
は

２
年

原
則
8
0
%

制
限

な
し

・
引
率
責
任
者
は
原
則
と
し
て
校
長
又
は
副
校
長
と
し
、

　
や
む
を
得
な
い
場
合
は
校
長
等
に
代
わ
る
べ
き
教
員
が

　
当
た
る

・
引
率
教
員
数
は
参
加
生
徒
に
応
じ
て
定
め
る

高

普

４
泊
５
日
以
内

原
則
7
0
％

制
限

な
し

特 別 支 援 学 校

〃
そ
れ
ぞ
れ
学
校
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
、
さ
ら
に
必
要
数
の

教
員
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

宮 崎 県

保
護
者
の
負
担
過
重
に
な

ら
な
い
範
囲

在
学
中
１
回

原
則
、
全
員
参
加

中
等

教
育

学
校

前
期

課
程

引
率
責
任
者
を
除
き
、
生
徒
3
0
人
に
つ
き
1
人

高 等 学 校 及 び

中 等 教 育 学 校

後 期 課 程

６
泊

７
日

以
内

保
護

者
の

負
担

過
重

に
な

ら
な

い
範

囲
在

学
中

１
回

(
後

期
課

程
１

回
限

り
)

原
則

と
し

て
、

在
籍

数
の

8
0
％

以
上

規
定

な
し

引
率

責
任

者
を

除
き

、
生

徒
3
0
人

に
つ

き
1
人

特 別 支 援

学 校
〃

在
学
中
１
回

原
則

と
し

て
、

全
員

参
加

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
そ
の
都
度
協
議
す
る

鹿 児 島 県

所
管
教
育
委
員
会
と
協
議

規
定
な
し

9
0
％
以
上

規
定
な
し

規
定
な
し

高
５
泊
６
日
以
内

9
0
,
0
0
0
円
程
度

規
定
な
し

6
5
％
以
上

〃
〃

高
校

教
育

課
に

申
請

し
、

実
施

日
の

2
0
日

前
ま

で
に

教
育

長
の

承
認

を
受

け
る

。

特 別 支

援 学 校
〃

9
0
％
以
上

〃
〃

義
務

教
育

課
に

申
請

し
、

実
施

日
の

2
0
日

前
ま

で
に

教
育

長
の

承
認

を
受

け
る

。

沖 縄 県

規
定
な
し

保
護
者
負
担
の
軽
減

9
0
％
以
上

2
5
人

に
つ

き
1
名

＋
責

任
者

＋
養

護
教

諭
（

配
慮

の
必

要
な

児
童

生
徒

に
対

し
て

5
名

に
つ

き
1
名

増
員

で
き

る
）

高
６
泊
７
日
以
内

規
定
な
し

保
護
者
負
担
の
軽
減

7
0
％
以
上

(
希
望
者
制
)

規
定

な
し

3
0
人
に
つ
き
1
名

往
復
航
空
機
利
用
を
認
め
る
。

特 別 支 援

学 校
〃

過
半
数
以
上

3
人

に
つ

き
1
名

＋
責

任
者

＋
養

護
教

諭
（

重
複

学
級

車
椅

子
利

用
の

児
童

生
徒

一
人

に
つ

き
１

名
）

３
年
又
は
２
年

5
人

に
つ

き
1
名

＋
責

任
者

＋
養

護
教

諭
（

重
複

学
級

車
椅

子
利

用
の

児
童

生
徒

一
人

に
つ

き
１

名
）
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≪
政
令
指
定
都
市
≫

 
日

数
(
時

間
)

旅
行

費
用

実
施

学
年

実
施

許
可

基
準

旅
行

方
面

備
　

　
　

　
考

小
普

１
泊

２
日

以
内

2
1
,
6
0
0
円

以
内

規
定

な
し

車
船

中
泊

は
避

け
る

こ
と

、
利

用
交

通
機

関
は

鉄
道

、
バ

ス
及

び
フ

ェ
リ

ー

全 定 小
小

学
校

に
準

ず
る

中
中

学
校

に
準

ず
る

高
高

等
学

校
に

準
ず

る

小
普

最
高

学
年

又
は

前
学

年
会

津
若

松
・

盛
岡

方
面

が
多

い

中
普

〃
栃

木
方

面
が

多
い

普 定 小 中 高

小
普

１
泊

２
日

以
内

中
普

２
泊

３
日

以
内

高 ・ 中 等

普
４

泊
５

日
以

内
(
1
2
0
時

間
以

内
)

目
的
の
達
成
と
保
護
者
の
経

済
的
負
担
と
を
十
分
に
考
慮

し
た
低
廉
で
適
正
な
額
と
す

る

在
学

中
1
回

に
限

り
、

中
・

高
学

年
に

お
い

て
実

施 す
る

７
０

％
を

下
ら

な
い

日
本

国
内

小
小
学
校
の
実
施
基

準
に
準
ず
る

中
中
学
校
の
実
施
基

準
に
準
ず
る

高
高
等
学
校
の
実
施
基
準
に
準
ず
る

小
普

日
帰

り
１

～
６

年
原

則
、

全
員

参
加

中
普

日
帰

り
（

１
年

）
２

泊
３

日
（

３
年

）
１

年
・

３
年

〃

高
普

４
泊

５
日

以
内

規
定

な
し

8
0
％

以
上

保
険

の
加

入
。

小
日

帰
り

１
～

６
年

中
２

泊
３

日
３

年
高

２
泊

３
日

３
年

小
普

第
６

学
年

(
最

終
学

年
)

中
普

第
３

学
年

(
最

終
学

年
)

全
第

３
学

年
又

は
第

２
学

年

定
第

４
学

年
又

は
第

３
学

年

小
第

６
学

年
 

小
学

校
に

準
拠

 
中

第
３

学
年

 
中

学
校

に
準

拠
 

高
第

３
学

年
又

は
第

２
学

年
 

高
等

学
校

に
準

拠
 車

船
中

泊
は

避
け

る
こ

と
、

利
用

交
通

機
関

は
鉄

道
、

航
空

機
、

バ
ス

及
び

フ
ェ

リ
ー

車
船

中
泊

は
２

泊
以

内
と

す
る

こ
と

、
利

用
交

通
機

関
は

鉄
道

、
航

空
機

、
バ

ス
及

び
フ

ェ
リ

ー

3
泊

4
日

6
8
,
0
0
0
円

以
内

2
泊

3
日

6
0
,
5
0
0
円

以
内

航
空

機
利

用
の

場
合

は
6
9
,
0
0
0
円

以
内

障
が

い
の

種
類

・
程

度
に

応
じ

て
特

別
配

慮
す

る
。

4
0
人

以
下

2
人

以
上

。
4
0
人

を
超

え
る

と
き

は
、

超
え

る
数

の
2
0
人

ま
で

ご
と

に
1
人

を
加

算
。

救
急

看
護

の
心

得
が

有
る

者
を

含
め

る
。

特
別

支
援

学
級

は
通

常
の

学
級

に
準

ず
る

。
障

害
の

種
類

・
程

度
に

応
じ

て
特

別
配

慮
す

る
。

日
本

国
内

校
長

が
適

切
と

判
断

す
る

金
額

と
す

る
。

国
内
9
1
,
0
0
0
円
（
令
和
2
年
度

の
基
準
）

仙
台
市
立
高
等
学
校
に
お
け
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
ご

と
に
基
準
を
定
め
る
。

最
終

学
年

原
則

と
し

て
全

員
参

加

児
童
生
徒
の
健
康
面
の
負
担

等
を
十
分
配
慮
す
る
こ
と
、

ま
た
、
宿
泊
に
伴
う
経
費
に

つ
い
て
は
保
護
者
へ
の
経
済

負
担
を
十
分
考
慮
し
学
校
と

し
て
説
明
責
任
を
果
た
せ
る

範
囲
内
と
す
る
。

保
護

者
の

負
担

が
過

重
に

な
ら

な
い

範
囲

北
海

道
東

北
地

方
及

び
関

東
地

方

最
終

学
年

ま
た

は
そ

の
前

年
度

３
泊

４
日

以
内

航
空

機
利

用
は

２
泊

３
日

以
内

旅
行

日
数

等
に

応
じ

必
要

最
小

限
に

と
ど

め
る

特
に

必
要

と
認

め
る

場
合

は
、

実
時

間
7
2
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

で
車

中
泊

1
泊

を
加

え
る

こ
と

が
で

き
る

特
別

支
援

学
級

は
普

通
学

級
に

準
ず

る
。

校
長

が
適

切
と

判
断

す
る

金
額

と
す

る
。

特
別

支
援

学
級

は
通

常
の

学
級

に
準

ず
る

。

航
空

機
利

用
の

条
件

 
 
(
1
)
航

空
機

の
利

用
に

つ
い

て
、

あ
ら

か
じ

め
参

加
生

徒
及

び
保

護
者

同
意

を
得

る
こ

と
 
 
(
2
)
航

空
機

利
用

に
伴

う
緊

急
事

態
に

対
応

で
き

る
方

策
を

あ
ら

か
じ

め
講

じ
て

お
く

こ
と

校
長

又
は

教
頭

１
人

＋
学

級
数

×
1
.
5
人

。
養

護
教

諭
又

は
、

保
健

衛
生

の
心

得
の

あ
る

も
の

１
人

。

参
加

児
童

・
生

徒
1
5
～

3
0
人

に
対
し

教
員
１
人
を
基
準
と
す
る
。
た
だ

し
、
引
率
責
任
者
、
学
校
医
及
び
養

護
担
当
教
員
は
別
枠
と
す
る

〃

学
級

数
×

1
.
5
＋

2
名

〃

横 浜 市

〃

保
護

者
の

過
重

負
担

と
な

ら
な

い
範

囲

高

規
定

な
し

(
児

童
生

徒
へ

の
健

康
面

の
負

担
配

慮
)

さ い た ま 市

指
定

無
し

千 葉 市
特 別 支

援 学 校

目
的
の
達
成
と
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
考
慮
し
て
適
正

な
額
と
す
る

最
終

学
年

又
は

そ
の

前
学

年

規
定

な
し

〃

校
種

札 幌 市

高

仙 台 市

特 別 支 援

学 校中
普

実
施
上
の
留
意
点
と
し
て
、
行
事
の
目
的
や

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
な
ど
に
応
じ
て
、
目

的
地
の
選
定
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
実
施
の

時
期
に
つ
い
て
学
校
運
営
上
、
無
理
の
な
い

よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
、
日
程
上
で
、

距
離
や
時
間
、
又
は
、
見
学
場
所
に
無
理
が

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
記
載
。

特 別 支 援

学 校

学
年

人
数

の
８

５
％

を
下

ら
な

い

特 別 支 援

学 校

校
長

が
適

切
と

判
断

す
る

日
数

と
す

る
。

特 別 支 援

学 校

〃

校
長

が
適

切
と

判
断

す
る

日
数

と
す

る
。

原
則

、
全

員
参

加

５
泊

６
日

以
内

航
空

機
利

用
は

４
泊

５
日

以
内

引
率

教
職

員

原
則

と
し

て
全

員
参

加

関
西

が
多

い
高

実
態

に
応

じ
て

定
め

る

人
数

規
定

は
な

い
が

、
引

率
旅

費
に

つ
い

て
は

、
札

幌
市

教
育

委
員

会
が

示
す

修
学

旅
行

引
率

旅
費

配
分

基
準

に
よ

る 引
率

教
員

の
数

は
、

1
5
～

3
0
人

に
対

し
教
員
１
人
を
基
準
と
す
る
。
た
だ

し
、
引
率
責
任
者
、
及
び
保
健
責
任

者
は
別
枠
と
す
る

3
0
人

に
つ

き
1
名

、
県

外
は

校
長

又
は

教
頭

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

学
級

数
×

1
.
5
＋

1
名

生
徒

の
実

態
に

応
じ

定
め

る
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日

数
(
時

間
)

旅
行

費
用

実
施

学
年

実
施

許
可

基
準

旅
行

方
面

備
　

　
　

　
考

校
種

引
率

教
職

員

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

小
普

１
泊

２
日

1
7
,
9
0
0
円

（
消

費
税

8
％

適
用

）
1
8
,
3
0
0
円

（
消

費
税

1
0
％

適
用

）
６

年
日

光
特

別
支

援
学

級
は

、
普

通
学

級
に

同
じ

中
普

２
泊

３
日

6
4
,
8
0
0
円

（
消

費
税

8
％

適
用

）
6
6
,
0
0
0
円

（
消

費
税

1
0
％

適
用

）
３

年
京

都
・

奈
良

・
広

島
・

滋
賀

普 定 小
１

泊
２

日
中

２
泊

３
日

高
４

泊
５

日
小

普
中

普 普 定 小 中 高
小

普
２

泊
３

日
５

，
６

年
中

普
２

泊
３

日
２

，
３

年
普

５
泊

６
日

定
５

泊
６

日
小

２
泊

３
日

中
２

泊
３

日
高

 

小
普

１
泊

２
日

～
３

泊
４

日
程

度
基

準
な

し
基

準
な

し

中
普

１
泊

２
日

～
３

泊
４

日
程

度
〃

〃
 

高
普

規
定

な
し

保
護

者
の

経
済

的
負

担
を

考
慮

し
費

用
の

節
減

を
図

る
こ

と
規

定
な

し
規

定
な

し

目
的

を
十

分
に

踏
ま

え
、

学
校

の
特

色
や

日
常

の
学

習
活

動
と

の
関

連
及

び
児

童
又

は
生

徒
の

安
全

面
を

十
分

考
慮

し
て

決
定

す
る

届
出

制

小
普

中
普 普

規
定

な
し

同
上

規
定

な
し

規
定

な
し

規
定

な
し

同
上

定 小 中 高

小
普

１
泊

２
日

以
内

2
9
,
0
0
0
円

第
６

学
年

原
則

､
全

員
参

加
各

学
校

で
選

定

全
第

２
学

年

定
第

３
・

４
学

年

小
１

泊
２

日
以

内
2
9
,
0
0
0
円

小
学

校
に

準
ず

る
 

中
２

泊
３

日
以

内
5
8
,
7
0
0
円

中
学

校
に

準
ず

る
 

高
３

泊
４

日
以

内
8
0
,
0
0
0
円

高
校

に
準

ず
る

 

 
※

特
別

支
援

学
校

に
つ

い
て

は
、

各
校

種
ご

と
の

日
程

及
び

経
費

基
準

、
旅

行
方

面
・

引
率

・
そ

の
他

実
施

に
か

か
る

基
準

に
つ

い
て

、
児

童
生

徒
の

実
態

に
即

し
た

形
で

準
用

す
る

も
の

と
す

る
。

小
・

中
学

部
3
人

に
つ

き
1
名

、
高

等
部

は
4
人

に
つ

き
1

名
、

＋
校

長
＋

養
護

教
諭

〃
〃 〃

〃 〃

第
３

学
年

小
・

中
学

校
に

準
ず

る

学
級

数
＋

１
名

＋
校

長
＋

養
護

教
諭泊

を
伴

う
場

合
は

、
１

学
級

に
つ

き
２

名
以

内
と

し
、

こ
れ

に
養

護
教

諭
（

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

教
員

）
及

び
引

率
責

任
者

（
校

長
又

は
教

頭
）

を
加

え
る

保
護

者
の

経
済

的
負

担
を

考
慮

し
費

用
の

節
減

を
図

る
こ

と

２
泊

３
日

以
内

5
8
,
7
0
0
円

相 模 原 市 浜 松 市

特 別 支 援

学 校高

名 古 屋 市
高

在
学

中
1
回

高

普

8
0
,
0
0
0
円

2
0
人

に
つ

き
1
人

高

１
泊

２
日

～
３

泊
４

日
程

度

新 潟 市
小

・
中

学
校

に
準

ず
る

規
定

な
し

保
護

者
の

経
済

的
負

担
を

考
慮

し
、

費
用

の
節

減
を

図
る

こ
と

静 岡 市

特 別 支 援

学 校

規
定

な
し

小
・

中
学

校
に

準
ず

る

目
的

を
十

分
に

踏
ま

え
、

学
校

の
特

色
や

日
常

の
学

習
活

動
と

の
関

連
及

び
児

童
又

は
生

徒
の

安
全

面
を

十
分

考
慮

し
て

決
定

す
る

川 崎 市

原
則

と
し

て
全

員
参

加

高
４

泊
５

日
1
1
2
,
4
0
0
円

（
消

費
税

8
％

適
用

）
1
1
4
,
5
0
0
円

（
消

費
税

1
0
％
適

用
）

特 別 支 援

学 校

規
定

な
し

規
定

な
し

近
畿

・
九

州
・

沖
縄

方
面

・
四

国
在

学
中

１
回

新
潟

県
の

実
施

基
準

に
準

ず
る

規
定

な
し

特 別 支

援 学 校

特
別

支
援

学
級

の
引

率
は

、
特

別
支

援
学

級
担

当
教

員
(
実

情
に

応
じ

て
プ

ラ
ス

)

中
学
校
に
お
い
て
出
発
・
帰
着
時
に
送
迎
バ
ス
を
利

用
す
る
場
合
は
2
,
0
0
0
円
を
増
し
た
額
と
す
る

中

特 別 支 援

学 校

・
宿

泊
を

要
す

る
修

学
旅

行
は

、
在

学
中

1
回

　
に

限
る

。

原
則
と
し
て
、
責
任
者
（
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
教
員
）
、
養
護
教
諭
（
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
教
員
）
各

1
人
及
び
1
学
級
に
つ
き
教
員
2
人
と
す
る

同
上

原
則

と
し

て
、

１
学

級
２

人
以

内
と

し
、

こ
れ

に
養

護
教

諭
(
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
職

員
)
及

び
責

任
者

を
加

え
た

人
数

と
す

る

〃

判
断

基
準

➀
静

岡
県

ふ
じ

の
く

に
シ

ス
テ

ム
「

6
段

階
警
戒

レ
ベ

ル
」

に
お

い
て

レ
ベ

ル
6
の

場
合

は
見

合
わ
せ

る
。

➁
静

雄
科

研
ふ

じ
の

く
に

シ
ス

テ
ム

「
県

境
を
跨

ぐ
不

要
不

急
の

移
動

に
関

す
る

行
動

制
限

」
に
よ

り
、
訪

問
先

が
「

回
避

」
の

場
合

は
見

合
わ

せ
る

。

３
泊

４
日

以
内

規
定

な
し

学
級

数
あ

た
り

の
教

員
数

1
学

級
3
名

　
2
学

級
4
名

　
3
学

級
6
名

 
 
4
学

級
7
名

5
学

級
9
名

　
6
学

級
1
0
名

　
7
学

級
1
2
名

 
8
学

級
1
3
名

9
学

級
1
5
名

 
 
1
0
学

級
1
6
名

　
1
1
学

級
1
8
名
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日

数
(
時

間
)

旅
行

費
用

実
施

学
年

実
施

許
可

基
準

旅
行

方
面

備
　

　
　

　
考

校
種

引
率

教
職

員

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

１
泊

２
日

 
…

 
2
1
,
6
7
0
円

以
内

２
泊

３
日

 
…

 
5
7
,
3
0
0
円

以
内

２
泊

３
日

 
…

 
5
7
,
3
0
0
円

以
内

航
空

機
利

用
の

場
合

…
 
6
7
,
0
0
0
円

以
内

３
泊

４
日

 
…

 
7
0
,
5
0
0
円

以
内

航
空

機
利

用
の

場
合

 
…

 
8
0
,
0
0
0
円

以
内

４
泊

５
日

 
…

 
8
9
,
0
0
0
円

以
内

小
小

学
校

に
準

拠

中
中

学
校

に
準

拠

高
高

等
学

校
に

準
拠

小
普

３
６

時
間

程
度

1
8
,
0
0
0
円

程
度

第
６

学
年

原
則

と
し

て
全

員
参

加
近

畿
・

中
国

地
区

内
特

別
支

援
学

級
は

普
通

学
級

に
同

じ

普 定 小 中 高

小
普

中
普 普 定

小
普

１
泊

２
日

以
内

2
2
,
6
9
0
円

以
内

規
定

な
し

原
則

と
し

て
全

員
参

加
規

定
な

し
特

別
支

援
学

級
は

普
通

学
級

に
準

ず
る

。

小
　

上
記

に
準

ず
る

規
定

な
し

規
定

な
し

小
学

校
に

準
拠

中
規

定
な

し
中

学
校

に
準

拠

高
規

定
な

し
規

定
な

し
高

等
学

校
に

準
拠

小
普

中
普

高
普

県
立

学
校

に
準

ず
る

県
立

学
校

に
準

ず
る

県
立

学
校

に
準

ず
る

県
立

学
校

に
準

ず
る

県
立

学
校

に
準

ず
る

小 中 高

　
上

記
に

準
ず

る

約
3
0
人

に
つ

き
引

率
1
名

規
定

な
し

東
…

関
東

、
西

…
九

州
方

面
ま

で
を

原
則

と
す

る

〃

原
則

と
し

て
全

員
参

加

〃

規
定

な
し

特 別 支 援

学 校

特 別 支 援

学 校
該

当
な

し

普
高

〃

参
加

生
徒

を
二

〇
で

除
し

て
得

た
数

（
1
に

満
た

な
い

端
数

は
、

切
り

上
げ

）
に

1
を

加
え

た
数

参
加

生
徒

数
を

十
五

で
除

し
て

得
た

数
（

1
に

満
た

な
い

端
数

は
、

切
り

上
げ

）
に

1
を

加
え

た
数

夜
行

バ
ス

利
用

は
避

け
る

。

学
級

数
×

2
＋

2

岡
山

市
の

規
準

に
基

づ
い

て
派

遣

〃

兵
庫
県
内
・
関
西
圏
も
し
く

は
、
そ
の
近
隣
府
県
と
し
神
戸

市
か
ら
概
ね
3
0
0
ｋ
ｍ
ま
で
の
府

県
内

岡
山

市
の

規
準

に
基

づ
い

て
派

遣

岡 山 市

〃

岡
山

県
の

規
準

に
基

づ
い

て
派

遣

学
級

数
×

1
.
5
＋

2
名

＋
α

(
各

校
の

実
情

に
よ

り
認

め
て

い
る

)

〃

神 戸 市

中
普

４
８

時
間

内
（

上
限

6
0
時

間
以

内
）

学
級

数
×

1
.
5
＋

2
名

7
9
,
0
0
0
円

以
内

規
定

な
し

〃

5
7
,
0
0
0
円

以
内

航
空

機
利

用
6
0
,
0
0
0
円

以
内

規
定

な
し

特 別 支 援 学 校

〃

学
級

数
×

2
＋

2

7
2
,
0
0
0
円

程
度

規
定

な
し

該
当

な
し

規
定

な
し

普
規

定
な

し
〃

航
空

機
利

用
の

場
合

…
 
6
0
,
3
0
0
円

以
内

規
定

な
し

〃

普

保
護

者
の

過
重

な
負

担
に

な
ら

な
い

範
囲

5
0
,
0
0
0
円

程
度

と
す

る

中

６
０

時
間

以
内

 
(
夜

行
便

利
用

７
２

時
間

以
内

)
規

定
な

し
〃

普

堺 市
 
　

規
定

な
し

　

該
当

な
し

学
級

数
×

1
.
5
＋

2

〃

国
内

修
学

旅
行

航
空

機
利

用
計

画
書

を
実

施
6
か

月
前

ま
で

に
届

出

高

４
泊

５
日

以
内

「
堺

市
立

学
校

(
園

)
徴

収
金

事
務

取
扱

要
項

」
を

制
定

し
、

修
学

旅
行

等
の

事
務

手
続

き
に

つ
い

て
保

護
者

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
し

、
適

正
な

事
務

処
理

及
び

校
内

体
制

を
整

備
す

る
よ

う
指

導

〃

京 都 市

特 別 支 援

学 校

大 阪 市

中

定

高 高

普

　
上

限
を

超
す

場
合

は
、

　
特

別
支

援
教

育
課

要
相

　
談

、
極

力
限

度
内

に
収

　
め

る
（

在
籍

数
と

予
算

　
の

関
係

に
よ

る
）

〃

６
年

小

〃

育
成

学
級

は
、

普
通

学
級

に
準

ず
る

1
0
5
時

間
以

内
（

バ
ス

利
用

に
つ

い
て

は
1
1
0
時

間
ま

で
認

め
る

）

航
空

機
利

用
は

、
一

定
の

条
件

の
下

に
認

め
る

。

但
し
、
「
奥
志
摩
み
さ
き
の
家
」
以

外
の
宿
泊
は
1
泊
が
限
度
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日

数
(
時

間
)

旅
行

費
用

実
施

学
年

実
施

許
可

基
準

旅
行

方
面

備
　

　
　

　
考

校
種

引
率

教
職

員

  
※※

海海
外外

修修
学学

旅旅
行行

実実
施施

基基
準準

はは
別別

掲掲
。。

小
普

１
泊

２
日

以
内

2
8
,
1
0
0
円

以
内

(
消

費
税

を
含

む
)

最
終

学
年

原
則

と
し

て
全

員
参

加
規

定
な

し

中
普

２
泊

３
日

以
内

5
3
,
6
0
0
円

以
内

(
消

費
税

を
含

む
)

第
２

学
年

〃
〃

中 等 教 育

学 校
普

４
泊

５
日

以
内

保
護

者
負

担
を

配
慮

し
た

適
切

な
額

と
す

る
前

期
・

後
期

そ
れ

ぞ
れ

、
最

終
学

年
又

は
前

学
年

〃
〃

普 定 小
１

泊
２

日
以

内
お
お
む
ね
、
小
学
校
の
場
合

を
め
や
す
と
す
る
こ
と

最
終

学
年

中
２

泊
３

日
以

内
お
お
む
ね
、
中
学
校
の
場
合

を
め
や
す
と
す
る
こ
と

最
終

学
年

高
４

泊
５

日
以

内
お
お
む
ね
、
高
等
学
校
の
場

合
を
め
や
す
と
す
る
こ
と

最
終

学
年

又
は

前
学

年
 

大
分
・
熊
本
方
面
2
5
,
6
3
1
円

以
内

長
崎
方
面
2
6
,
6
8
5
円
以
内

市
内
2
6
,
5
7
6
円
以
内

中
普

２
泊

３
日

5
8
,
3
6
4
円

以
内

第
３

学
年

〃
関

西
方

面

普
 

定 小
１

泊
２

日
小

学
校

に
準

拠

中
２

泊
３

日
中

学
校

に
準

拠

高
２

泊
３

日
高

等
学

校
に

準
拠

小
普

１
泊

２
日

以
内

2
1
,
0
0
0
円

以
内

規
定

は
な

い
が

６
年

特
に

な
し

中
普

２
泊

３
日

以
内

5
2
,
5
0
0
円

以
内

規
定

は
な

い
が

２
年

特
に

な
し

高
普

５
泊

６
日

以
内

特
に

な
し

規
定

は
な

い
が

２
年

8
0
％

特
に

な
し

小
１

泊
２

日
以

内
2
1
,
0
0
0
円

以
内

規
定

は
な

い
が

６
年

特
に

な
し

 

中
３

泊
４

日
以

内
5
2
,
5
0
0
円

以
内

規
定

は
な

い
が

３
年

特
に

な
し

 

高
５

泊
６

日
以

内
7
7
,
0
0
0
円

程
度

規
定

は
な

い
が

３
年

又
は

２
年

特
に

な
し

小
普

１
泊

２
日

以
内

規
定

な
し

参
考

：
2
0
,
0
0
0
円

前
後

6
年

生
目

的
、

教
育

的
効

果
、

費
用

国
内

※
い

た
ず

ら
に

遠
隔

地
を

選
定

し
な

い

中
普

２
泊

３
日

以
内

規
定

な
し

参
考

：
5
0
,
0
0
0
円

前
後

2
年

生
目

的
、

教
育

的
効

果
、

費
用

国
内

※
い

た
ず

ら
に

遠
隔

地
を

選
定

し
な

い

高
普

５
泊

６
日

以
内

7
9
,
0
0
0
円

程
度

規
定

な
し

目
的

、
教

育
的

効
果

、
費

用

国
内

は
規

定
な

し
海

外
は

原
則

と
し

て
韓

国
、

中
国

国
内

の
航

空
機

利
用

を
認

め
る

（
保

護
者

の
同

意
を

得
る

）

小
１

泊
２

日
以

内
保

護
者

の
経

済
的

負
担

等
を

考
慮

し
て

決
定

す
る

規
定

な
し

目
的

、
教

育
的

効
果

、
費

用
―

中
２

泊
３

日
以

内
保

護
者

の
経

済
的

負
担

等
を

考
慮

し
て

決
定

す
る

規
定

な
し

目
的

、
教

育
的

効
果

、
費

用
―

高
５

泊
６

日
以

内
保

護
者

の
経

済
的

負
担

等
を

考
慮

し
て

決
定

す
る

規
定

な
し

目
的

、
教

育
的

効
果

、
費

用
―

福 岡 市

学
級

数
×

1
.
5
＋

2

熊 本 市

特 別 支 援 学 校

４
泊

５
日

以
内

最
終

学
年

又
は

前
学

年

全
員

参
加

※
養

護
教

諭
を

含
め

る
こ

と
が

望
ま

し
い

特 別 支 援

学 校

第
２

学
年

特 別 支 援

学 校高

保
護

者
負

担
を

配
慮

し
た

適
切

な
額

と
す

る

５
泊

６
日

特 別 支 援 学 校

県
立

高
等

学
校

の
規

定
と

同
様

県
立

高
等

学
校

の
規

定
と

同
様

(
普

通
学

級
＋

特
別

支
援

学
級

)
×

1
.
5

全
員

参
加

〃

第
６

学
年

(
普

通
学

級
＋

特
別

支
援

学
級

)
×

1
.
8

3
人

を
下

回
ら

な
い

県
立

高
等

学
校

の
規

定
と

同
様

○
大

分
・

熊
本

方
面

○
長

崎
方

面

前
期

：
2
3
人

に
つ

き
1
名

後
期

：
2
8
人

に
つ

き
1
名

＋
責

任
者

（
校

長
又

は
教

頭
）

＋
養

護
教

諭

2
3
人

に
つ

き
1
名

＋
責

任
者

(
校

長
又

は
教

頭
)

＋
養

護
教

諭

学
級

数
×

1
.
5
＋

1

1
学

級
：

3
名

2
～

4
学

級
：

学
級

数
+
1
～

学
級

数
+
2

5
学

級
以

上
：

学
級

数
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１１．．22002200（（令令和和22））年年度度　　新新型型ココロロナナウウイイルルスス関関連連事事項項 7766

２２．．全全修修協協宣宣言言文文【【緊緊急急アアピピーールル】】「「修修学学旅旅行行のの灯灯はは消消ささなないいでで」」 7777

３３．．文文部部科科学学省省発発出出文文書書（（抜抜粋粋）） 7788

４４．．観観光光庁庁「「GGoo  TTooトトララベベルル事事業業」」 110077

５５．．修修学学旅旅行行受受入入自自治治体体及及びび輸輸送送機機関関のの取取組組 111166

６６．．日日本本旅旅行行業業協協会会（（JJAATTAA））のの取取組組 115511

※文中の は, 補足説明。

資資料料編編
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［資料1］
＜資料１＞　2020（令和2）年度　新型コロナウイルス関連事項

　　中国内陸部の湖北省武漢市で2019年12月以降、原因となる病原体が特定されていない肺炎患者が

　複数確認された。ＷＨＯ（世界保健機関）の検査の結果「ＳＡＲＳ」「ＭＥＲＳ］「鳥インフルエ

　ンザ」とは違った新型のウイルスの可能性は否定できないと発表。1月には患者から新型のコロナ

　ウイルスが検出されたことを確認。以後、世界的な感染へと拡大していく。

　　以下、２０２０（令和２）年度の新型コロナウイルスの関連事項を一部抽出した。これら事象が、

　教育現場に大きな影響を与え、授業、学校生活はもちろん「修学旅行」のような学校行事にも困難

　な対応を求めていくこととなった。

2019 12月  中国湖北省・武漢市で原因不明の肺炎患者確認

2020 1月16日  国内初の感染者を発表

2月5日 「ダイヤモンド・プリンセス号」横浜沖で14日間の船上隔離

2月13日  国内初の死者確認、感染経路不明事例相次ぐ

2月27日  首相が全国の学校に臨時休校要請

3月12日  ＷＨＯが世界の流行状況を「パンデミック」認定

3月25日  東京・小池知事緊急会見　週末の外出自粛を要請

4月3日  世界の感染者100万人突破

4月7日  政府が緊急事態宣言を発出（7都府県対象に5月6日まで）

4月16日  政府が緊急事態宣言を全国に拡大

4月18日  国内感染者1万人突破

5月4日  緊急事態宣言5月31日まで延長決定

5月20日  夏の全国高校野球大会　戦後初の中止決定

6月19日  都道府県を跨ぐ移動の自粛要請緩和

6月28日  世界の感染者1000万人突破

7月22日  「Go Toトラベル」キャンペーン始まる

10月  ヨーロッパで感染急拡大

11月  日本国内感染者数過去最多更新が続く

11月18日  米ファイザーが”ワクチンの有効性95％”と発表　緊急使用許可申請へ

11月30日 「モデルナ」も米当局に新型コロナワクチンの緊急使用許可申請

12月3日  大阪府「医療非常事態宣言」重症患者急増で不要不急の外出自粛も要請

12月6日  ロシアモスクワで新型コロナワクチンの大規模接種始まる

12月15日  Go Toトラベル全国一時停止

12月17日  東京都「年末年始コロナ特別警報」発出

12月18日  新型コロナワクチン厚生省が2月下旬の接種開始準備を指示

12月20日  ＷＨＯ「英ほか3か国で変異ウイルス確認」

12月23日  コロナから回復した人の抗体を集め国際的な治験始まる

2021 1月7日  1都3県（東京、埼玉、千葉、神奈川）緊急事態宣言

1月13日  7府県（大阪、京都、兵庫、愛知、岐阜、福岡、栃木）にも

 緊急事態宣言　合わせて11都府県に

 外国人の入国全面停止

1月27日  世界の感染者1億人を超える

4月以降  第4波～

22002200（（令令和和22））年年度度　　新新型型ココロロナナウウイイルルスス関関連連年年表表（（一一部部抽抽出出））

第
1
波

第
2
波

第
3
波
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［資料2］

＜資料２＞　全修協宣言文【緊急アピール】「修学旅行の灯は消さないで」

　　当協会では、２０２０（令和２）年６月１２日に修学旅行実施支援のため、全修協宣言文【緊急

　アピール】「修学旅行の灯は消さないで」を発出した。

　　　　【緊急アピール】　修学旅行の灯は消さないで

―コロナウイルスに負けない創造的修学旅行を―

2020（令和2）年６月１２日

公益財団法人 全国修学旅行研究協会
理事長　　　岩瀨　正司

さわやかな季節を迎えておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。残念なが

ら、まだまだ新型コロナウイルス感染症は収束しておりませんが、皆様方の健康を

祈念してやみません。

さて、長い休校状態を脱して学校が再開されましたが、新型コロナウイルス感染

症の防止のために教育活動は大きな制約を受けています。自治体によっては年内の

宿泊行事中止を通知している場合もあり、全国的に修学旅行の延期や中止の事態が

生じています。そのため、「修学旅行を知らない子どもたち」が誕生してしまう危

惧さえあります。

修学旅行は、学校単独では実施できない稀有で貴重な教育活動です。旅行会社、

交通機関、宿泊・食事施設、見学・体験施設等々様々な分野の方々の協力があって

初めて成立します。各事業機関では感染防止のためのそれぞれガイドラインを作成

していますが、ＪＡＴＡ日本旅行業協会では、修学旅行に特化した「手引き」を作

成しました。この「手引き」と文部科学省の「学校再開ガイドライン」、これらの

項目を徹底順守することによって、安全・安心で充実した創造的修学旅行を実現し

ていただきたいものと思っています。

修学旅行は他国にあまり類例を見ない、日本独特の、そしてほぼすべての日本人

が共通体験する、日本人の旅の原風景でもあります。

現状では、非常に制約の多い修学旅行にならざるを得ませんが、教室では得られ

ない数々の学びを付加することによって、「学びの集大成」である修学旅行をぜひ

実現していきたいものであると、切に願っています。

私たちの協会は、これからも関係諸機関と密接に連携をとり、学校・児童生徒の

皆様の立場にたって、より良い修学旅行の実現に向けて鋭意努力をしてまいります。

皆様方の英知をいただきながら、この困難を乗り切っていきます。

－77－



［資料3］

＜資料３＞　文部科学省発出文書（抜粋）

＜掲載資料＞

■ 令和2年3月24日発出 令和２年度における小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における

教育活動の再開等について（通知）＜P79～92＞　※修学旅行関連頁 P89

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文部科学事務次官　　藤原　　誠

■ 令和2年5月21日発出 新型コロナウイルス感染症に対応した小学校、中学校、高等学校及び特別

支援学校等における教育活動の実施等に関するＱ＆Ａの送付について

（5月21日時点）＜P93～101＞　※修学旅行関連頁 P97、99～101

　　　　　　　　　　　　　文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

■ 令和2年6月4日発出 「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく

国内修学旅行の手引き（第１版）」について＜P102＞

　　　　　　　　　　　　　文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

■ 令和2年6月26日発出 修学旅行の相談窓口の設置及びGo Toトラベル事業の活用について

＜P103、104＞　　　　　　　　　　文部科学省初等中等教育局児童生徒課

　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省観光庁参事官（旅行振興）

■ 令和2年10月2日発出 修学旅行等の実施に向けた最大限の配慮について＜P105、106＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　文部科学省初等中等教育局児童生徒課

　これら、文部科学省発出文書は、随時発出され、修学旅行実施に向けての指標となった。

「修学旅行は、その教育的意義や児童生徒の心情等にも配慮いただき、当面の措置として取り止める

場合においても、中止ではなく延期扱いとすることを検討いただくなどの配慮をお願いしたい」との

考えを一貫して届け続けている。

令和２年度の発出文書の中で、重要と思われる文書を一部抜粋して掲載した。
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修学旅行の相談窓口の設置及び トラベル事業の活用について周知する

ものです。

事 務 連 絡

令和２年６月２６日

各都道府県教育委員会担当 課

各指定都市教育委員会担当 課

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課

附属学校を置く各国立大学法人担当課

附属学校を置く各公立大学法人担当課 御中

小中高等学校を設置する学校設置会社を

所轄する構造改革特別区域法第１２条

第１項の認定を受けた各地方公共団体の担当課

文部科学省初等中等教育局児童生徒課

国土交通省観光庁参事官（旅行振興）

修学旅行の相談窓口の設置及び トラベル事業の活用について

修学旅行の実施については、それぞれの実情等を踏まえて、各学校や学校設置

者において適切に判断いただいているところですが、このたび、修学旅行の相談

窓口を設置しましたので、修学旅行の実施に際して、お困りのことがありました

ら、御相談いただきますようお願いします。

また、修学旅行等については、 トラベル事業（以下「本事業」という。）

の対象としておりますので、旅行業者等を通じて御活用いただきますようお願

いします。

本件について、域内の市区町村教育委員会、所管又は所轄の学校及び学校法人

に対しても、周知いただきますようお願いします。

記

１．修学旅行の相談窓口の設置等について

関係団体に御協力いただき、以下のとおり修学旅行の相談窓口を設置しま

したので、修学旅行の実施に際し、旅行計画の変更や宿泊施設等に関してお困

りのことがありましたら、御相談いただきますようお願いします。

また、観光庁から別添１「修学旅行の実施に向けての対応について（周知依

頼）」（令和２年６月２６日付け観光庁参事官（旅行振興）事務連絡）のとおり、

関係団体を通じて旅行業者に対して、各学校の事情等を踏まえて柔軟に対応
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するよう依頼しておりますので、旅行業者に対してもあわせて御相談くださ

い。

（旅行計画の変更に関する相談窓口）

・公益財団法人日本修学旅行協会：

・公益財団法人全国修学旅行研究協会：

（国立の青少年教育施設への宿泊や自然体験活動の提供に関する相談窓口）

・独立行政法人国立青少年教育振興機構：

※別添２「国立青少年教育施設を宿泊利用してみませんか？」参照

２． トラベル事業の活用について

国内の修学旅行や研修旅行等については、本事業を活用することができます

ので、保護者の経済的負担軽減を図るためにも、本事業の活用も御検討いただ

きますようお願いします。

本事業は、別添３「 トラベル事業（概要）」のとおり、宿泊・日帰り

旅行代金の割引と、旅行先の土産物店、飲食店、観光施設、交通機関などで幅

広く使用できる地域共通クーポンが付与されるものです。

なお、本事業の開始時期等が決まりましたら、事業の具体的な申請方法等に

ついて、改めてお知らせいたします。

＜添付資料＞

別添１ 「修学旅行の実施に向けての対応について（周知依頼）」

（令和２年６月２６日付け観光庁参事官（旅行振興）事務連絡）

別添２ 「国立青少年教育施設を宿泊利用してみませんか？」

別添３ 「 トラベル事業（概要）」

＜本件連絡先＞

【修学旅行に関する相談窓口】

文部科学省初等中等教育局児童生徒課

電話： （内線 ）

【 トラベル事業に関する相談窓口】

国土交通省観光庁参事官（旅行振興）

電話： 内線：
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するよう依頼しておりますので、旅行業者に対してもあわせて御相談くださ

い。

（旅行計画の変更に関する相談窓口）

・公益財団法人日本修学旅行協会：

・公益財団法人全国修学旅行研究協会：

（国立の青少年教育施設への宿泊や自然体験活動の提供に関する相談窓口）

・独立行政法人国立青少年教育振興機構：

※別添２「国立青少年教育施設を宿泊利用してみませんか？」参照

２． トラベル事業の活用について

国内の修学旅行や研修旅行等については、本事業を活用することができます

ので、保護者の経済的負担軽減を図るためにも、本事業の活用も御検討いただ

きますようお願いします。

本事業は、別添３「 トラベル事業（概要）」のとおり、宿泊・日帰り

旅行代金の割引と、旅行先の土産物店、飲食店、観光施設、交通機関などで幅

広く使用できる地域共通クーポンが付与されるものです。

なお、本事業の開始時期等が決まりましたら、事業の具体的な申請方法等に

ついて、改めてお知らせいたします。

＜添付資料＞

別添１ 「修学旅行の実施に向けての対応について（周知依頼）」

（令和２年６月２６日付け観光庁参事官（旅行振興）事務連絡）

別添２ 「国立青少年教育施設を宿泊利用してみませんか？」

別添３ 「 トラベル事業（概要）」

＜本件連絡先＞

【修学旅行に関する相談窓口】

文部科学省初等中等教育局児童生徒課

電話： （内線 ）

【 トラベル事業に関する相談窓口】

国土交通省観光庁参事官（旅行振興）

電話： 内線：
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［資料4］

＜資料４＞　観光庁「Go To トラベル事業」

「「GGoo  TTooトトララベベルル事事業業」」

　　ウィズコロナの時代において、「社会経済活動」と「感染拡大防止」の両立を図っていくため、「安

　全で安心な新しい旅のスタイル」を普及・定着させることを目的とする。

　　事業に参加する観光関連事業者と旅行者の双方において、互いに着実に感染拡大防止策を講じること

　を求めるものである。【日本旅行業協会（JATA）】

　　２０２０年７月２２日よりスタートした本事業は、修学旅行にも適用されるということで、新型コロナ

　ウイルス感染予防対策のための費用等にも充当され、修学旅行実施の一助になった。

　（３密回避のための、貸切バス増台費用、宿泊ホテルの増室費用への補填等）

＜掲載資料＞

■ 令和2年6月26日発出 「修学旅行の実施に向けての対応」について（周知依頼）＜P108～111＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光庁参事官（旅行振興）

　　※同日、文部科学省初等中等教育局児童生徒課からも【事務連絡】修学旅行の相談窓口の設置及び

　　　Go Toトラベル事業の活用についてを発出

■ 「Go Toトラベル事業」概要＜P112～115＞ 　　　    観光庁
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＜資料４＞
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令和２年６月 
（宛先） 

京都市長 門川 大作 
 

 
 
 

京都への修学旅行の実施について（ご依頼） 
～ウィズコロナ社会における修学旅行生の安心・安全の確保に全力で取り組みます～ 

 
 貴教育委員会におかれましては，これまでから，修学旅行先に京都をお選び

いただきましたこと，心から感謝申し上げます。この度の新型コロナウイルス

感染症の影響を考慮され，修学旅行の延期等という選択をされたことは，その

判断の困難さ，生徒さんへのお心遣いなど，ご心労はいかばかりかと拝察いた

します。 
修学旅行は，教育の場として重要であり，文部科学省におかれても「当面の

措置として修学旅行を取り止める場合においても，その教育的意義や児童生徒

さんの心情等にも配慮いただき，中止ではなく延期扱いとすることを検討いた

だくなどの配慮をお願いしたい」との見解を，全国の教育委員会に通知されて

いるところです。 

そのため，京都市では，修学旅行を検討中の学校からの，安心安全などの様々

な相談等に対応する「修学旅行専用電話相談窓口」を設置しております。 

また，修学旅行生に発熱等の感染疑いが生じた場合に備えて，観光関連事業

者と連携した特別の対策（別紙参照）に取り組み，修学旅行生お一人おひとり

の健康を守り，安心して日本の歴史・文化等を学んでいただけるよう準備を整

えてまいります。 

さらには，徹底した感染症予防・拡大防止対策と観光の両立等図るため，副

市長をトップとした全庁体制に医療や公衆衛生などの専門家の参画も得て，ウ

ィズコロナ社会における観光客の安心・安全の確保に向けたアドバイザーチーム

を発足させました。今後，感染予防対策に全力で取り組んでまいります。 

加えて，生徒さんに日本のふるさと京都の奥深い魅力を体感いただき，生涯

のすばらしい思い出としていただくために，京都ならではの文化芸術体験の御

用意にも取り組んでおります。是非とも京都への修学旅行を実施いただきます

よう，切にお願い申し上げます。 
貴教育委員会のますますのご発展と生徒さんの健やかな成長を祈念いたしま

すとともに，「おもてなしの心」で京都へのお越しを心からお待ち申し上げてお

ります。 
 

担当：産業観光局 
観光ＭＩＣＥ推進室      
0 7 5 - 7 4 6 - 2 2 5 5  

［資料5］

＜資料５＞　修学旅行受入自治体及び輸送機関の取組

＜掲載資料＞

■ 令和2年6月発信 京都への修学旅行の実施について（ご依頼）＜P117～119＞

～ウィズコロナ社会における修学旅行生の安心・安全の確保に全力で取り組みます～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市長　門川　大作

■ 令和2年8月21日発信 修学旅行専用電話の設置について＜P120＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市産業観光局観光MICE推進室

■ 令和2年8月11日発信 奈良市への修学旅行の実施について（ご依頼）＜P121～123＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良市長　仲川　げん

■ 令和2年7月29日発信 広島での安全・安心な修学旅行等実施のお願い及び支援について（ご案内）

　＜P124、125＞　　　　　　　　　　　　　　　　広島市長　松井　一實

　　　　　 （経済観光局観光政策部）

■ 令和2年7月13日発信 北海道における教育旅行の実施について（依頼）＜ P126＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道知事　鈴木　直道

■ 令和2年7月７日発信 沖縄への修学旅行の実施について（ご依頼）＜P127～129＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県知事　玉城　康裕

■ 令和2年3月10日発信 新型コロナウイルス発生に伴う2020年度春季連合体の調整について　

　＜P130、131＞　　　　　　　　　　　　　　　　東日本旅客鉄道株式会社

■ 令和2年4月3日発信 2020年度東海道・山陽新幹線連合体設定除外日の変更について＜P132＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東日本旅客鉄道株式会社

■ 令和2年4月3日作成 新型コロナウイルス影響に伴う修学旅行団体日程延期の特別対応について

＜P133～135＞　　　　　　　　　　　　　　　　 ＡＮＡセールス株式会社

■ 令和2年6月1日作成 ＡＮＡの新型コロナウイルス感染拡大防止のための対応（国内線）

＜P136～139＞　　　　　　　　　　　　　　　　 ＡＮＡセールス株式会社

■ 令和2年4月1日作成 新型コロナ影響に伴う修学旅行団体の特別取り扱いについて＜P140、141＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本航空株式会社

■ 令和2年8月3日作成 新型コロナ環境下の修学旅行の実施について＜P142～150＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本航空株式会社

　自治体、輸送機関が、知恵を絞り、工夫し、総力を結集させ修学旅行が実施できるよう取り組んだ。

修学旅行は、学校だけでは実施できない行事であることを改めて知る機会となった。

　掲載したものは、ほんの一部であり、日本中すべての修学旅行に関わる自治体、事業者で様々な取組

みがされたことは言うまでもない。
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令和２年６月 
（宛先） 

京都市長 門川 大作 
 

 
 
 

京都への修学旅行の実施について（ご依頼） 
～ウィズコロナ社会における修学旅行生の安心・安全の確保に全力で取り組みます～ 

 
 貴教育委員会におかれましては，これまでから，修学旅行先に京都をお選び

いただきましたこと，心から感謝申し上げます。この度の新型コロナウイルス

感染症の影響を考慮され，修学旅行の延期等という選択をされたことは，その

判断の困難さ，生徒さんへのお心遣いなど，ご心労はいかばかりかと拝察いた

します。 
修学旅行は，教育の場として重要であり，文部科学省におかれても「当面の

措置として修学旅行を取り止める場合においても，その教育的意義や児童生徒

さんの心情等にも配慮いただき，中止ではなく延期扱いとすることを検討いた

だくなどの配慮をお願いしたい」との見解を，全国の教育委員会に通知されて

いるところです。 

そのため，京都市では，修学旅行を検討中の学校からの，安心安全などの様々

な相談等に対応する「修学旅行専用電話相談窓口」を設置しております。 

また，修学旅行生に発熱等の感染疑いが生じた場合に備えて，観光関連事業

者と連携した特別の対策（別紙参照）に取り組み，修学旅行生お一人おひとり

の健康を守り，安心して日本の歴史・文化等を学んでいただけるよう準備を整

えてまいります。 

さらには，徹底した感染症予防・拡大防止対策と観光の両立等図るため，副

市長をトップとした全庁体制に医療や公衆衛生などの専門家の参画も得て，ウ

ィズコロナ社会における観光客の安心・安全の確保に向けたアドバイザーチーム

を発足させました。今後，感染予防対策に全力で取り組んでまいります。 

加えて，生徒さんに日本のふるさと京都の奥深い魅力を体感いただき，生涯

のすばらしい思い出としていただくために，京都ならではの文化芸術体験の御

用意にも取り組んでおります。是非とも京都への修学旅行を実施いただきます

よう，切にお願い申し上げます。 
貴教育委員会のますますのご発展と生徒さんの健やかな成長を祈念いたしま

すとともに，「おもてなしの心」で京都へのお越しを心からお待ち申し上げてお

ります。 
 

担当：産業観光局 
観光ＭＩＣＥ推進室      
0 7 5 - 7 4 6 - 2 2 5 5  
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京都市における新型コロナウイルス感染症に係る主な取組（修学旅行関連） 

 

１ 修学旅行専用電話相談窓口の設置 

  京都への修学旅行を検討中の学校からの，新型コロナウイルス感染症をは

じめ，修学旅行に関する様々な相談等に対応します。 

  ・電話番号 ０７５－７４４－１３０８（京都観光推進協議会事務局） 

  ・受付時間 平日午前９時～午後５時 

 

２ 修学旅行生に発熱等の感染疑いが生じた場合に備えた特別の対策 

① 修学旅行生専用の２４時間感染電話相談窓口の開設 

② 適切な検査・医療体制の整備 

③ 検査結果が判明するまでの待機場所の確保 

④ 感染が判明した場合の入院から帰宅までの学校・保護者と連携した対応 

について，観光関連事業者と連携し，準備を整えます。 

 

３ 修学旅行生の事前学習環境の整備 

  「きょうと修学旅行ナビ」（https://shugakuryoko.kyoto.travel/）におい

て，京都への修学旅行を予定されている児童生徒の事前学習に役立つハンド

ブックやマップなどの資料や学習動画，事前学習シート等を配信しています。 

 

４ 京都ならではの文化芸術体験（予定） 

花街と連携した文化体験の場の提供など，京都ならではの文化芸術を体験し

ていただける機会を設けます。 

 

 

＜参考＞京都市内の飲食店や宿泊施設等の感染予防対策 

   

１ ウィズコロナ社会における観光客の安心・安全の確保に向けたアドバイザ

ーチームによる対策の推進 

 飲食店，宿泊事業者等の関係団体に対する次の取組を通じて，「ウィズコロ

ナ社会下」における「新しい生活スタイル」を具体化し，安心・安全に観光客

を受け入れるための取組を支援します。 

・ 研修会の実施 

・ ガイドラインの策定等に係る助言・相談対応 

・ 宿泊事業者等による地域貢献に関する助言・相談対応 

 

 

  

別紙 

－118－



２ 注意喚起ピクトグラム等の制作（（公社）京都市観光協会・（公財）京都文化交流コンベンションビューロー） 

  事業者が予防を徹底して営業していることを視覚で示すことで来客者が安

心して入店できる雰囲気を醸成するとともに，来客に手洗いや消毒の協力を促

すためのピクトグラムや，就業前の従業員の健康チェック 

に利用できる衛生チェックシートを制作し，関係団体や 

インターネット等を通じて周知しています。 

 

 

３ 新型コロナ対策緊急支援助成金（（公社）京都市観光協会） 

  京都市観光協会会員を対象に，新型コロナウイルス感染症対策のために実

施した事業（※）について，事業者支援を行いました。 

  ※ 施設の消毒や清掃，衛生対策に要した消耗品や備品も対象 

 

４ 観光関連事業者等緊急支援補助金，中小企業等緊急支援補助金 

  利用者の安心安全を確保するために実施する感染症予防のための事業（※）

等を含めた事業者支援を行っています。 

  ※ 施設清掃や衛生対策に要した消毒用アルコール，マスク，除菌スプレ

ー，空気清浄機，パーテーション，仕切り板，サーモグラフィー，トイ

レ衛生用品等の購入やレンタル等 

 

５ 飲食店・宿泊施設向けオンライン研修（予定）（（公社）京都市観光協会） 

衛生管理・安心安全対策の徹底等についての研修動画を配信します。 

 

６ 京都市新型コロナあんしん追跡サービス 

  店舗や集客施設等に掲示された専用ＱＲコード（京都市発行）をスマート

フォンで読み込むと，その後，当該店舗や集客施設等の利用者から新型コロ

ナウイルス感染症の陽性者が出た場合，同じ日に居合わせた利用者に対して，

登録されたメールアドレスに京都市からお知らせメールを送付します。 

 

７ 京都市交通局の取組 

  市バス・地下鉄を運行する京都市交通局において，新型コロナウイルス感

染症拡大防止や運行継続に向けた様々な対策を実施しています。 

 ＜一例＞ 

・車両及び駅の消毒措置 

 ・車内及び駅の換気対策等 

 ・市バス・地下鉄案内所や市バス運転席等でのビニールカーテンの設置 

・バスターミナルや主要駅でのアルコール消毒液の設置 

 ・啓発活動の実施（啓発文書の掲出，車内及び駅構内における啓発放送） 

＜ピクトグラムの一例＞ 

  

京都市における新型コロナウイルス感染症に係る主な取組（修学旅行関連） 

 

１ 修学旅行専用電話相談窓口の設置 

  京都への修学旅行を検討中の学校からの，新型コロナウイルス感染症をは

じめ，修学旅行に関する様々な相談等に対応します。 

  ・電話番号 ０７５－７４４－１３０８（京都観光推進協議会事務局） 

  ・受付時間 平日午前９時～午後５時 

 

２ 修学旅行生に発熱等の感染疑いが生じた場合に備えた特別の対策 

① 修学旅行生専用の２４時間感染電話相談窓口の開設 

② 適切な検査・医療体制の整備 

③ 検査結果が判明するまでの待機場所の確保 

④ 感染が判明した場合の入院から帰宅までの学校・保護者と連携した対応 

について，観光関連事業者と連携し，準備を整えます。 

 

３ 修学旅行生の事前学習環境の整備 

  「きょうと修学旅行ナビ」（https://shugakuryoko.kyoto.travel/）におい

て，京都への修学旅行を予定されている児童生徒の事前学習に役立つハンド

ブックやマップなどの資料や学習動画，事前学習シート等を配信しています。 

 

４ 京都ならではの文化芸術体験（予定） 

花街と連携した文化体験の場の提供など，京都ならではの文化芸術を体験し

ていただける機会を設けます。 

 

 

＜参考＞京都市内の飲食店や宿泊施設等の感染予防対策 

   

１ ウィズコロナ社会における観光客の安心・安全の確保に向けたアドバイザ

ーチームによる対策の推進 

 飲食店，宿泊事業者等の関係団体に対する次の取組を通じて，「ウィズコロ

ナ社会下」における「新しい生活スタイル」を具体化し，安心・安全に観光客

を受け入れるための取組を支援します。 

・ 研修会の実施 

・ ガイドラインの策定等に係る助言・相談対応 

・ 宿泊事業者等による地域貢献に関する助言・相談対応 

 

 

  

別紙 

－119－



令和２年８月２１日 
 
各都道府県教育委員会担当課  
各指定都市教育委員会担当課  

     京 都 市 産 業 観 光 局 
観光ＭＩＣＥ推進室 

 
 

修学旅行専用電話の設置について 

 平素より，京都への修学旅行の実施につきまして，格別の御理解と御協力を賜り，

厚く御礼申し上げます。 

このたび，８月２０日（木）から，「きょうと修学旅行専用２４時間感染電話相談

窓口」を設置し，京都滞在中，修学旅行生に発熱等の新型コロナウイルスの感染疑い

が生じた場合の相談対応を開始いたしました。 

既に開設している，京都への修学旅行を検討中の学校等からの修学旅行に関する

様々な相談に応じる「修学旅行専用電話相談窓口」も，引き続き業務を行ってまいり

ます。 

両者とも修学旅行専用の相談電話ですが，目的が異なりますので，御注意ください。 

貴教育委員会におかれましては，今後の修学旅行の実施において御活用いただけれ

ば幸いです。  

なお，都道府県教育委員会の御担当者様におかれましては，管内の市町村教育委員

会に広く御周知いただきますよう，御協力をよろしくお願いいたします。 

 

＜修学旅行専用電話の設置目的及び皆様へのお願い＞ 

 京都への修学旅行に関し，現在，２つの相談電話を設置しています。 

 ①修学旅行専用電話相談窓口 

（京都観光推進協議会事務局） 

②きょうと修学旅行専用 

２４時間感染電話相談窓口 

電話番号 ０７５－７４４－１３０８ ０７５－７０８－３６７６ 

受付時間 平日午前９時～午後５時 

（ただし，正午～午後１時を除く。）

土日祝日を含む２４時間 

対象 広く一般的な相談 現に京都に滞在中の修学旅行生に

関する相談 

受付内容 新型コロナウイルス感染症に係る

取組をはじめ，京都への修学旅行を

検討中の学校等からの修学旅行に

関する様々な相談に応じる。 

京都滞在中，新型コロナウイルスの

感染疑いが生じた場合に，健康上の

相談や医療機関の紹介を行う。 

 ※ 修学旅行前の相談は，①の相談窓口で対応します。京都滞在中の緊急時に適切に対応

できるよう，②の相談窓口の混線を回避するため，内容に応じた使い分けに御協力をお

願いします。（②でお受けした一般的な相談は，①を御案内することになります。） 

担当：牧野，原田 
電話：075-746-2255 

御中 
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令和２年８月２１日 
 
各都道府県教育委員会担当課  
各指定都市教育委員会担当課  

     京 都 市 産 業 観 光 局 
観光ＭＩＣＥ推進室 

 
 

修学旅行専用電話の設置について 

 平素より，京都への修学旅行の実施につきまして，格別の御理解と御協力を賜り，

厚く御礼申し上げます。 

このたび，８月２０日（木）から，「きょうと修学旅行専用２４時間感染電話相談

窓口」を設置し，京都滞在中，修学旅行生に発熱等の新型コロナウイルスの感染疑い

が生じた場合の相談対応を開始いたしました。 

既に開設している，京都への修学旅行を検討中の学校等からの修学旅行に関する

様々な相談に応じる「修学旅行専用電話相談窓口」も，引き続き業務を行ってまいり

ます。 

両者とも修学旅行専用の相談電話ですが，目的が異なりますので，御注意ください。 

貴教育委員会におかれましては，今後の修学旅行の実施において御活用いただけれ

ば幸いです。  

なお，都道府県教育委員会の御担当者様におかれましては，管内の市町村教育委員

会に広く御周知いただきますよう，御協力をよろしくお願いいたします。 

 

＜修学旅行専用電話の設置目的及び皆様へのお願い＞ 

 京都への修学旅行に関し，現在，２つの相談電話を設置しています。 

 ①修学旅行専用電話相談窓口 

（京都観光推進協議会事務局） 

②きょうと修学旅行専用 

２４時間感染電話相談窓口 

電話番号 ０７５－７４４－１３０８ ０７５－７０８－３６７６ 

受付時間 平日午前９時～午後５時 

（ただし，正午～午後１時を除く。）

土日祝日を含む２４時間 

対象 広く一般的な相談 現に京都に滞在中の修学旅行生に

関する相談 

受付内容 新型コロナウイルス感染症に係る

取組をはじめ，京都への修学旅行を

検討中の学校等からの修学旅行に

関する様々な相談に応じる。 

京都滞在中，新型コロナウイルスの

感染疑いが生じた場合に，健康上の

相談や医療機関の紹介を行う。 

 ※ 修学旅行前の相談は，①の相談窓口で対応します。京都滞在中の緊急時に適切に対応

できるよう，②の相談窓口の混線を回避するため，内容に応じた使い分けに御協力をお

願いします。（②でお受けした一般的な相談は，①を御案内することになります。） 

担当：牧野，原田 
電話：075-746-2255 

御中 
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令和 2年 7月 29日 

 

各都道府県教育委員会教育長 様 

各指定都市教育委員会教育長 様 

 

広島市長 松井 一實 

（経済観光局観光政策部） 

 

広島での安全・安心な修学旅行等実施のお願い及び支援について（ご案内） 

 

広島市への修学旅行等につきまして、平素よりご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げま

す。 

この度の新型コロナウイルス感染症の影響を考慮され、修学旅行等の延期又は実施の可否に

ついて、大変苦慮されていることとご推察いたします。 

さて、本市は、今年、75回目の 8月 6日を迎えます。被爆者の平均年齢が 83歳を超え高齢

化が進む中、被爆体験の継承、世界恒久平和の実現に向け、自主的・積極的に取り組むことが

できる児童・生徒の育成を図るため、本市では平和教育を推進しています。 

 未来を担う多くの若い世代が広島を訪問し、被爆の実相に触れてもらうことは、紛争や貧

困、差別など昨今の世界情勢を鑑みる上で、世界中の人々と協力し合い、直面する様々な課題

を解決し、将来の世代が安心して暮らすことのできる持続可能な社会づくりの担い手となる人

材を育成することとなると考え、また、これは本市の平和教育に課せられた使命であると考え

ています。 

そこで、本市では、ウィズコロナ社会において、安全・安心に修学旅行等を行っていただく

ため、本市を訪れる各学校におかれましても新しい生活様式に沿った感染防止対策の実施をお

願いするとともに、その取組費用の一部を別紙のとおり支援させていただくこととしました。

併せて、本市でも平和記念資料館等で感染防止対策を実施してまいります。 

つきましては、広島での安全・安心な修学旅行や平和学習の実施をご検討いただきますよう

お願いします。 

 皆様のますますのご発展と、児童・生徒の健やかな成長と健康を祈念いたしますとともに、

広島へのお越しを心よりお待ちしております。 

 
 

【担当】 
〒730-8586 

広島市中区国泰寺町一丁目 6番 34号 

広島市経済観光局観光政策部観光プロモーション担当 

TEL：082-504-2767 FAX：082-504-2253 

                 E-mail：kanko-pro@city.hiroshima.lg.jp 
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別紙 
（令和 2 年 7 月 29 日現在） 

 

広島市のコロナウイルス感染防止対策に関する取組状況について 

 

１ 修学旅行等実施の支援について 

  児童・生徒の皆さんが安全安心に修学旅行等を行っていただくため、本市において平和学習を

実施する際の感染防止対策費として、旅行代理店を通じて旅行費用の一部を支援します。（裏面

参照） 
○ お問い合わせ：観光政策部観光プロモーション担当 TEL：082-504-2767 

   

２ 広島平和記念資料館の見学予約システム（入場制限）について 

・ 感染拡大防止対策として整理券配布による入場者制限を行っています。（30分あたり 150人） 

・ 9月 1日以降のご見学には、オンラインシステムでの事前予約が必要。 

（システム公開予定日：令和 2年 8月 5日（水））（広島平和記念資料館 HP参照） 

・ 被爆体験証言者による体験講話、被爆体験伝承者による伝承講話、ヒロシマ・ピース・ボラ

ンティアによる解説等、来館者を対象にした各種事業についても 7月から再開。 

○ お問い合わせ：国際平和推進部平和推進課被爆体験継承担当 TEL：082-242-7831 

   （被爆体験講話等に関すること：平和記念資料館啓発課 TEL：082-541-5544） 
 

３ 広島市での発熱や咳など体調不良が生じたとき 

 ⑴ 広島県内の新型コロナウイルス感染症の相談窓口（（全全日日 2244時時間間対対応応）） 

   新型コロナウイルス感染症に関する症状や受診方法、不安な事などの相談にお答えするコー

ルセンターを設置しています。 

管轄区域 連絡先 

広島市 082-241-4566（広島市各保健センター） 

呉市 0823-22-5858（呉市保健所） 

福山市 084-928-1350（福山市保健所） 

広島市、呉市、福山市以外 082-513-2567（広島県各保健所） 
 

 ⑵ 救急相談センター広島広域都市圏 

急な病気や怪我（夜間や休日を含む）、受診できる医療機関の紹介などの電話相談窓口。 

○ 対象エリア 

【広島県内】広島市、呉市、竹原市、大竹市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、 
江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町 

【山口県内】岩国市、和木町 
○ 連絡先 

＃＃77111199  （（2244時時間間 336655日日対対応応））  

※ つながらない場合、山口県のエリアから携帯電話でかける場合 TEL：082-246-2000 
 

４ 広島滞在中に災害にあったとき 

  現在地に避難情報が発令されると、開設する最寄りの避難所への避難ルートを検索することが

できる広島市避難誘導アプリ「避難所へ Go！」。避難場所がどこにあるのか把握できます。 
○ お問い合わせ：危機管理室災害予防課 TEL：082-504-2664 

 

５ 平和学習における事前学習について 

  広島での平和学習を予定・検討等されている学校等に対して、事前学習用の資料等を無料で送

付しています。（資料請求用紙（広島観光情報サイト「ひろたび」でダウンロード）を FAXで受付中。）） 

○ お問い合わせ：観光政策部観光プロモーション担当 TEL：082-504-2767 FAX：082-504-2253 

令和 2年 7月 29日 

 

各都道府県教育委員会教育長 様 

各指定都市教育委員会教育長 様 

 

広島市長 松井 一實 

（経済観光局観光政策部） 

 

広島での安全・安心な修学旅行等実施のお願い及び支援について（ご案内） 

 

広島市への修学旅行等につきまして、平素よりご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げま

す。 

この度の新型コロナウイルス感染症の影響を考慮され、修学旅行等の延期又は実施の可否に

ついて、大変苦慮されていることとご推察いたします。 

さて、本市は、今年、75回目の 8月 6日を迎えます。被爆者の平均年齢が 83歳を超え高齢

化が進む中、被爆体験の継承、世界恒久平和の実現に向け、自主的・積極的に取り組むことが

できる児童・生徒の育成を図るため、本市では平和教育を推進しています。 

 未来を担う多くの若い世代が広島を訪問し、被爆の実相に触れてもらうことは、紛争や貧

困、差別など昨今の世界情勢を鑑みる上で、世界中の人々と協力し合い、直面する様々な課題

を解決し、将来の世代が安心して暮らすことのできる持続可能な社会づくりの担い手となる人

材を育成することとなると考え、また、これは本市の平和教育に課せられた使命であると考え

ています。 

そこで、本市では、ウィズコロナ社会において、安全・安心に修学旅行等を行っていただく

ため、本市を訪れる各学校におかれましても新しい生活様式に沿った感染防止対策の実施をお

願いするとともに、その取組費用の一部を別紙のとおり支援させていただくこととしました。

併せて、本市でも平和記念資料館等で感染防止対策を実施してまいります。 

つきましては、広島での安全・安心な修学旅行や平和学習の実施をご検討いただきますよう

お願いします。 

 皆様のますますのご発展と、児童・生徒の健やかな成長と健康を祈念いたしますとともに、

広島へのお越しを心よりお待ちしております。 

 
 

【担当】 
〒730-8586 

広島市中区国泰寺町一丁目 6番 34号 

広島市経済観光局観光政策部観光プロモーション担当 

TEL：082-504-2767 FAX：082-504-2253 

                 E-mail：kanko-pro@city.hiroshima.lg.jp 
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観  光  第  ４ ５ ６  号  
令和２年（2020年）７月１３日  

 

各都道府県・指定都市 教育委員会教育長 様 

各都府県知事 様 

各旅行会社・団体 代表者 様 

  

北海道知事 鈴木 直道  
 

北海道における教育旅行の実施について（依頼） 
日頃より、本道での教育旅行の実施に、格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申

し上げます。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に日々ご尽力されていることに心より

敬意を表します。 

本道におきましても、コロナに強い北海道を目指し、感染症対策の取組として、官

民挙げた道民運動である「新北海道スタイル」を実践しています。 

さて、国では、社会経済活動の段階的引き上げや、観光振興の観点から、人の移動

について６月１９日からは、県をまたぐ人の移動を可能としているところです。 

そのような中、今後の教育旅行の実施に当たっては、児童生徒の皆様に、感染リス

クを避けながら安全に旅行していただくことが何より重要であると考えております。 

こうした観点から、道では別紙資料のとおり「教育旅行支援事業」をはじめ、教育

旅行専門のコールセンターや Web相談窓口の設置の他、コロナ感染時のサポート体制

を整備する取組を進めており、万全の体制でお迎えしたいと考えております。 

また、７月１２日には、アイヌ文化の復興・発展のためのナショナルセンターとし

て、アイヌの歴史や文化に対する理解を広げ、その価値を世界に、そして未来に発信

する拠点として、「ウポポイ（民族共生象徴空間）」が白老町に開業し、本道における

教育旅行の魅力がますます高まるものと考えております。 

 つきましては、教育旅行の目的地として、本道を選んでいただきたく、ご検討や関

係機関への周知を何卒よろしくお願い申し上げます。 

 本道は今、爽やかな夏を迎えており、その後も多様な色彩を放つ秋、白銀の世界の

冬と続き、いつ来ていただいても観光のベストシーズンです。皆様のご来訪を心より

お待ち申し上げております。 

 

 

経済部観光局観光地づくり係 

TEL ０１１－２０４－５３０３ 

Email kanko.kyoiku@pref.hokkaido.lg.jp 

－126－



観  光  第  ４ ５ ６  号  
令和２年（2020年）７月１３日  

 

各都道府県・指定都市 教育委員会教育長 様 

各都府県知事 様 

各旅行会社・団体 代表者 様 

  

北海道知事 鈴木 直道  
 

北海道における教育旅行の実施について（依頼） 
日頃より、本道での教育旅行の実施に、格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申

し上げます。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に日々ご尽力されていることに心より

敬意を表します。 

本道におきましても、コロナに強い北海道を目指し、感染症対策の取組として、官

民挙げた道民運動である「新北海道スタイル」を実践しています。 

さて、国では、社会経済活動の段階的引き上げや、観光振興の観点から、人の移動

について６月１９日からは、県をまたぐ人の移動を可能としているところです。 

そのような中、今後の教育旅行の実施に当たっては、児童生徒の皆様に、感染リス

クを避けながら安全に旅行していただくことが何より重要であると考えております。 

こうした観点から、道では別紙資料のとおり「教育旅行支援事業」をはじめ、教育

旅行専門のコールセンターや Web相談窓口の設置の他、コロナ感染時のサポート体制

を整備する取組を進めており、万全の体制でお迎えしたいと考えております。 

また、７月１２日には、アイヌ文化の復興・発展のためのナショナルセンターとし

て、アイヌの歴史や文化に対する理解を広げ、その価値を世界に、そして未来に発信

する拠点として、「ウポポイ（民族共生象徴空間）」が白老町に開業し、本道における

教育旅行の魅力がますます高まるものと考えております。 

 つきましては、教育旅行の目的地として、本道を選んでいただきたく、ご検討や関

係機関への周知を何卒よろしくお願い申し上げます。 

 本道は今、爽やかな夏を迎えており、その後も多様な色彩を放つ秋、白銀の世界の

冬と続き、いつ来ていただいても観光のベストシーズンです。皆様のご来訪を心より

お待ち申し上げております。 

 

 

経済部観光局観光地づくり係 

TEL ０１１－２０４－５３０３ 

Email kanko.kyoiku@pref.hokkaido.lg.jp 
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修学旅行団体の日程延期に伴う特別対応

新型コロナウィルス影響により、修学旅行団体の日程延期が多数発生し、 月 月前半の修学旅行オン
シーズンに延期需要が集中している状況です。 月 月前半は台風シーズン及び、高等学校の修学旅行の
ピークを迎え、沖縄中心に地上手配（バス・宿泊施設）の確保が困難な状況であります。さらに、一般需要
（プレジャー需要）も高い時期であることを考慮し、オフシーズンで気候も比較的安定している 月～ 月
中心の円滑かつ安全な延期日程にお応えするべく特別施策を実施致します。

【実施概要】

2

【特別施策実施の目的】

年 月～ 月ご搭乗予約済みで、次項の適用条件を満たした修学旅行団体に対して、
延期に伴い発生した差額運賃を調整する特別施策を実施させて頂きます

※ 年度限りの特別施策になります。
※変更後の便が当初の運賃より下回った場合は、変更後の運賃を適用いたします。

「新型コロナウィルス影響」に伴う修学旅行団体
日程延期の特別対応について

年 月 日

セールス株式会社
東京本店国内販売計画部

1
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4

【お申込みについて】

修学旅行団体の日程延期に伴う特別対応

・申込方法 ： 次項の所定の専用申込書及び にて、 修学旅行デスクへお申込み下さい。
運賃の調整方法については別途、ご案内致します。ご不明点につきましては、

修学旅行デスク又は弊社営業担当までお問合せ下さい。

・振替済団体：対象期間に既振替済みの修学旅行団体についても本施策の対象とさせて頂きます。
学校様に提出した見積明細等をエビデンスとして弊社へご提出をいただく場合がございます。

【座席調整について】

・座席の振替：空席便での回答となります。
また、当初の予約便の時間帯で回答が出来ない場合もございますので了承ください。

【その他】

・差額調整 ：調整方法については別途ご案内させて頂きます。

3

・その他 ： 当該施策をご利用される場合は対象の学校側に対して、当該特別対応の内容を必ず
ご案内下さい。

・付帯条件 ： 地上先（宿泊施設・バス）の手配が完了後にお申込みください。
※申込書の地上手配状況確認欄に必ずご記入をお願い致します。

・対象便 ： 便名を対象とします（提携航空会社については 便名が対象です。）

・振替方面 ： 原則同一路線への日程変更と致します。止む得なく別方面に変更される際は
別途、 修学旅行デスクまでご相談ください。

・振替時期 ： 年 月 日～ 月 日・ 年 月 日～ 月 日の搭乗分
※但し 月 日午前発・ 月 日午後発、及び 月 日～２月 日札幌線は除く。

・対象団体 ： 年 月～ 月ご搭乗予約済み修学旅行団体。

・対象客体 ： 学校研修割引運賃

【適用条件】

修学旅行団体の日程延期に伴う特別対応
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5

特別対応のご案内文書・申込書
【周知文章】 【本施策申込用紙】

5
5
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ANA BAGGAGE DROP) URL
https://www.ana.co.jp/ja/jp/domestic/prepare/checkin/baggagedrop/

URL
https://www.ana.co.jp/ja/jp/domestic/prepare/baggage/limit/caution-restriction.html
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HP
https://www.ana.co.jp/ja/jp/topics/coronavirus-travel-information/
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特別施策概要

1 

【適用条件・施策内容】

・ 新型コロナ影響により、修学旅行の取消、延期を余儀なくされた学校が多数発生。
・ 多くの学校が 年度 学期以降への日程延期をご検討中のようですが、その際、
運賃額が増額となることが再調整の足かせになっているとのお声を多くいただいております。

・ こうしたお声にお応えするべく、上記「運賃据え置き」の特別施策を実施いたします。

【施策実施の目的・経緯】

新型コロナによる影響により取り消しとなった修学旅行団体を対象に、
日程振り替えの際の運賃を取消前と同額にて適用いたします。

※振り替えにより、当初受注額から値上がりとなった場合の特別対応

◆適用対象 ： 新型コロナ影響を理由に取消となった修学旅行団体が、
同一路線の別日程に振り替えを希望される際に適用いたします。

◆対象期間 ： 当初のご予定が 年 月～ 月 のご出発分
◆振替対象 ： 年度内（～ 年 月） のご出発へのお振り替え分
◆受付開始 ： 年 月 日（水）以降、発生ベースで順次受付いたします。
◆振替条件 ： 同一路線の日程への振替を条件としますが、下記の場合も可といたします。

・ 逆行程の場合（例： の場合、 は可）
・ マルチエアポートの場合（例： の場合、 は可）
※変更後の便が当初の運賃より安くなった場合は、変更後の運賃を適用いたします。

～ 日程の振り替えをご検討中の学校への早期ご案内をお願いいたします。 ～

新型コロナ影響に伴う
修学旅行団体の特別取り扱いについて

日本航空株式会社

（東京発）
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・ 該当の案件がございましたら、弊社担当セールスおよび修学旅行デスクまで以下の内容をメールにてご連絡ください。
①取消となった当初のご予約内容
②振り替えをご希望される「日程」「便 時間帯 」「人数」※できれば第 希望まで

・ ただし前提として、御社のランド仕入（ホテル・バス等）もあわせて確保・成立する場合のみ受付させていただきます。
※仮押さえはできません。ランド仕入ができずキャンセルとなった場合は、所定の航空取消料を収受いたします。

・ 原則、同一路線への振替ですが、振替便 ランド（ホテル・バス等）のどちらかが手配できない場合に限り、止む無く
別方面への誘導を行う際は、個別に弊社担当セールスまでご相談ください。

・ 弊社内での座席調整がつきましたら、既にご提出いただいている当初記録の「取消申請書」と、振替便を記載した
「新規申込書」をご提出ください。これから取消しして振替する場合も当初記録の「取消申請書」と「新規申込書」を
ご提出ください。

【受付方法】

【座席調整について】
・ 座席のお振り替えについては、空席がある限りの回答となります。
また、当初の便の時間帯を担保するわけではございませんのでご了承ください。

・ 年度は従来のお申込み期間が終了しているため、既受付校のピーク時期を避け、
座席に比較的余裕のある時期へのご誘導をお願いいたします。

施策詳細

（東京発）
＜座席調整が比較的困難な方面・時期＞
◎ 月の沖縄方面 ※午後帯のご案内になる可能性もございます。

＜比較的座席に余裕のある方面・時期＞
◎ 月の沖縄方面、九州方面
◎ 月の北海道方面
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新型コロナウイルス感染予防に関するご案内

1 

新型コロナ環境下の修学旅行の実施について
年 月 日現在

日本航空 本店国内旅客販売推進部
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よくあるご質問

3 

．新型コロナウイルス感染症防止に向けた取り組みとして、
現在実施している取り組みはどのようなものがありますか？

．現在の取り組み事例は下記の通りです。
・空港・機内におけるマスク着用必須化
・機内消毒の実施
・機内における必要時以外の移動自粛のお願い
・機内における必要以上の会話自粛のお願い
・体調不良時の搭乗自粛のお願い
・機内持込手荷物を最小限とするお願い
・乗務員のマスク・手袋着用
・手指消毒剤の設置
・機内での除菌シートの提供（ ～開始）

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

新型コロナウイルス感染予防に関するご案内

2 
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よくあるご質問

5 

．新型コロナ対策で、空港の出発時刻に変更はありますか？
また、出発時刻の何時間前に集合をすれば良いですか？

．お預けのお手荷物がある場合は出発時刻の「 時間前」、
お預けのお手荷物がない場合は出発時刻の「 時間前」
にはお越しください。
修学旅行のお客さまが重なる場合もございますので、
集合時間に余裕を持って空港にお越しいただけますと幸いです。

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

よくあるご質問

4 

．新型コロナ環境下で修学旅行で航空機を利用するにあたり、
特別に事前準備をすることはありますか？

．可能な限り、下記のご対応、ご案内をお願いいたします。
・当日お持ちになる荷物を少なくする 荷物の別送なども活用
・マスクの着用必須
・こまめな手指消毒の実施
・不要な会話はお控えいただく
・可能な限りお客さま同士の間隔をあけていただくこと
・必要時以外の移動は控える 機内
・手荷物は可能な限りご自身で収納いただく 機内
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よくあるご質問

7 

．ソーシャルディスタンスの観点から荷物を預ける際の
並び方などルールは定められていますか？

．特に決められたルールは定めておりませんが、
カウンター、保安検査場、搭乗ゲートなど、お並びの際には
一定度の間隔を空けていただくことをお願いしており、
足形マークやポスター等でご案内をしております。

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

よくあるご質問

6 

．密を避けるため、集合場所や搭乗までの待機場所は
指定をされるのでしょうか？
学校の判断で自由に集合場所を決めても良いでしょうか？

．現在のところ特に指定はしておりません。
ご利用いただく空港により対応が異なりますので、
お取り扱いの旅行会社を通じて、
日本航空へお問い合わせください。
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よくあるご質問

9 

．特別支援学校の生徒でマスクの着用が難しいが、
搭乗することは可能ですか？

．特別な理由がある場合にはマスク着用が無くても
ご搭乗は可能です。
可能な限り、ハンカチなどの代替案をご用意ください。
場合によってはスタッフが理由の確認をさせていただく場合が
ありますのでご了承願います。
また、事前に詳細な情報をいただくと当日のご搭乗も
スムーズになりますので、お取り扱いの旅行会社を通じて、
日本航空までご連絡いただけますと幸いです。

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

よくあるご質問

8 

．空港によって実施状況が異なるようだが、
搭乗前の全員検温は実施するのでしょうか？

．すべての空港での実施は現在のところ予定はしておりません。
現在、検温を実施している空港はサーモグラフィーによるもので、
名さまごとの検温は予定しておりません。
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よくあるご質問

11 

．機内にお弁当を持ち込んで食事を取っても大丈夫ですか？
可能な場合、ゴミの回収はどのように行えば良いでしょうか？

．お弁当を持ち込んで、食事を取っていただくことは可能です。
その際には、食事時間は出来る限り短くしていただき、
お飲み物もなるべくご自身でお持ち込みいただけますと幸いです。
機内でご提供するお飲み物については、
お 人さま 回までとさせていただきますようお願いします。
ゴミの回収については、降機時にご自身でお持ちになり、
機側で客室乗務員が回収に統一させていただきますので、
ご協力をお願いいたします。

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

よくあるご質問

10 

．フェイスシールドやマウスシールドを着用する場合は、
マスクは着用しなくても良いでしょうか？

．フェイスシールドを着用されている場合も、
飛沫防止のためマスクの着用をお願いいたします。
また、マウスシールドを着用されている場合も、
飛沫防止のためマスクの着用に変えていただきたく
ご協力をお願いいたします。
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よくあるご質問

13 

．もし、搭乗中に新型コロナの感染疑いが発生した場合は
どう対応するのでしょうか？

．ご搭乗いただく前にご体調を確認いただいたうえで、
万が一、搭乗中に新型コロナの感染が疑われる症状が
発生した場合には、機内より空港へ連絡し、
空港から保健所へ連絡を実施します。
その後、保健所、病院の指示のもと対応をいたします。
機内では空席があれば、感染疑いのお客さまの
旅客の前後左右 列のお客さまのご移動をお願いします。
満席の場合は、マスク着用を厳格に実施し、
到着空港までの輸送を継続させていただきます。

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

よくあるご質問

12 

．もし熱がある生徒が出た場合、搭乗拒否となりますか？
また、出発直前に搭乗予定の生徒が学校内で
新型コロナに感染した場合は、
搭乗者全てが濃厚接触者と見なされ搭乗拒否となりますか？

．熱があるだけでは搭乗拒否は行っておりません。
しかし、体調が優れない場合、発熱や強いだるさ（倦怠感）、
息苦しさ（呼吸困難）などの症状があるお客さまは
ご搭乗をお控えいただくようお願いをしております。
また、感染者が発生した場合の濃厚接触者の認定は
保健所が行うため、その指示に従って判断をさせていただきます。
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よくあるご質問

15 

．これまでに機内で新型コロナウイルス感染症の感染が
特定されたケースはありますか？
また、これまでに新型コロナウイルス感染症に関連して
搭乗を拒否したケースはありますか？

．これまで機内での感染が特定されたケースはございません。
新型コロナウイルス感染症にかかわらず、
感染症が疑われる発熱や、体調不調のお客さまに
ご搭乗をお控えいただいたことがございます。

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

よくあるご質問

14 

．機内の座席は生徒どおしの間隔を空けることはできますか？

．現状、座席の間隔は空けずに生徒の皆さまにはまとまって
ご搭乗をいただく予定です。
飛沫感染を避けるため、飲食時以外はマスクを着用いただき、
会話はお控えいただくようお願いいたします。
また、ご搭乗時には出来る限り間隔を空けて
ご搭乗をいただきますようお願いいたします。
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生徒の皆さまにとって、
大切な修学旅行の実施に向けて、

安心・安全の取り組みで
お手伝いが出来れば幸いです。

皆さまのご搭乗を心よりお待ち申し上げます。

17 

©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

よくあるご質問

16 

．新型コロナの感染により搭乗が出来なくなった場合の
取消手数料はかかるのでしょうか？

．新型コロナの感染による取消の場合には、
取消手数料は頂戴いたしません。
詳細はお取り扱いの旅行会社へお問い合わせください。
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［資料6］
＜資料６＞　日本旅行業協会（JATA）の取組

「旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン」作成

　　日本旅行業協会（JATA）では、新型コロナウイルスの感染拡大の予防と社会経済活動の両立を図る

　ために政府より、各業界団体に対応ガイドライン作成の要請があり、日本旅行業協会と全国旅行業協

　会の連名で「旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン」を作成提出。従業員、関係者、

　そしてお客様の健康と安全を第一にいかに対応するか、政府のガイドラインを踏まえ、カウンターの

　接客現場や旅行業取扱いの対策にも触れた。交通・宿泊など各業界のガイドラインの公開に合わせて、

　随時改訂を行っている。２０２１年１１月現在「第３版」まで発行。

「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学旅行の手引き」作成

　　新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」

（２０２０年５月４日）において、「各業種のガイドライン等の作成に当たって求められる基本的な考

　え方や留意点例」等が示され、観光庁や感染症専門医等の指導によって作成された旅行業ガイドライン、

　その他関連機関・業界のガイドラインを参考に、一般社団法人日本旅行業協会が、公益財団法人全国

　修学旅行研究協会及び公益財団法人日本修学旅行協会の協力のもと、「旅行関連業における新型コロナ

　ウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学旅行の手引き」を作成。現状に合わせて随時改訂を行って

　いる。２０２１年１１月現在「第５版」まで発行。

＜掲載資料＞

■ 2020（令和2）年5月14日公表 「旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン（第１版）」

＜P152～158＞

■ 2020（令和2）年6月3日公表 「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに

　基づく国内修学旅行の手引き（第１版）」＜P159～165＞

同６月４日付　文部科学省初等中等教育局児童生徒課より各都道府県教育委員会に周知の事務連絡発出。
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旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン（第１版） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般社団法人 日本旅行業協会（JATA） 
一般社団法人 全国旅行業協会（ANTA） 

 
 
 

2020 年５月 14 日 

  

別添５
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１ 本ガイドラインについて 
 
新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況

分析・提言」（ 2020 年 5 月 4 日）においては、 
「今後、感染拡大 の予防と社会経済活動の両立を図っていくに当たっては、特に

事業者において提供するサービスの場面ごとに具体的な感染予防を検討し、実践する
ことが必要になる。社会にはさまざまな業種等が存在し、感染リスクはそれぞれ異な
ることから、業界団体等が主体となり、また、同業種だけでなく他業種の好事例等の
共有なども含め業種ごとに感染拡大を予防するガイドライン等を作成し、業界をあげ
てこれを普及し、現場において、試行錯誤をしながら、また創意工夫をしながら実践
していただくことを強く求めたい」とされたところである。 
 
これを受け、同専門家会議の提言の中にある「各業種のガイドライン等の作成に当

たって求められる基本的な考え方や留意点の例」等に留意しながら、新型コロナウイ
ルス感染症の終息までの、旅行業における当面の対策をとりまとめたところである。 
 
 なお、新型コロナウイルスの最新の知見、お客様のご要望、事業者側の受け入れ体
制等を踏まえて、本ガイドラインは随時見直すこととする。 
 
２ 具体的な対策の検討にあたっての考え方 
同専門家会議の提言にしたがって、対策の検討にあたっては、以下の点に留意した。 
・新型コロナウイルス感染症の主な感染経路である接触感染と飛沫感染のそれぞれ

について、従業員や顧客等の動線や接触等を考慮したリスク評価を行い、その
リスクに応じた対策を検討。 

・接触感染のリスク評価としては、他者と共有する物品やドアノブなど手が触れる
場所と頻度を特定する。高頻度接触部位（旅行会社店舗内の家具・備品類、接
客カウンター・テーブル、パンフレットスタンド、椅子の背もたれ、ドアノブ、
電気のスイッチ、タッチパネル、レジ、手すり、エレベーターのボタン、自動
販売機など）には特に注意。 

・飛沫感染のリスク評価としては、換気の状況を考慮しつつ、旅行会社店舗内や旅
行中に人と人との距離がどの程度維持できるかや、施設内で大声などを出す場
がどこにあるかなどを評価。 

 
３ 具体的な感染防止対策 
（１）留意すべき基本原則と各場面の共通事項 
①留意すべき基本原則 
・従業員とお客様及びお客様同士との接触をできるだけ避け、対人距離を確保（で

きるだけ２ｍを目安に）する。 
・感染防止のための来店人数の調整（店頭での旅行販売・相談業務、旅行申し込み

手続き時等に密にならないように対応。） 
・旅行会社店舗入口及び店舗内の手指の消毒設備の設置 
・マスクの着用（従業員及びお客様に対する周知） 
・店舗等の換気 
・商業施設内の店舗については、各商業施設のガイドランに準じた対策の実施 
・店舗内の定期的な消毒 
・お客様に旅行時の感染防止対策を周知・啓発し、対策の実行への理解と協力を依

頼する。 
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②各場面の共通事項 

 ア 旅行会社店舗内 

・パンフレットスタンドや他人と共用する物品などの頻回に触れる機会を減ら

す工夫をする。 

・複数の人の手が触れる場所を定期的に消毒する。 

・人と人が対面する場所は、アクリル板・透明ビニールカーテン、フェイスシ

ールドなどで飛沫接触を防止する。 

・お客様や従業員がいつでも使えるようにアルコール等を店舗内に設置。 

・手洗いや手指消毒の徹底を図る。 

 

 イ 旅行中 

 お客様、旅行サービス提供事業者従業員の中に無症状感染者がいる可能性

があることを踏まえて、感染防止策を取る。 

 旅行業者が手配する旅行サービス提供事業者は、原則として適切な感染防

止対策を取っている事業者に限定する。 

 企画旅行においては、適切な感染防止対策の実施を含めた旅程管理を行う。 

 

 

４ 従業員等向けの対策 

（１）健康管理 

 従業員等に対し、出勤前に、体温や症状の有無を確認させ、具合の悪い者は自宅

待機とすること。また、勤務中に具合が悪くなった従業員も、直ちに帰宅させ、

自宅待機とすること。 

 添乗業務等、事業所を離れて業務を行う従業員・派遣社員等の健康管理に特に留

意し、万一添乗中の従業員等が体調不良となった場合の対応を予め準備すること。 

 発熱や具合が悪く自宅待機となった従業員の健康状態を毎日確認すること。症状

に改善が見られない場合は、医師や保健所への相談を指示すること。 

 体調不良の場合の自宅待機が当該従業員の負担や経済的な損失につながることの

ないよう、就業規則等の社内規程・運用において配慮すること。 

 

（２）通勤 

 在宅勤務（テレワーク）や時差出勤等、人との交わりを低減する取組については、

最低７割、極力８割という接触削減の目標の達成に向けて、①オフィスでの仕事

は、原則として自宅で行えるようにすること、②やむを得ず出勤が必要な場合も、

出勤者を７割は減らすこと、③取引先などの関係者に対しても、出勤者の数を減

らすなどの取組みを説明し、理解・協力を求めることなど、テレワークの推進に

ついて積極的に活用すること。 

 公共交通機関を利用する従業員等には、マスクの着用や、私語をしないこと等を

徹底すること。 

 

（３）勤務 

 従業員等に対し、始業時、休憩後を含め、定期的な手洗い、うがいを徹底するこ

と。また、手指消毒液を配置すること。 

 従業員等が、できる限り２メートルを目安に、一定の距離を保てるよう、作業空

間と人員配置について最大限の見直しを行うこと。 

 従業員等に対し、勤務中のマスク等の装着を促すこと。特に、複数名による打ち



－155－

    

- 4 - 

合わせなど近距離、接触が不可避な場合には、これを徹底すること。 

 朝礼などは、小グループにて行う、伝達内容をモバイル端末等で伝えるなど、大

人数が一度に集まらないようにすること。その他、ロッカーを分ける等により、

混雑や接触を可能な限り抑制すること。 

 店舗における旅行販売・相談等、お客様と近接して会話することが必要な業務に

ついても、電話・オンライン販売への誘導、デジタルパンフレットによる事前案

内、来店を要する旅行契約手続き等の簡素化等、お客様との直接接触機会を極力

低減するよう業務の見直しを行うこと。 

 法人等への営業活動についても、可能な限り通信手段を利用した非対面の営業を

工夫し、商談時や移動時の感染リスクを低減すること。 

 添乗やあっせん業務等、事業所外での業務を行うときは、お客様およびサービス

提供事業者の従業員の中に無症状感染者がいる可能性があることを前提に、従業

員の感染防止行動を徹底すること。 

 他人と共用する物品や手が頻回に触れる機会を減らす工夫をすること。 

 ユニフォームや衣服はこまめに洗濯すること。 

 

（４）休憩・休息 

 喫煙を含め、休憩・休息をとる場合には、屋外であっても２メートル以上の距離

を確保するよう努める、一定数以上が同時に休憩スペースに入らない、屋内休憩

スペースについては換気を行うなど、３つの密を防ぐことを徹底すること。 

 休憩室等での飲食についても、時間をずらす、椅子を間引くなどにより、２メー

トル以上の距離を確保するよう努めること。施設の制約等により、これが困難な

場合も、対面で座らないようにすること。 

 休憩室等に設置されているテーブル、いす、自動販売機、給湯機等は、アルコー

ル等による清拭消毒を頻繁に行うこと。 

 

（５）設備・器具 

 業務中に従業員等が触れる機器について、従業員等が交代するタイミングを含め、

定期的に消毒を行うこと。 

 洗面所備品、トイレ、蛇口、ドアノブ、ゴミ箱、テーブル、椅子、電気のスイッ

チ、電話・コールセンターレシーバー、予約端末のキーボード・タッチペン、タ

ブレット、タッチパネル、手すり、エレベーターのボタンなどの共有設備につい

ては、頻繁に洗浄・消毒を行うこと。また、トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう

表示すること。 

 ペーパータオルを設置するか、個人用にタオルを準備する。 

 ハンドドライヤーは止め、共通のタオルは禁止する。 

 ゴミはこまめに回収し、鼻水や唾液などがついたゴミがある場合はビニール袋に

密閉すること。ゴミの回収など清掃作業を行う従業員等は、マスクや手袋を着用

し、作業後に手洗いやうがいを徹底すること。 

 建物全体や個別の業務スペースの換気に努めること。 

 

（６）従業員等の意識向上 

 従業員等に対し、感染防止対策の重要性を理解させ、日常生活を含む行動変容を

促すこと。例えば、これまで新型コロナウイルス感染症対策専門家会議が発表し

ている「人との接触を８割減らす１０のポイント」や「『新しい生活様式』の実践

例」を周知するなどの取組を行うこと。 
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 新型コロナウイルス感染症から回復した従業員等やその関係者が、差別されるな

どの人権侵害を受けることのないよう、従業員等を指導し、円滑な社会復帰のた

めの十分な配慮を行うこと。 

 

５ お客様向けの対策 

（１）来店時 

 感染防止のため、電話やメールでの旅行相談、オンラインによる旅行申し込み

など非来店での旅行取引をお勧めする。 

 来店での旅行相談、旅行申し込み等を希望されるお客様には、集中防止のため

事前の来店予約を依頼する。 

 入口および店舗内に手指の消毒設備（アルコール等）を設置する 

 入店の際に手指の消毒を依頼する 

 店舗内では、マスクの着用を依頼する。 

 

（２）相談・申し込みカウンター   

①相談・申し込み待ち時 

 事前の来店予約を促進し、店舗内での待ち時間を可能な限り短くする。 

 間隔を空けた待ち位置の表示 等 

②相談・申し込み中 

 カウンターにアクリル板・透明ビニールカーテン、フェイスシールドなどを設

置し、旅行販売スタッフとお客様の間での飛沫感染を防止する。 

③申込書等の記入時 

・記入台、筆記具等の頻繁な清拭消毒 等 

④旅行代金の支払い、クーポン類の引き渡し 

 旅行代金の支払いは、振込やカード決済等、非来店・キャッシュレスを促進す

る。 

 後日発券のクーポン等は、電磁的方法による手交、または郵送等により、非来

店の促進を図る。 

 

（３）店舗内清掃 

 アルコール溶液や市販されている界面活性剤含有の洗浄剤や漂白剤溶液を用

いて清掃する。 

 通常の清掃後に、不特定多数が触れる環境表面を、始業前、始業後に清拭消毒

することが重要であり、ドアノブやエレベーターのボタン、階段の手すり、カ

ウンター、申し込み台、共用パソコンなどは、定期的にアルコール液で拭く。 

 手が触れることがない床や壁は、通常の清掃で良い。 

                                                                                        

（４）店舗内トイレ（※感染リスクが比較的高いと考えられるため留意する。） 

 便器内は、通常の清掃で良い。 

 不特定多数が接触する場所は、清拭消毒を行う。 

 トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示する。 

 ペーパータオルを設置するか、個人用にタオルを準備する。 

 ハンドドライヤーは止め、共通のタオルは禁止する。 

 常時換気をオンにしておくなど換気に留意 
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６ 旅行業務取扱上における対策 

（１）単品（交通・宿泊など）（手配旅行） 

・ 手配する旅行サービス提供事業者が適切な感染防止対策を取っている事業者

であることを確認するよう、お客様に案内する。 

・ 手配する交通機関・宿泊等の業界等で安全対策が講じられているかをお客様が

認識して選定できるよう、必要に応じて情報提供などに配慮する。 

 

（２）フリープラン、ダイナミックパッケージ（宿泊のみの募集型企画旅行を含む） 

（募集型企画旅行） 

 募集型企画旅行において手配する旅行サービス提供事業者は、原則として適切

な感染防止対策を取っている事業者に限定する。 

 

（３）団体旅行（日帰りバスツアーを含む） 

（募集型企画旅行、受注型企画旅行、手配旅行） 

①旅行の企画 

 感染状況に応じた適切な旅行先の選定に留意 

 旅行の出発となる都道府県から、都道府県外への移動自粛の要請がなされ

ていないことを確認する。 

②企画の際の旅行サービス提供事業者等の選定 

 旅程に組み込む運送機関、食事箇所、観光施設、体験プログラム等につい

ては、事前に適切な感染防止対策を取っていることを確認する。 

③旅行実施判断（標準旅行業約款募集型企画旅行契約の部 第 17、18 条関係） 

 感染状況の変化等により旅行の安全かつ円滑な実施が困難となった場合、

またはその困難となる可能性が大きい場合には、旅行の実施を中止する。 

 旅行開始後であっても、感染状況の変化によりその後の旅行の安全な継続

が困難となる可能性が大きいことがわかった場合は、旅行を中止し出発地

に引き返す。 

④旅行実施に関する助言（手配旅行） 

 感染状況の変化等により旅行の安全かつ円滑な実施が困難となった場合、

またはその困難となる可能性が大きい場合には、旅行の実施の是非を検討

するよう、旅行者（団体責任者）に助言する。 

 旅行開始後であっても、感染状況の変化によりその後の旅行の安全な継続

が困難となる可能性が大きいことがわかった場合は、旅行の継続の是非を

検討するよう、旅行者（団体責任者）に助言する。 

⑤三密リスクを下げる旅程管理 

ア 交通機関 

 旅程において利用する各交通機関のガイドラインに従った利用ができる

よう旅程管理する。 

イ 宿泊 

 宿泊施設においては各宿泊施設のガイドラインに従った利用ができるよ

う旅程管理する。 

ウ 観光 

 観光地では、団体メンバーが集まって「密」の状態を作らないよう、ガ

イドレシーバーを利用したガイディング等を行う 

 観光入場施設では、入り口や施設内部での密集・密接を避けるため、小

グループに分け、時間差をつけた入場等の工夫を行う。 
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   エ 食事 

 食事においては、各場所のガイドラインに従った利用ができるよう旅程管

理する。 

 その他の場所での食事においても、食事中の飛沫感染を防ぐため、時間を

ずらす、椅子を間引くなどにより、距離の確保に留意。 

 食事施設の従業員との接触をできるだけ少なくすることに留意（従業員か

らの料理説明を説明メモに変更するなど） 

 人数が多い団体の場合は、昼食を弁当にするなどして、食事中の感染リス

クを低減する。 

  

⑥添乗員が付かない場合は、旅行サービス提供事業者と協力して旅程管理を行う。 

 

⑦お客様の健康管理、社員および添乗員等関係者の健康管理 

 出発前にお客様の体調確認（体温、体調チェック）を行い、発熱や感染の疑

いのある症状を呈しているお客様には、旅行参加を遠慮していただく。 

 旅行中に体調不良となったお客様は、旅行から離団し、他のお客様への感染

防止の対応を行うとともに、最寄りの保健所や医療機関に相談・受診できる

よう事前に準備する。 

 体調不良となり離団したお客様が、旅行の出発地または自宅等に戻るために

必要に応じた旅行サービスを手配できるよう準備する。 

 旅行中、要所要所での手洗い・うがいができるよう、適切な休憩場所等を選

択する。 

 旅行中、お客様にはマスクの着用を要請する 等 

 

●イベント・コンベンション 

・イベント・コンベンション業界の安全対策に準じること。 
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1.はじめに 
修学旅行は単なる観光旅行ではなく、文部科学省の学習指導要領に於いて特別活動のひとつとして位置

づけられ、諸外国にも類例のない教育活動です。 
その教育的意義は大きく、学校生活に於ける諸活動の中でも参加する児童・生徒の皆様にとって最も強い

印象として残り得る極めて価値のある教育的体験活動です。 
修学旅行実施において「新型コロナウイルス感染症」の感染防止を極力図り、充実した修学旅行を実現して

いくため、旅行業に従事する旅行会社の総意を結集し、「国内修学旅行の手引き」を策定致しました。 
私どもは、各種ガイドラインに基づいた「国内修学旅行の手引き」に準拠した感染防止策の実施に努め、学

校、児童・生徒様、教職員の皆様、そして保護者の皆様に安心・安全な修学旅行の場を提供すべく、最大限
の努力と支援を行います。 
 
2.「国内修学旅行の手引き」について 

新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020
年 5 月 4 日）において、「各業種のガイドライン等の作成に当たって求められる基本的な考え方や留意点の
例」等が示されました。観光庁や感染症専門医等の指導によって作成された旅行業ガイドライン、その他の関
連機関・業界のガイドラインを参考に、一般社団法人日本旅行業協会が公益財団法人日本修学旅行協会
及び公益財団法人全国修学旅行研究協会の協力のもと、「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイ
ドラインに基づく国内修学旅行の手引き」を作成致しました。なお、新型コロナウイルスの最新の知見、お客様の
ご要望、各関連施設の受入体制等を踏まえて、この手引きは随時見直しをさせて頂きます。 
   
3.具体的な対策にあたっての考え方（3 項目） 
 （1）主な感染経路である飛沫感染と接触感染のそれぞれのリスクに応じた対策を検討致しました。 
 （2）飛沫感染は、換気の状況を考慮しつつ、人と人の距離をどの程度確保できるか等を評価致しました。 
 （3）接触感染は、他者と共有する物品や手を触れる場所の頻度を特定し、対策を講じます。 
 
４.具体的な感染防止対策 
 ・団体行動中は、可能な限り人と人の距離を取り、場合によりお互いの会話を控えて頂く等の留意をして頂き

ます。 
 ・消毒設備の設置・整備等を事前に各所に依頼し、手洗いや消毒の頻度を定期的・計画的に増やします。 
 ・食事、入浴、就寝の時間以外は、マスクの着用を励行して頂きます。 
 （気候状況等により熱中症などの健康被害が発生する可能性が高いと判断した場合は、換気や人と人との

距離を確保した上で、マスクを外して頂く場合があります。） 
 ・輸送機関、見学・食事・宿泊施設等に事前及び定期的な消毒と、機能を最大限とした換気を依頼致しま

す。 
  また、利用する旅行サービス提供事業者は、原則として適切な感染防止策をとっている事業者に限定致し 

ます。 
 
 



－161－

 

1 
 

1.はじめに 
修学旅行は単なる観光旅行ではなく、文部科学省の学習指導要領に於いて特別活動のひとつとして位置

づけられ、諸外国にも類例のない教育活動です。 
その教育的意義は大きく、学校生活に於ける諸活動の中でも参加する児童・生徒の皆様にとって最も強い

印象として残り得る極めて価値のある教育的体験活動です。 
修学旅行実施において「新型コロナウイルス感染症」の感染防止を極力図り、充実した修学旅行を実現して

いくため、旅行業に従事する旅行会社の総意を結集し、「国内修学旅行の手引き」を策定致しました。 
私どもは、各種ガイドラインに基づいた「国内修学旅行の手引き」に準拠した感染防止策の実施に努め、学

校、児童・生徒様、教職員の皆様、そして保護者の皆様に安心・安全な修学旅行の場を提供すべく、最大限
の努力と支援を行います。 
 
2.「国内修学旅行の手引き」について 

新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020
年 5 月 4 日）において、「各業種のガイドライン等の作成に当たって求められる基本的な考え方や留意点の
例」等が示されました。観光庁や感染症専門医等の指導によって作成された旅行業ガイドライン、その他の関
連機関・業界のガイドラインを参考に、一般社団法人日本旅行業協会が公益財団法人日本修学旅行協会
及び公益財団法人全国修学旅行研究協会の協力のもと、「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイ
ドラインに基づく国内修学旅行の手引き」を作成致しました。なお、新型コロナウイルスの最新の知見、お客様の
ご要望、各関連施設の受入体制等を踏まえて、この手引きは随時見直しをさせて頂きます。 
   
3.具体的な対策にあたっての考え方（3 項目） 
 （1）主な感染経路である飛沫感染と接触感染のそれぞれのリスクに応じた対策を検討致しました。 
 （2）飛沫感染は、換気の状況を考慮しつつ、人と人の距離をどの程度確保できるか等を評価致しました。 
 （3）接触感染は、他者と共有する物品や手を触れる場所の頻度を特定し、対策を講じます。 
 
４.具体的な感染防止対策 
 ・団体行動中は、可能な限り人と人の距離を取り、場合によりお互いの会話を控えて頂く等の留意をして頂き

ます。 
 ・消毒設備の設置・整備等を事前に各所に依頼し、手洗いや消毒の頻度を定期的・計画的に増やします。 
 ・食事、入浴、就寝の時間以外は、マスクの着用を励行して頂きます。 
 （気候状況等により熱中症などの健康被害が発生する可能性が高いと判断した場合は、換気や人と人との

距離を確保した上で、マスクを外して頂く場合があります。） 
 ・輸送機関、見学・食事・宿泊施設等に事前及び定期的な消毒と、機能を最大限とした換気を依頼致しま

す。 
  また、利用する旅行サービス提供事業者は、原則として適切な感染防止策をとっている事業者に限定致し 

ます。 
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５.営業担当者、添乗員向けの対策 
 ・事前の打ち合わせ、営業活動においては、可能な限り通信手段を利用した非対面の形式等を採用し、商
談時や移動時の感染リスクを軽減させるように努力致します。 

 ・事前、並びに業務中の検温等、体調管理を徹底し、体調不良者や濃厚接触の恐れがある添乗員による添
乗勤務は行いません 

 ・過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域等への渡航経験並
びに当該在住者との濃厚接触がある場合、その添乗員は添乗業務を行いません。 

 ・万一添乗中の添乗員が体調不良となった場合は、速やかに団体から離脱させ、代替要員を手配致します。 
 ・添乗員は予備として、携帯用の消毒キット、マスク、体温計、白手袋等を用意いたします。 
 
６.お客様（児童・生徒様、教職員の皆様、その他の同行関係者）向けの対策 
 ・児童・生徒様に旅行中の感染防止対策（感染予防の行動、手洗いや咳エチケット、乗り物乗車中や食事

中、大浴場利用中の会話を控える等）の事前指導を実施頂き、対策の実行と理解・協力をお願い致しま
す。 

 ・同居のご家族も含め、児童・生徒様の出発前の健康観察を徹底し、発熱・体調不良者の参加は取り止め
て頂けるようご協力をお願い致します。 

 ・国内においても感染者と濃厚接触がある場合は、保健所や医療機関の指示のもと参加の判断を頂きます。 
・出発前に児童・生徒様の体調確認（体温、体調チェック）を行っていただき、発熱や感染の疑いのある症
状がある場合には、旅行参加を取り止めていただくことを推奨します。 

・旅行中も朝・夕の定期的な検温を実施し、体調不良者の発生等の場合には特段の配慮をお願い致しま
す。 

 ・旅行中は、手を拭くタオルやハンカチ等は個人持ち(1 日 1 枚)として、共用はしないようにご指導頂くことを推
奨します。 

 ・児童・生徒様につきましては食事アレルギーや既往症の事前調査に加えて、新型コロナによる重症化リスクの
可能性も事前に把握して頂き、主治医の見解を保護者様へ確認のうえ、学校との協議により参加の是非を
検討願います。 
 

７.旅行行程、運営業務上の対策 
 ・旅程上のサービス提供事業者に対して、従業員の体調管理、設備の事前・定期的な消毒の実施、可能な
範囲の消毒設備の設置、機能を最大限活用した換気の徹底を依頼致します。又、体調不良や濃厚接触の
疑いのある従業員によるサービス提供はお断り致します。 

 ・サービス提供事業者に対して、従業員の感染防止に対する指導の徹底を依頼致します。 
 ・旅行開始前・開始後の感染状況の変化等により、旅行の安全かつ円滑な実施が困難、又は困難となる可
能性が大きい場合は、学校と協議の上、旅行を中止し、出発地に引き返す等の措置を取らせて頂きます。 

 ・手洗い、うがい、消毒等の環境整備と定期的な実施、並びに健康チェック等に必要な行程上の時間的な余
裕を確保し、引率の先生方の協力のもとスケジュール調整等を行います。 

 ・感染症対策専門家会議で策定された、①換気の悪い密閉空間、②多くの人が密集、③近距離での会話  
や発声、という 3 つの条件が同時に重ならないように注意することが感染予防には重要とされています。旅行
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行程中におきましては、この 3 つの条件が同時に重ならぬよう、換気や会話の抑制、人と人との距離の確保
等、最大限の注意と配慮を行い、旅行を運営致します。 

 
８.集合場所について   
・可能な限り、開放した広い場所を確保し、集合の方法、クラスや列の間隔・前後の隊形、並びに移動方法
や経路について、余裕を持たせた体制・方法を確保して頂きます。又、クラス単位等の点呼、短時間での注
意指導等も併せてご検討・実施して頂きます。※解散の場面も同様にて 

 
９.輸送機関利用上の対策 
・各交通機関の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励行して
頂きます。（空調装置・窓開けによる換気、設備や車両の定期的な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用
者への注意喚起、乗務員・従業員の指導・管理徹底等） 

 ・各輸送機関の座席については、乗り物内の換気機能を最大限に作動させ、全員がマスクを着用した前提で  
お一人様につき 1 席ずつの座席確保で対応することと致します。 

 ・乗車時には、必要最小限の出来るだけ会話を少なくする等、児童・生徒様には感染症予防のための行動
にご協力頂きます。 

 ・乗務員・従業員の定期的な検温等、健康管理を徹底し、濃厚接触者や体調不良者の業務を停止させ、  
適切な労務管理を徹底して頂くよう要請致します。 

 ・乗務員・従業員の勤務中のマスク着用、手洗いや咳エチケットの励行等、感染防止に対する啓発・指導等  
の徹底を依頼し、旅程中に管理を行います。 

 ・乗務員・従業員に体調不良者が発生した場合は、速やかに代替乗務員・従業員の確保を行うように依頼  
致します。 

 ・衛生管理責任者と保健所との連携を強化し、労働衛生管理等の関連法令上の義務の順守を要請致し  
ます。 
 
 
 
 

 
 
 
 
１０.宿泊施設利用上の対策 
 ・各宿泊施設の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励行して  
頂きます。（空調装置・窓やドア開放による換気、施設・客室・お客様が触れる機会の多い部分等の定期
的な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用者への注意喚起、従業員の指導・管理徹底等） 

 ・従業員の定期的な検温等、健康管理を徹底し、濃厚接触者や体調不良者の業務を停止させ、適切な労
務管理を徹底して頂くように要請致します。 

【参考】各輸送機関における完全換気に必要な時間（具体的な実証実験による） 
・貸切バス:バス車内空気の換気による完全入れ替えに必要な時間 5～6 分 常時作動 
 （バス製造会社ホームページより） 
・新幹線:車両内空気の換気による完全入れ替えに必要な時間 6～8 分 常時作動 
 （JR 各社ホームページより） 
・航空機:機内空気の換気による完全入れ替えに必要な時間 2～3 分 常時作動 
 （航空会社各社ホームページより） 
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行程中におきましては、この 3 つの条件が同時に重ならぬよう、換気や会話の抑制、人と人との距離の確保
等、最大限の注意と配慮を行い、旅行を運営致します。 

 
８.集合場所について   
・可能な限り、開放した広い場所を確保し、集合の方法、クラスや列の間隔・前後の隊形、並びに移動方法
や経路について、余裕を持たせた体制・方法を確保して頂きます。又、クラス単位等の点呼、短時間での注
意指導等も併せてご検討・実施して頂きます。※解散の場面も同様にて 

 
９.輸送機関利用上の対策 
・各交通機関の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励行して
頂きます。（空調装置・窓開けによる換気、設備や車両の定期的な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用
者への注意喚起、乗務員・従業員の指導・管理徹底等） 

 ・各輸送機関の座席については、乗り物内の換気機能を最大限に作動させ、全員がマスクを着用した前提で  
お一人様につき 1 席ずつの座席確保で対応することと致します。 

 ・乗車時には、必要最小限の出来るだけ会話を少なくする等、児童・生徒様には感染症予防のための行動
にご協力頂きます。 

 ・乗務員・従業員の定期的な検温等、健康管理を徹底し、濃厚接触者や体調不良者の業務を停止させ、  
適切な労務管理を徹底して頂くよう要請致します。 

 ・乗務員・従業員の勤務中のマスク着用、手洗いや咳エチケットの励行等、感染防止に対する啓発・指導等  
の徹底を依頼し、旅程中に管理を行います。 

 ・乗務員・従業員に体調不良者が発生した場合は、速やかに代替乗務員・従業員の確保を行うように依頼  
致します。 

 ・衛生管理責任者と保健所との連携を強化し、労働衛生管理等の関連法令上の義務の順守を要請致し  
ます。 
 
 
 
 

 
 
 
 
１０.宿泊施設利用上の対策 
 ・各宿泊施設の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励行して  
頂きます。（空調装置・窓やドア開放による換気、施設・客室・お客様が触れる機会の多い部分等の定期
的な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用者への注意喚起、従業員の指導・管理徹底等） 

 ・従業員の定期的な検温等、健康管理を徹底し、濃厚接触者や体調不良者の業務を停止させ、適切な労
務管理を徹底して頂くように要請致します。 

【参考】各輸送機関における完全換気に必要な時間（具体的な実証実験による） 
・貸切バス:バス車内空気の換気による完全入れ替えに必要な時間 5～6 分 常時作動 
 （バス製造会社ホームページより） 
・新幹線:車両内空気の換気による完全入れ替えに必要な時間 6～8 分 常時作動 
 （JR 各社ホームページより） 
・航空機:機内空気の換気による完全入れ替えに必要な時間 2～3 分 常時作動 
 （航空会社各社ホームページより） 
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 ・従業員の勤務中のマスク着用、手洗いや咳エチケットの励行等、感染防止に対する啓発・指導等の徹底を
依頼し、旅程中に管理を行います。 

 ・従業員に体調不良者が発生した場合は、速やかに業務から外し、代わりの従業員を業務に就かせるよう要
請致します。 

 ・食事は可能な限りバイキングや複数での鍋料理等を避け、一人ずつのセットメニューでの提供を基本として頂
きます。また、コップやお箸等は適切な消毒や洗浄、又は使い捨て等の特段な対応を依頼致します。 

※食品を介して新型コロナウイルス感染症に感染したとされる事例は報告されていません。 
 ・館内の設備・売店等を利用するに当り、事前に可能な範囲で「密」を避け、感染を排除する工夫を徹底して
頂きます。（場合により、時間差をつけた交代制での食事提供、定員を削減した入浴施設の利用等のスケ
ジュール調整・検討等を含む） 

 ・感染が疑われるお客様が発生した場合は、速やかに情報共有して頂き、保健所の指導に従った濃厚接触
者の従業員の職場からの隔離、消毒等を実施頂きます。 

 ・衛生管理責任者と保健所との連携を強化し、労働衛生管理等の関連法令上の義務の順守を要請致し  
ます。 

 
１１.食事施設利用上の対策 
 ・各食事施設の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励行して
頂きます。（空調装置・窓やドア開放による換気、施設等の定期的な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利
用者への注意喚起、従業員の指導・管理徹底等） 

 ・食事は可能な限りバイキングや複数での鍋料理等を避け、一人ずつのセットメニューでの提供を基本として頂
きます。また、コップやお箸等は適切な消毒や洗浄、又は使い捨て等の特段な対応を依頼致します。 

※食品を介して新型コロナウイルス感染症に感染したとされる事例は報告されていません。 
 ・館内の設備・売店・トイレ等を利用するに当り、事前に可能な範囲で「密」を避ける工夫を徹底して頂きま

す。 
 ・従業員の定期的な検温等、健康管理を徹底し、濃厚接触者や体調不良者の業務を停止させ、適切な労
務管理を徹底して頂くように依頼致します。 

 ・従業員の勤務中のマスク着用、手洗いや咳エチケットの励行等、感染防止に対する啓発・指導等の徹底を
依頼致します。 

 ・従業員に体調不良者が発生した場合は、速やかに業務から外し・代わりの従業員を業務に就かせるよう要
請致します。 

 ・感染が疑われるお客様が発生した場合は、速やかに報告して頂き、保健所の指導に従った濃厚接触者の従
業員の職場からの隔離、消毒等を実施頂きます。 

 ・衛生管理責任者と保健所との連携を強化し、労働衛生管理等の関連法令上の義務の順守を要請致し  
ます。 

 
１２.入場観覧施設利用上の対策 
 ・各入場観覧施設の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励
行して頂きます。（空調装置・窓開けによる換気、施設のうちお客様が触れる機会の多い部分等の定期的
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な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用者への注意喚起、従業員の指導・管理徹底等） 
 ・従業員の定期的な検温等、健康管理を徹底し、濃厚接触者や体調不良者の業務を停止させ、適切な労
務管理を徹底して頂くように依頼致します。 

 ・従業員の勤務中のマスク着用、手洗いや咳エチケットの励行等、感染防止に対する啓発・指導等の徹底を  
依頼致し、補助致します。 

 ・施設内の見学経路や利用等において、可能な範囲で「密」を避ける工夫を講じて頂くように依頼致します。 
 
１３.体験学習プログラム等運営上の対策 
 ・各体験活動施設の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励
行して頂きます。（空調装置・窓開けによる換気、施設のうちお客様が触れる機会の多い部分等の定期的
な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用者への注意喚起、従業員の指導・管理徹底等） 
 

１４.その他 
 ・学校作成の保護者からの参加同意書  

「国内修学旅行の手引き」に沿った修学旅行への参加についてご了解頂くために、保護者に対して学校
作成の同意書への記入と提出をご依頼ください。 

・旅行時持参物の内容の配慮について 
・マスク（1 日 1 枚、手作りマスク等で結構です） 
・体温計 ・ハンカチ（1 日 1 枚:手洗い後に個人で使用）・ティッシュ  
・マスクを置く際の清潔なビニール袋やハンカチ等 ・利用済みのマスクやティッシュを捨てるためのビニール袋
を通常の持参物に加えて持参するよう推奨します。 

 ・班別、グループ行動中の注意事項  
班別、グループ行動中においても、可能な範囲で「密を避ける行動」に留意して頂き、各所の設備を利用
した手洗い・消毒等を定期的に実施して頂くことを推奨します。並びに、行動経路・範囲を厳格に計画し、
当日の変更内容等も記録して頂きます。【感染範囲の特定の為】 

 ・旅行実施中の発症者発生時の対応について  
   速やかに発症者の隔離・看護を行い、濃厚接触者の特定と隔離・健康観察を行います。管轄保健所と

医師の判断に従い、発症者と濃厚接触者への対応を行います。また、それらの関係者の意見を参考に、 
学校側と事後の行程に関する検討を行います。※学校を通して保護者にも同時進行にて状況連絡を行
います。 

 ・民泊体験活動のガイドライン・ルール等 
   各民泊組織が作成するガイドライン又はルールに従って、感染症予防の観点に即した、安全で適切な体

験・交流プログラム、農山漁村生活体験等を実施して頂きます。 
 ・旅行終了後の健康観察 
   参加者ご本人や同居のご家族等も含めた健康状態の経過観察を、実施後の一定期間（目安として 2

週間程度）行うようにお願い致します。 
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な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用者への注意喚起、従業員の指導・管理徹底等） 
 ・従業員の定期的な検温等、健康管理を徹底し、濃厚接触者や体調不良者の業務を停止させ、適切な労
務管理を徹底して頂くように依頼致します。 

 ・従業員の勤務中のマスク着用、手洗いや咳エチケットの励行等、感染防止に対する啓発・指導等の徹底を  
依頼致し、補助致します。 

 ・施設内の見学経路や利用等において、可能な範囲で「密」を避ける工夫を講じて頂くように依頼致します。 
 
１３.体験学習プログラム等運営上の対策 
 ・各体験活動施設の感染症対策に関するガイドラインに従った利用が出来るように事前に依頼し、実施を励
行して頂きます。（空調装置・窓開けによる換気、施設のうちお客様が触れる機会の多い部分等の定期的
な消毒、手洗い・消毒設備の設置、利用者への注意喚起、従業員の指導・管理徹底等） 
 

１４.その他 
 ・学校作成の保護者からの参加同意書  

「国内修学旅行の手引き」に沿った修学旅行への参加についてご了解頂くために、保護者に対して学校
作成の同意書への記入と提出をご依頼ください。 

・旅行時持参物の内容の配慮について 
・マスク（1 日 1 枚、手作りマスク等で結構です） 
・体温計 ・ハンカチ（1 日 1 枚:手洗い後に個人で使用）・ティッシュ  
・マスクを置く際の清潔なビニール袋やハンカチ等 ・利用済みのマスクやティッシュを捨てるためのビニール袋
を通常の持参物に加えて持参するよう推奨します。 

 ・班別、グループ行動中の注意事項  
班別、グループ行動中においても、可能な範囲で「密を避ける行動」に留意して頂き、各所の設備を利用
した手洗い・消毒等を定期的に実施して頂くことを推奨します。並びに、行動経路・範囲を厳格に計画し、
当日の変更内容等も記録して頂きます。【感染範囲の特定の為】 

 ・旅行実施中の発症者発生時の対応について  
   速やかに発症者の隔離・看護を行い、濃厚接触者の特定と隔離・健康観察を行います。管轄保健所と

医師の判断に従い、発症者と濃厚接触者への対応を行います。また、それらの関係者の意見を参考に、 
学校側と事後の行程に関する検討を行います。※学校を通して保護者にも同時進行にて状況連絡を行
います。 

 ・民泊体験活動のガイドライン・ルール等 
   各民泊組織が作成するガイドライン又はルールに従って、感染症予防の観点に即した、安全で適切な体

験・交流プログラム、農山漁村生活体験等を実施して頂きます。 
 ・旅行終了後の健康観察 
   参加者ご本人や同居のご家族等も含めた健康状態の経過観察を、実施後の一定期間（目安として 2

週間程度）行うようにお願い致します。 
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１５.修学旅行以外の学校行事について 
 ・修学旅行以外の宿泊を伴う学校行事（宿泊研修、ホームルーム合宿、林間学校、臨海学校等）、並び

に遠足（校外学習）や職場体験学習、芸術鑑賞教室等、宿泊を伴わない校外での学校行事におかれ
ましても本手引きの内容と方針に従った旅行手配・運営のお手伝いをさせて頂きます。全ての学校にとりまし
て、安心・安全でより学習効果の高い学校行事が実現できるよう、最大限の努力と支援を行います。 

 
【出典】 
・新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン・令和 2 年 3 月 24 日（文部科学省） 
・新型コロナウイルス感染症に対応した小学校、中学校、高等学校、及び特別支援学校等における教育活動 
の再開に関する Q&A・令和 2 年 5 月２１日（文部科学省） 

・旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン（日本旅行業協会、全国旅行業協会） 
・鉄軌道事業における新型コロナウイルス感染症対策に関するガイドライン（鉄道連絡会） 
・バスにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン（日本バス協会） 
・貸切バス（作成中） 
・航空分野における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン（定期航空協会、日本空港ﾋﾞﾙ事業者協会） 
・旅客船事業における新型コロナウイルス感染症予防対策ガイドライン（日本旅客船協会） 
・ハイヤー・タクシーにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン（全国ハイヤー・タクシー連合会） 
・ホテル業における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン（日本ホテル協会） 
・宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン 

（全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会、日本旅館協会、全日本シティホテル連盟） 
・外食産業のための新型コロナウイルス感染症対策（日本フードサービス協会） 
・全日本空輸株式会社 ホームページ https://www.ana.co.jp/ja/jp/topics/notice200502 
・日本航空株式会社 ホームページ

https://www.jal.co.jp/jp/ja/info/2020/inter/200124/index.html 
・東日本旅客鉄道株式会社 ホームページ  

https://www.jreast.co.jp/ass/pdf/20200407.pdf 
・東海旅客鉄道株式会社 ホームページ  

https://jr-central.co.jp/notice/detail/_pdf/000040501.pdf 
・日野自動車ホームページ 

https://www.hino.co.jp/corp/news/2020/20200417-002601.html 
・三菱ふそうホームページ 

https://www.mitsubishi-fuso.com/oa/jp/information/COVID-
19_measure_sightseeing_bus/index.html 

 
第１版 2020 年６月３日 

一部修正 2020 年６月４日 



＜編集後記＞ 

 

2020（令和 2）年度、新型コロナウイルス感染症の世界的流行（パンデミック）によ

り、修学旅行は大きな影響を受けました。本調査「全国公私立高等学校 海外修学旅行・

海外研修実施状況調査」は、20 年以上前から、グローバル化の進む中において、国際的

な人材教育を目的として、海外修学旅行に取り組む学校の推移を見守ってきた調査です。

海外修学旅行は国際情勢に左右されながらも、増加傾向を辿り、まさにこれからの日本

を担う若者たちへの期待を感じられる指標として本調査は活用されてきました。 

しかし残念ながら、このパンデミックにより、2020（令和 2）年度の海外への渡航は

制限され、海外修学旅行は事実上不可能となりました。 

 

そこで今年度の調査を、「コロナ禍と修学旅行」として、全国の中学校・高等学校が

修学旅行において新型コロナウイルス感染症にどのような対応を執ってきたのか、その

結果をまとめる形とすることとしました。当協会が長年実施してきた、「海外修学旅行

調査」は、コロナ収束後、必ず復活するであろう海外修学旅行のために、その調査名は

残してまいります。 

 

本調査では、このコロナ禍で修学旅行を延期、方面変更等を重ね、実施または中止し

た結果をまとめました。各都道府県で、例年とは全く違った修学旅行が実施されたこと

が明らかになりました。 

実施した学校は、感染対策など、課題を一つ一つ解決した上で、大変な苦労をされた

ことと思われます。また、残念ながら中止という判断をされた学校についても、中止に

至る経緯をすべて知る術はありませんが、学校内では、様々な検討がなされ苦渋の決断

をされたことは容易に想像ができます。各学校の先生方のご苦労に改めて敬意を表しま

す。 

 

結果だけを見れば、当該学年の生徒たちにとっては、大変残念な実態になりました。

しかし、一方では、何とか修学旅行が実施できるように、様々な人たちが、それぞれの

立場で動いていただきました。そのことを理解していただくために実施状況結果だけで

なく、関連する資料を添付いたしました。 

文部科学省をはじめとする国の行政機関や地方自治体、修学旅行を受入れている各地

の関連施設、安全・安心を使命とする輸送機関、それらと協力し素晴らしい修学旅行を

提供する旅行業界など、多くの皆様の支えによって修学旅行は行われていることも、本

調査から受け取っていただければ幸いです。そして、一日も早い感染症の収束を願って

います。 

 

最後に、本調査にご協力をいただいた、各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、

各都道府県私立学校担当部署の皆様方に心より感謝申し上げます。 

 

（公益財団法人 全国修学旅行研究協会 調査部 石原輝紀） 



 
 

本報告書のデータは、公益財団法人 全国修学旅行研究協会の公式ホームページ 

【 修学旅行ドットコム（http://shugakuryoko.com/）】内の、「調査・研究活動」 

ページに、PDF 形式で全て掲載しております。 

 

本報告書は毎年（2000 年分より）ホームページ上に掲載しており、最新版は後日 

の掲載となります。（最新版の掲載時期は 2 月下旬を予定） 

 

本報告書とは別に、中学校の調査については、別途、下記三地区の公立中学校の 

修学旅行委員会で実施しているアンケートを集約した「修学旅行の実施状況調査」 

等として同ホームページ内に掲載しております。 
 

・関東地区公立中学校修学旅行委員会 
（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県） 

・東海三県中学校修学旅行委員会 
（愛知県、岐阜県、三重県） 

・近畿地区公立中学校修学旅行委員会 
（滋賀県、京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、和歌山県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020(令和 2)年度 全国公私立高等学校海外修学旅行・海外研修(修学旅行外)実施状況調査報告 
 

2020（令和 2）年度  コロナ禍と修学旅行 

―新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が与えた修学旅行への影響― 

【2020・令和 2 年度 全国公私立高等学校・中学校修学旅行実施状況調査の報告】 
 

付 ２０２１(令和３)年度 全国都道府県・政令指定都市修学旅行実施基準概要  

 

２０２２(令和４)年２月 
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